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北
海
道
の
未
来
を
、
ど
う
歩
む
の
か
。

ヒ
ン
ト
は
、「
人
」
と
「
地
域
」
に
眠
っ
て
い
る
。

特
集
1

地
域
に
集
積
さ
れ
た
産
業
基
調
レ
ポ
ー
ト

脱
構
築
に
よ
る
新
生
に
向
け
て

山
﨑
　
朗  

中
央
大
学
経
済
学
部
教
授

特
集
1

地
域
に
集
積
さ
れ
た
産
業
事
例
紹
介
①

株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク  

東
川
町

特
集
2

地
域
に
根
差
し
た
酒
造
業
、食
品
加
工
業
基
調
レ
ポ
ー
ト

地
域
に
根
差
し
た
飲
食
文
化
に
つ
い
て

　
│
函
館
地
区
の
酒
造
業
・
食
品
加
工
業
か
ら
の
考
察
│

寺
谷
亮
司  

愛
媛
大
学
名
誉
教
授

特
集
2

地
域
に
根
差
し
た
酒
造
業
、食
品
加
工
業
事
例
紹
介
①

株
式
会
社
ブ
ロ
イ
ハ
ウ
ス
大
沼  

七
飯
町

特
集
2

地
域
に
根
差
し
た
酒
造
業
、食
品
加
工
業
事
例
紹
介
②

小
田
島
水
産
食
品
株
式
会
社  

函
館
市

特
集
3

地
域
の
農
作
物
加
工
、サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
基
調
レ
ポ
ー
ト

農
場
か
ら
食
卓
ま
で
共
有
価
値
を
創
造
す
る

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
農
業

伊
藤
房
雄  

東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
教
授

特
集
3

地
域
の
農
作
物
加
工
、サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
事
例
紹
介
①

株
式
会
社
大
地
の
M
E
G
U
M
I  

大
空
町

特
集
3

地
域
の
農
作
物
加
工
、サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
事
例
紹
介
②

前
田
農
産
食
品
株
式
会
社  

本
別
町

特
集
3

地
域
の
農
作
物
加
工
、サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
事
例
紹
介
③

有
限
会
社
半
田
フ
ァ
ー
ム  

大
樹
町
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人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
加
速
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
と
地
方
の
衰
退
、
出
遅

れ
が
目
立
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
、
待
っ
た
な
し
の
地
球
環
境
問
題
。
ま
さ
に
混
迷
の
時

代
に
日
本
が
抱
え
る
課
題
は
、
北
海
道
の
課
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

経
済
活
動
の
方
向
性
を
根
本
的
に
変
え
る
、
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

見
方
を
変
え
て
み
れ
ば
、
今
は
ま
さ
に
、
高
付
加
価
値
化
や
知
識
集
約
型
産
業
の
拡
大

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
国
土
の
５
分
の
１
以
上
と

い
う
広
大
な
大
地
、
豊
富
な
自
然
資
本
を
有
す
る
北
海
道
は
、
地
域
独
自
の
新
た
な
方

向
と
戦
略
を
自
分
達
の
手
で
生
み
出
し
、
知
識
と
創
造
性
を
核
と
し
た
経
済
活
性
化
を

図
る
可
能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
は
毎
号
テ
ー
マ
別
に
、「
世
界
水
準
の
価
値
創
出
」
や
「
持
続
可
能
な

地
域
の
活
動
・
産
業
」
の
動
き
に
つ
い
て
、
学
識
者
や
有
識
者
と
共
に
道
内
各
地
で
現

地
取
材
し
、
そ
の
活
動
が
育
ま
れ
た
歴
史
や
背
景
、
課
題
と
そ
の
克
服
方
法
な
ど
を
事

例
と
し
て
調
査
報
告
す
る
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
、
産
業
の
発
展
、
自
然
環
境
の
保

全
や
生
活
の
質
の
豊
か
さ
向
上
な
ど
、
複
雑
化
し
な
が
ら
存
在
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
「
地
域
産
業
」
と
は
そ
の
土
地
に
根
差
し
た
、
農
業
・
製
造
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
総
称
で
あ
り
、
雇
用
創
出
や
税
収
源
と
な
り
地
域
の
経
済
基
盤
を
支
え
、
持

続
的
な
発
展
と
活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
産
業
構
造
の
変
化
、
基
幹
産
業
の
衰
退
、
人
口
減

少
に
よ
る
市
場
縮
小
、
若
者
の
人
口
流
出
や
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
な
ど
、
時
代

の
変
化
か
ら
縮
小
が
進
ん
で
い
る
。

　

本
号
で
は
、
こ
の
よ
う
に
地
域
産
業
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
下
で
も
活
気
あ
る
北
海

道
の
〝
小
さ
な
産
業
の
現
場
〞
を
取
材
。
大
企
業
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
も
な
い
、

地
域
に
根
差
し
た
小
さ
な
製
造
・
加
工
・
創
造
の
営
み
。
卓
越
し
た
職
人
の
手
業
は
も

と
よ
り
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
駆
使
す
る
挑
戦
力
。
小
さ
い
が

ゆ
え
に
身
軽
で
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
、
し
な
や
か
な
力
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

地
域
に
根
差
し
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
新
し
い
地
平
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

ご
寄
稿
頂
い
た
有
識
者
の
基
調
レ
ポ
ー
ト
と
共
に
、
今
後
の
北
海
道
の
産
業
が
目
指
す

べ
き
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
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割
も
担
っ
て
い
た
。
だ
が
、
চ
の

間
の
消
໓
と
い
う
業
界
外
部
の
ߏ

造
変
化
は
、
ത
多
人
形
の
生
産
ֹ

ݮ
গ
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
ത

多
人
形
は
人
形
制
作
と
い
う
ྺ
࢙

的
工
ܳ
か
ら
、
人
形
以
外
の
製
品

や
、
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
に
Ҡ
行

し
て
い
る
。
Ҫ
上
ࢯ
ら
は
、「
఻

౷
の
継
ঝ
か
ら
ಠ
૑
性
の
ද
出
へ

シ
フ
ト
す
る
時
代
を
ܴ
え
た
」
と

࿦
じ
て
い
る
。

地
場
産
業
は
、
生
׆
༷
式
の
༸

෩
化
、
ށ
ݐ
て
か
ら
Ϛ
ン
シ
ἀ
ン
、

大
家
଒
世
ଳ
か
ら
୯
਎
世
ଳ
、
海

外
か
ら
௿
価
格
商
品
の
༌
入
増
加
、

༌
入
ݪ
料
の
高
ಅ
、
そ
し
て
日
本

の
人
ޱ
ݮ
গ
に
よ
っ
て
、
෩
લ
の

౮
と
な
っ
た
の
だ
と
ೝ
識
さ
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
ԁ
安
に
よ
る

価
格
ڝ
૪
ྗ
の
回
෮
、
ϒ
ラ
ン
ド

ྗ
・
σ
ザ
イ
ン
ྗ
の
޲
上
、
Ϛ
ー

έ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
ద
合
し
た
製
品

へ
の
స
׵
、
そ
し
て
海
外
産
の
ݪ

料
高
ಅ
に
よ
る
地
Ҭ
資
ݯ
の
見
直

し
に
よ
っ
て
、
地
場
産
業
は
新
し

い
า
み
ớ
ݪ
料
基
൫
に
つ
い
て
は
地

Ҭ
お
よ
ͼ
఻
౷
へ
の
回
帰
Ờ
を
始

め
つ
つ
あ
る
産
地
も
あ
る
。
Ѵ
઒

家
۩
工
業
ڠ
ಉ
組
合
に
よ
る
道
産

材
׆
用
ଅ
進
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
「
こ

こ
の
໦
の
家
۩
・
北
海
道
プ
ロ
ジ
ỻ

ク
ト
」
が
開
始
さ
れ
た
�
�
�
�

年
に
は
道
産
材
ൺ
཰
は
2�
�
で

あ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
に
��
�
、

２
０
２
̐
年
に
��
�
に
ま
で
高
ま
っ

た
。
ච
者
は
、
2
次
産
業
や
�
次

ྫ
外
で
は
な
い
。
こ
の
間
、
タ
ン

ス
な
ど
を
製
造
す
る
࿝
ฮ
メ
ー

カ
ー
や
地
場
の
໰
԰
の
౗
産
も
相

次
い
だ
。

ୈ
ೋ
の
理
由
は
、
中
খ
ا
業
ி

や
経
ࡁ
産
業
ল
、
中
খ
ا
業
基
൫

整
උ
ػ
ߏ
、
地
元
自
࣏
ମ
に
よ
る

さ
ま
͟
ま
な
支
援
策
が
実
施
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
�
�
�
�
年
以

߱
ớ
産
地
に
よ
っ
て
は
�
�
�
�

年
代
൒
ば
か
ら
Ờ、
地
場
産
業
や

఻
౷
工
ܳ
品
の
産
地
の
事
業
ॴ
਺
、

出
荷
ֹ
、
࿑
ಇ
者
਺
が
ݮ
গ
傾
޲

に
ؕ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ま
͟
ま
な
੓
策
支
援
の
ޮ
Ռ

が
み
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
ղ

熱
剤
・
֏
ࢭ
め
・
௟
௧
剤
を
ॲ
方

す
る
、
あ
る
い
は
ࢭ
݂
ॲ
理
を
す

る
よ
う
な
一
時
し
の
ぎ
の
対
঱
ྍ

法
で
は
、
集
積
地
の
「
ྺ
࢙
的
ߏ

造
」
վ
ֵ
に
は
݁
ͼ
つ
か
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
ච
者
は

考
え
て
い
る
。

産
地
の
「
ྺ
࢙
的
ߏ
造
」
վ
ֵ

に
は
、
ฒ
々
な
ら
͵
意
ཉ
と
༐
ؾ
、

先
見
性
お
よ
ͼ
国
ࡍ
性
が
必
要
で

あ
る
。「
時
間
と
ۭ
間
」
の
視
໺
が

広
く
、
タ
フ
な
「
中
֩
的
人
材
」
で

な
け
れ
ば
、
վ
ֵ
に
は
৐
り
出
せ
な

い
。
後
継
者
の
い
な
い
、
フ
ỻ
ー
ド

ア
΢
ト
を
೦
頭
に
ஔ
い
た
高
ྸ
の

経
Ӧ
者
に
よ
る
ྵ
ࡉ
ا
業
で
は
、

産
地
の
「
ྺ
࢙
的
ߏ
造
」
վ
ֵ
に

取
り
組
む
意
ཉ
は
生
じ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、「
ྺ
࢙
的
ߏ
造
」
վ
ֵ
に

ண
手
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
地
Ҭ

産
業
の
ൃ
展
が
อ
ো
さ
れ
る
と
は

ݶ
ら
な
い
。「
中
֩
的
人
材
」
の
重

要
性
に
ண
໨
し
た
の
は
、
܂
໺
ത

行
ࢯ
で
あ
る
ớ
ࢀ
考
จ
ݙ
ࢀ
র
Ờ。

他
方
、
ҏ
୮
ࢯ
ら
に
よ
っ
て
、

産
業
集
積
の
存
立
に
は
、
外
部
か

ら
地
Ҭ
内
に
需
要
を
ൖ
入
し
て
く

る
「
需
要
ൖ
入
ا
業
」
の
存
ࡏ
が

重
要
だ
と
ࢦ
ఠ
さ
れ
た
。
ا
業
৓

Լ
ொ
の
大
ا
業
の
大
工
場
は
、
親

ௗ
の
よ
う
な
需
要
ൖ
入
の
໾
割
を

Ռ
た
し
て
い
た
。
ا
業
৓
Լ
ொ
の

ਰ
ୀ
は
、
਽
に
㕒
を
༩
え
る
親
ௗ

ớ
需
要
ൖ
入
事
業
ॴ
Ờ
の
消
໓
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

֬
か
に
、
産
業
集
積
の
ί
ア
と

な
る
ا
業
ử
「
ί
ネ
ク
タ
ー
・
ϋ
ϒ
」

の
経
Ӧ
者
の
໾
割
は
、
外
部
か
ら

地
Ҭ
内
に
需
要
を
ൖ
入
し
、
ؔ
࿈

ا
業
や
Լ
੥
ا
業
に
仕
事
を
配
分

す
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
、
௕
ظ

的
に
は
、
集
積
地
の
「
ྺ
࢙
的
ߏ

造
」
վ
ֵ
に
立
ち
޲
か
う
໾
割
も

՝
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
খ

ا
業
ி
で
は
地
Ҭ
の
中
֩
ا
業
を

「
ί
ネ
ク
タ
ー
・
ϋ
ϒ
」
と
し
て
い

る
が
、
ϋ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ϛ
イ

έ
ル
・
ϙ
ー
タ
ー
は
、
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
の
中
֩
ا
業
を
「
ア
ン
カ
ー

ا
業
」
と
ݺ
ん
で
い
る
。

఻
౷
は
ֵ
৽
を
ಋ
け
る
の
か

日
本
の
఻
౷
工
ܳ
品
の
生
産
ֹ

は
、
�
�
�
�
年
の
�
�
�
�
ԯ

ԁ
か
ら
�
�
�
�
年
に
�
�
�
�

ԯ
ԁ
に
、
�
�
�
�
年
に
は
１
９

̔
３
年
の
1
ʗ
6
以
Լ
の
̔
̓
０

ԯ
ԁ
に
ま
で
Լ
མ
し
た
。

఻
౷
工
ܳ
品
に
ࢦ
定
さ
れ
て
い

る
ത
多
人
形
の
販
売
店
は
、
ϐ
ー

ク
時
に
は
ത
多
駅
ߏ
内
に
10
ݢ

あ
っ
た
。
売
上
の
ϐ
ー
ク
は
、
ࢁ

ཅ
新
װ
ઢ
が
ത
多
駅
に
৐
り
入
れ

た
�
�
�
�
年
で
、
�
�
�
�
年

に
は
残
っ
て
い
た
2
ݢ
の
店
ฮ
も

ด
店
さ
れ
た
。
ത
多
駅
内
の
店
ฮ

は
、
ത
多
の
ྺ
࢙
や
จ
化
を
؍
ޫ

٬
に
఻
え
る
シ
ἀ
ー
έ
ー
ス
の
໾

�
地
৔
産
ۀ
の
ຫ
ੑ
త
ۤ
ڥ
ͱ

୤
ߏ
ங
の
ϙ
ς
ン
γ
Ỿ
ϧ

஍
৔
産
業
ɾ
఻
౷
޻
ܳ
඼

産
஍
΁
の
関
৺
の
௿
Լ

地
場
産
業
に
ؔ
す
る
ؔ
৺
は
、

ۙ
年
大
き
く
௿
Լ
し
た
。
そ
の
理

由
は
ೋ
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
地
場

産
業
の
แ
ׅ
的
実
態
調
ࠪ
で
あ
っ

た
、
中
খ
ا
業
ி
の
ứ
全
国
の
産

地
⽅
産
地
֓
況
調
ࠪ
݁
Ռ
Ừ
が
２

０
０
̑
年
で
終
ྃ
し
、
そ
れ
以
߱
、

全
国
の
産
地
の
実
態
を
แ
ׅ
的
に

知
る
す
΂
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
݁
Ռ
、
中
খ
ا
業
࿦
、

産
業
経
ࡁ
࿦
、
経
ࡁ
地
理
学
の
研

ڀ
者
で
、
地
場
産
業
を
研
ڀ
対
৅

と
す
る
研
ڀ
者
も
ݮ
গ
し
た
。

最
後
の
調
ࠪ
と
な
っ
た
２
０
０

̑
年
の
産
地
֓
況
調
ࠪ
は
、
年
間

生
産
ֹ
�
ԯ
ԁ
以
上
の
産
地
と
し

て
、
全
国
�
�
�
産
地
を
ந
出
し

て
い
る
。
上
ه
の
ใ
ࠂ
ॻ
に
よ
る

と
、
北
海
道
に
は
食
品
に
ؔ
す
る

地
場
産
業
が
�
カ
ॴ
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
食
品
以
外
の
産
地
は
、

Ѵ
઒
地
Ҭ
の
家
۩
・
ݐ
۩
の
み
で

あ
る
。
Ѵ
઒
ࢢ
工
ܳ
η
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
Ѵ
઒
ࢢ
・
౦
ਆ
ָ
ொ
・

౦
઒
ொ
の
家
۩
生
産
ֹ
は
、
１
９

９
１
年
度
の
�
�
�
ԯ
ԁ
か
ら
２

０
０
９
年
度
に
は
�
�
�
ԯ
ԁ
に

ま
で
௿
Լ
し
た
。
ۤ
ڥ
に
ؕ
っ
た

の
は
、
Ѵ
઒
地
Ҭ
の
家
۩
産
業
も

特
集
�  

地
域
ʹ
集
ੵ
͞
Ε
ͨ
産
ۀ

ج
ௐ
Ϩ
ϙ
ー
τ

୤
ߏ
ங
に
Α
る
৽
生
に
޲
け
て

や·さ͖ ・͋ Β͖／࢈業Ϋϥスλー
࿦、地域੓ࠃ、ࡦ౔ܭըにਫ਼௨す
る。ࠃ౔ަ௨লの৹ٞձなどのҕ
һを਺ଟ ຿͘める。ۙ ஶh 地域੓
、�ୈ�൛ʢɦதԝ経済ࣾʣにՃ͑ࡦ
ʮࠃ౔のܭըと地域のܭըʯ、ʮ構
造มԽ、৽しい地域՝୊と地域
੓ࡦʯとい たͬ࿦จもଟ਺ൃදし
ている。

㟒 朗ࢁ
தԝେֶ ֶࡁܦ෦ ڭत
തֶ࢜ࡁܦ

ಛू  ̍ ஍Ҭʹूੵ͞Εͨۀ࢈ɹجௐϨϙʔτ

୤ߏஙʹΑΔ৽ੜʹ͚ͯ޲

৯
඼
Ճ
޻
か
ら
఻
౷
޻
ܳ
ま
で
ࠃ
಺
に
਺
ଟ
あ
る
஍
৔
産
業
は
ࠃ
಺
ࢢ
৔

の
ॖ
খ
や
ੜ
׆
ε
λ
Π
ϧ
の
ม
化
ͳ
Ͳ
に
Α
り
、ຫ
ੑ
త
ͳ
ۤ
ڥ
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。Ұ
ํ
で
、ਰ
ୀ
す
る
産
業
ू
ੵ
஍
の
࠶
ੜ
に
޲
け「
ྺ
࢙
త
ߏ

଄
」վ
ֵ
を
੒
し
਱
͛
Α
う
と
し
て
い
る
஍
Ҭ
΋
あ
る
。こ
こ
で
は
、஍
Ҭ

資
ݯ
の
ݟ
௚
し
や
ϒ
ϥ
ϯ
υ
化
で
վ
ֵ
が
ਐ
Ή
Ѵ
઒
Ո
۩
や
、஍
Ҭ
ϒ
ϥ

ϯ
υ
ถ
の
֬
立
に
੒
ޭ
し
た
౦
઒
ொ
の
औ
り
૊
Έ
に
つ
い
て
、現
஍
で
ࢹ

࡯
ɾ
औ
材
し
た
ࢁ
㟒
࿕
教
त
に
͝
د
ߘ
௖
い
た
。

౦઒ொが༗する「ࣸਅจ化」、「Ո۩σβインจ化」、「େઇࢁจ化」を௨じたจ化׆ಈのڌ఺ࢪ設「せΜと
ͽΎ͋」には、ਤॻؗやަྲྀを生み出すίミュχςΟーεϖーεが͋り、ΪャラϦーもซ設されている。

Ѵ઒Ո۩ڠۀ޻ಉ૊߹のਿຊܒҡઐ຿ཧࣄʢӈʣと、໿1
�00
఺のՈ۩・Ϋラフトのలࣔ販売をしている「"4")*,"8"�
%&4*(/�$&/5&3」を࡯ࢹ。

Ѵ઒Ո۩ͷੜ࢈ ʢֹਪܭ஋ʣ

˞Ѵ઒஍ҬʢѴ઒ࢢɺ౦઒ொɺ౦ਆָொɺୋ੘ொʣͷ૯ੜֹ࢈ɻ
ɹԣ࣠͸೥౓ɻѴ઒ܳ޻ࢢηϯλʔௐ΂ɻ
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な
人
材
・
ا
業
の
一
時
的
「
集
積
」

を
「
ς
ン
ϙ
ラ
リ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
」

と
ݺ
ん
で
い
る
研
ڀ
者
も
い
る
。

「
パ
ー
Ϛ
ネ
ン
ト
ク
ラ
ス
タ
ー
」
は
、

地
Ҭ
に
ݻ
定
さ
れ
て
い
る
が
、

「
パ
ー
Ϛ
ネ
ン
ト
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の

ֵ
新
性
、
持
続
性
に
は
、
地
Ҭ
外

と
の
流
動
的
・
多
面
的
な
ަ
流
・

઀
৮
の
ػ
会
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

౦
઒
ொ
は
、
�
�
�
�
年
に
日
本

の
家
۩
産
地
で
も
っ
と
も
ϒ
ラ
ン

ド
ྗ
の
高
い
ඈ
ଭ
家
۩
産
地
の
ذ

ෞ
ݝ
高
ࢁ
ࢢ
と
の
間
で
、
家
۩

メ
ー
カ
ー
間
の
ٕ
ज़
ަ
流
、
人
材

ҭ
成
に
つ
い
て
の
相
ޓ
࿈
ܞ
ڠ
定

を
క
݁
し
た
。

�
農
ۀ
͔
Β
ߟ
͑
Δ
地
域
集
ੵ

地
場
産
業
は
、
製
造
業
を
対
৅

と
し
て
い
る
。
北
海
道
の
地
場
産

業
は
、
Ѵ
઒
家
۩
を
আ
く
と
す
΂

て
食
品
産
業
の
産
地
で
あ
る
。
北

海
道
の
基
൫
産
業
で
あ
る
農
ྛ
ਫ

産
業
の
生
産
物
を
ݪ
材
料
と
す
る

産
業
か
ら
1
次
産
業
へ
の
೾
ٴ
ޮ

Ռ
を
「
ٯ
6
次
産
業
化
」
と
໊
ͮ

け
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
好
ྫ
で
あ
る
。

�
�
�
�
年
૑
業
の
北
の
ॅ
ま

い
設
ܭ
社
ớ
౦
઒
ொ
Ờ
は
、
ഇ
ߍ

に
な
っ
た
খ
学
ߍ
の
੻
地
に
立
地

し
て
い
る
。
当
初
は
、
༌
入
材
を

使
用
し
た
家
۩
加
工
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
い
ま
で
は
北
海
道
産
の
໦

材
を
積
ۃ
的
に
ར
用
し
て
い
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
物
販
の
施
設
も
ซ

設
さ
れ
て
お
り
、
౦
઒
ொ
๚
໰
の

ࡍ
に
は
ච
者
が
必
ず
๚
れ
る
場
ॴ

で
あ
る
。

今
回
視
࡯
を
実
施
し
た
Ѵ
઒
家

۩
の
生
産
ֹ
は
、
�
�
�
�
年
度

を
Ϙ
ト
Ϝ
と
し
て
؇
や
か
な
回
෮

生
産
ֹ
は
௕
ら
く
௿
໎
し
な
が

ら
も
、
家
۩
の
産
地
と
し
て
ඈ
ଭ

家
۩
と
ฒ
ん
で
Ѵ
઒
家
۩
に
஫
໨

が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
、
ԁ
安
、

΢
ッ
ド
シ
ἀ
ッ
ク
、
自
࣏
ମ
な
ど

の
支
援
と
い
う
要
Ҽ
が
あ
る
と
は

い
え
、
地
場
産
業
の
๊
え
て
い
る

ྺ
࢙
的
ߏ
造
要
Ҽ
を
、
地
場
ا
業

自
ら
変
ֵ
し
よ
う
と
し
て
い
る
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
Ѵ
઒
地
Ҭ

の
家
۩
メ
ー
カ
ー
は
、
໰
԰
や
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
、ớ
消

費
者
と
は
ݶ
ら
な
い
Ờ
Τ
ン
ド
Ϣ
ー

ザ
ー
と
の
઀
点
の
ߏ
ங
に
৐
り
出

し
て
お
り
、
一
ൠ
の
方
の
展
ࣔ
会

へ
の
ࢀ
加
を
ଅ
し
、
自
社
の
製
品

の
σ
ザ
イ
ン
、
ػ
ೳ
性
、
加
工
ྗ

ي
道
に
స
じ
て
い
る
。
ԁ
高
か
ら

ԁ
安
へ
の
స
׵
と
い
う
外
部
؀
ڥ

の
変
化
は
無
視
し
え
な
い
が
、「
ί

ネ
ク
タ
ー
・
ϋ
ϒ
」
と
Ґ
ஔ
ͮ
け

ら
れ
る
ا
業
܈
や
地
元
自
࣏
ମ
・

中
間
組
৫
に
よ
る
「
ྺ
࢙
的
ߏ
造

性
」
վ
ฤ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
成

Ռ
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
北
海
道
産

の
໦
材
へ
の
回
帰
に
よ
る
地
Ҭ
ϒ

ラ
ン
ド
ྗ
の
回
෮
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
খ
઒
正
ത
ࢯ
は
、
２

０
０
２
年
ஈ
֊
に
お
い
て
、
Ѵ
઒

家
۩
産
地
に
お
け
る
新
し
い
リ
ー

μ
ー
の
ొ
場
に
よ
る
、
Ѵ
઒
家
۩

産
地
の
ඈ
༂
の
Մ
ೳ
性
を
ࢦ
ఠ
し

て
い
た
。

産
地
形
成
の
時
ظ
は
、「
ߐ
ށ

を
ア
ϐ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
Ѵ
઒
家
۩
産
地
の
大
手
ا

業
で
あ
る
カ
ン
σ
ィ
ϋ
΢
ス
は
、

「
作
り
手
に
よ
る
使
い
手
へ
の
઀

ۙ
」
を
キ
ー
ϫ
ー
ド
と
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
年
6
݄
に
開
催
さ
れ

た
׭
ຽ
一
ମ
と
な
っ
た
家
۩
の

展
ࣔ
会
「.

FFU�VQ�'VSOJUVSF�
"
TBIJLBX

B

」
と
「
国
ࡍ
家
۩
σ

ザ
イ
ン
ί
ン
ϖ
ς
ィ
シ
ἀ
ン
」
に
は
、

バ
イ
Ϡ
ー
が
集
ま
る
ػ
会
と
な
る

と
ಉ
時
に
、
高
ڃ
家
۩
を
ٻ
め
て

い
る
Τ
ン
ド
Ϣ
ー
ザ
ー
と
の
઀
点

の
場
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

学
会
、
展
ࣔ
会
、
会
ٞ
、
ަ
流

会
の
よ
う
な
異
な
る
地
Ҭ
の
多
༷

時
代
ま
た
は
そ
れ
以
લ
」
と
す
る

産
地
が
�1
％
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と

ൺ
ֱ
す
れ
ば
、
Ѵ
઒
の
家
۩
産
業

の
ྺ
࢙
は
新
し
い
。
ݹ
い
఻
౷
が

ᑂ㆗
㇜

ᑊ㆓
ㆎ

と
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、
ֵ
新
的
な
自
࣏
ମ
の

支
援
策
お
よ
ͼ
Ѵ
઒
家
۩
工
業
ڠ

ಉ
組
合
と
い
っ
た
中
間
組
৫
に
よ

る
׆
動
も
、
Ѵ
઒
家
۩
産
業
の
ߏ

造
స
׵
を
Լ
支
え
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

�
Ѵ
઒
Ո
۩
産
ۀ
の
࠶
ੜ
ͱ
ൃ
ల

Ѵ
઒
地
Ҭ
に
集
積
し
た
家
۩
産

業
も
、
国
内
ࢢ
場
の
௿
໎
と
安
い

海
外
製
品
と
の
ڝ
૪
に
ۤ
し
み
、

事
業
ॴ
、
出
荷
ֹ
、
ै
業
者
਺
を

ݮ
গ
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ѵ

઒
家
۩
は
、
多
く
の
研
ڀ
者
の
研

ڀ
対
৅
と
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、

生
産
ߏ
造
の
స
׵
と
Ϛ
ー
έ
ッ
ト

の
開
拓
、
人
材
の
ҭ
成
、
製
品
の

高
付
加
価
値
化
、
σ
ザ
イ
ン
ྗ
の

޲
上
に
よ
っ
て
、
未
来
に
生
き
残

り
う
る
地
場
産
業
、
地
Ҭ
に
集
積

し
た
産
業
へ
の
変
๴
に
成
ޭ
し
つ

つ
あ
る
。

多
く
の
఻
౷
工
ܳ
品
産
地
は
、

シ
ỿ
リ
ン
ク
し
続
け
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
人
ޱ
・
ࠗ
ҽ
਺
ݮ
গ

に
と
も
な
う
国
内
ࢢ
場
の
縮
খ
、

生
׆
ス
タ
イ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ

イ
ル
の
変
化
ớ
ҥ
食
ॅ
す
΂
て
の

࿨
式
か
ら
༸
式
へ
の
Ҡ
行
、
চ
の

間
の
消
໓
、
ς
レ
ϫ
ー
ク
や
ࡏ
୐

ۈ
຿
の
増
加
、
ࢴ
か
ら
σ
ジ
タ
ル
Ờ

に
൐
う
需
要
ߏ
造
の
変
化
へ
の
感

度
・
対
Ԡ
ྗ
の
௿
さ
、
海
外
ࢢ
場

へ
の
販
路
֦
大
の
意
ཉ
の
ܽ
೗
、

௿
収
益
性
Ώ
え
の
後
継
者
໰
୊
、

そ
し
て
Ϛ
ー
έ
ς
ィ
ン
グ
を
外
部

委
託
し
て
き
た
産
地
໰
԰
制
度
が

あ
る
。

ٯ
に
い
え
ば
、
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

に
と
も
な
っ
て
ൃ
生
す
る
新
規
需

要
の
֫
ಘ
、
海
外
ࢢ
場
へ
の
༌
出
、

後
継
者ớ
ٕ
ೳ
者
を
含
む
Ờの
֬
อ
、

そ
し
て
ࢢ
場
動
޲
の
調
ࠪ
ೳ
ྗ
と

販
売
ೳ
ྗ
の
֬
立
ớ
ϒ
ラ
ン
ド
化

を
含
む
Ờ
に
成
ޭ
す
れ
ば
、
地
場

産
業
の
持
続
Մ
ೳ
性
は
ඈ
༂
的
に

高
ま
る
。
ς
レ
ϫ
ー
ク
時
代
は
、

σ
ジ
タ
ル
ϫ
ー
ク
に
ద
し
た
家
۩

を
ٻ
め
て
い
る
。

多
く
の
地
場
産
業
は
、
製
造
・

加
工
の
み
を
行
う
中
খ
・
ྵ
ࡉ
事

業
ॴ
に
よ
る
地
Ҭ
集
積
を
形
成
し

て
い
る
た
め
、
材
料
の
調
達
ೳ
ྗ

や
販
売
ೳ
ྗ
を
༗
し
て
い
な
い
。

ߐ
ށ
時
代
か
ら
຺
々
と
ड
け
継
が

れ
て
き
た
ྺ
࢙
性
の
あ
る
産
地
、

৬
人
ؾ
質
の
఻
౷
ا
業
の
集
積
地

で
あ
る
ほ
ど
、
௕
ظ
に
わ
た
っ
て

形
成
さ
れ
て
き
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ỻ
ー

ン
全
ମ
の
ߏ
造
վ
造
に
取
り
組
む

の
は
೉
し
い
。
時
代
の
変
化
に
対

Ԡ
す
る
若
い
ྗ
が
必
要
だ
。
΢
ッ

ド
ϫ
ー
ク
ớ
౦
઒
ொ
Ờ
の
Ԭ
ଜ
و

߂
社
௕
は
、
2
代
໨
で
あ
る
が
、

σ
ジ
タ
ル
の
׆
用
に
積
ۃ
的
で
、

໦
工
ॴ
の
イ
メ
ー
ジ
を
෴
し
て
い
る
。

थ
工
房
ớ
౦
઒
ொ
Ờ
の
઒
ล
ത

࢙
社
௕
も
２
代
໨
で
、
ಛ
஫
家
۩

を
作
り
続
け
て
き
た
৬
人
の
ٕ
ज़

を
生
か
し
た
製
品
造
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
家
۩
組
合
や
商
工
会

と
は
異
な
る
組
৫
ମ
「
౦
઒
໦
工

会
」
の
一
һ
と
し
て
、
家
۩
৬
人
・

製
材
会
社
・
σ
ザ
イ
φ
ー
な
ど
と

֞
根
を
௒
え
た
事
業
者
ಉ
࢜
の
ܨ

が
り
に
も
ྗ
を
஫
い
で
い
る
。

。している࢈४のϒランドถ「౦઒ถ」を生جഓ࠿しいݫେなਫ田でਫのྑさを生かした޿

ಛू  ̍ ஍Ҭʹूੵ͞Εͨۀ࢈ɹجௐϨϙʔτ

୤ߏஙʹΑΔ৽ੜʹ͚ͯ޲

๺のॅ·い設ܭ 「ࣾ౦઒γϣールーム」にはςーϒルやιファのలࣔ
を࢝め、஍࡞ݩՈのاըలなどもߦっている。

。͏࢕๪の઒ลത࢙ࣾ௕ʢӈଆʣから޻のํ法をथࠪݕしい品࣭ݫ

૔庫。厚୔෦ࡐの໦「ࣾܭ๺のॅ·い設」େなෑ஍に഑ஔされた޿
ொに͋るླ໦໦ࡐのಓࡐ࢈を品࣭に஫ҙしながら؅ཧしている。

थ޻๪の熟࿅した৬人たͪがࡉ෦に·で͜だわり、͜͜でしか造れ
ないҳ品を生み出している。
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あ
っ
た
。
今
、
T
S
M
C
の
進
出

を
契
機
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

企
業
城
下
町
に
は
大
工
場
（
需

要
搬
入
企
業
）
の
下
請
企
業
と
い

う
在
地
の
小
資
本
は
存
在
し
て
い

る
も
の
の
、
大
工
場
の
生
産
縮
小
・

閉
鎖
と
い
う
変
化
へ
の
対
応
力
を

有
し
て
お
ら
ず
、
一
挙
的
に
衰
退

す
る
傾
向
が
あ
る
。
大
企
業
の
存

在
し
な
い
地
域
の
産
業
集
積
の
未

来
は
、「
コ
ネ
ク
タ
ー
・
ハ
ブ
」
や

「
ア
ン
カ
ー
企
業
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
「
在
地
の
小
資
本
」、

お
よ
び
自
治
体
、
J
A
、
業
界
団

体
の
総
合
的
・
多
面
的
・
グ
ロ
ー

バ
ル
な
革
新
力
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

原
材
料
の
供
給
基
地
と
さ
れ
て

き
た
北
海
道
の
今
後
の
産
業
集
積

の
カ
ギ
は
、
新
し
い
時
代
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
産
業
や
機
能
の
集
積
の

形
成
に
あ
る
。
製
紙
業
と
結
び
つ

い
て
き
た
林
業
は
、
高
層
ビ
ル
の

木
質
化
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
輸
出
増
、
J

│

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
い
っ
た
時
代
の
変

化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

集
積
地
の
衰
退
を
集
積
地
の
再
生
、

あ
る
い
は
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
し
い
集
積
の
形
成
に
つ
な
げ
て

い
け
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

産
地
も
日
本
経
済
も
、
よ
う
や
く

失
わ
れ
た
30
年
と
い
う
長
く
暗
い

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
し
つ
つ
あ
る
。

加
工
食
品
に
関
わ
る
地
場
中
小
企

業
の
集
積
で
あ
る
。

　

今
回
、
旭
川
市
と
東
川
町
の
視

察
を
実
施
し
た
。
東
川
町
は
旭
川

家
具
に
属
す
る
家
具
工
場
の
立
地

が
進
み
、
東
神
楽
町
と
と
も
に
旭

川
家
具
の
産
地
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
東
川
町
の
も
う
一
つ
の

基
盤
産
業
は
、
米
を
中
心
と
し
た

農
業
で
あ
る
。
北
海
道
の
米
は
「
猫

ま
た
ぎ
米
」
や
「
や
っ
か
い
ど
う
米
」

と
呼
ば
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、

食
味
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
ブ
ラ

ン
ド
米
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　

大
雪
山
の
雪
解
け
水
を
活
用
し

た
東
川
町
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
と

「
な
な
つ
ぼ
し
」
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と

な
っ
て
い
る
。「
東
川
米
」
は
、
北

海
道
米
で
は
初
め
て
特
許
庁
の
地

域
団
体
商
標
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

米
で
は
あ
る
が
、
地
場
産
業
に
と
っ

て
肝
と
な
る
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

J
A
ひ
が
し
か
わ
（
東
川
町
農

業
協
同
組
合
）
に
属
す
る
生
産
農

家
戸
数
は
1
8
5
戸
で
、
6
割
が

米
農
家
で
あ
る
。
東
川
町
の
米
の

栽
培
面
積
は
、
約
2
2
0
0
ha
で

あ
り
、
そ
の
田
ん
ぼ
か
ら
は
、
年

間
１
２
０
０
０
ｔ
程
度
の
米
が
収

穫
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
耕
作
放

棄
地
は
存
在
せ
ず
、
水
田
の
面
積

は
２
８
０
０
ha
あ
る
。

　

地
場
産
業
の
持
続
可
能
性
に

と
っ
て
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確

立
と
と
も
に
重
要
な
の
は
、
生
産

性
の
向
上
で
あ
る
。
1
枚
当
た
り

の
水
田
の
面
積
を
30
a

か
ら
２
２

０
a

に
拡
大
す
る
基
盤
整
備
事
業

が
進
行
中
で
あ
り
、
機
械
化
に
よ

る
効
率
化
が
実
現
し
始
め
て
い
る
。

　

日
本
全
体
で
は
、
2
0
2
2
年

の
基
幹
的
農
業
従
事
者
（
稲
作
）

の
な
か
で
70
才
以
上
の
占
め
る
割

合
は
、
59
％
に
達
し
て
い
る
。
機

械
に
よ
る
作
業
が
増
え
、
高
齢
者

で
も
作
業
し
や
す
い
労
働
環
境
に

な
っ
た
た
め
だ
と
説
明
さ
れ
る
が
、

若
手
の
農
業
者
へ
の
移
行
が
こ
の

ま
ま
進
ま
な
け
れ
ば
、
基
幹
的
農

業
従
事
者
（
稲
作
）
は
、
10
年
後

に
は
半
減
す
る
。

　

つ
ま
り
、
家
具
産
業
に
限
ら
ず
、

地
域
産
業
の
持
続
に
は
、
若
手
の

参
入
や
後
継
者
が
不
可
欠
な
の
で

あ
る
。
東
川
町
の
米
作
で
は
、
若

手
農
業
者
へ
の
移
行
が
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
農

業
所
得
の
高
さ
が
あ
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

2
0
2
1
年
度
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
し
た
農
林
水
産
省
の
試
算
で

は
、
米
作
で
年
収
5
0
0
万
円
を

得
る
に
は
約
15
ha
が
必
要
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
20
~
30
ha
で
は
年
収

は
約
7
6
2
万
円
、
三
菱
総
合
研

究
所
の
稲
垣
氏
の
推
計
で
は
約
８

８
０
万
円
と
さ
れ
て
い
る
。
東
川

町
の
米
農
家
は
、
平
均
で
約
20
ha

の
田
ん
ぼ
を
所
有
し
て
い
る
。
地

域
産
業
の
持
続
可
能
性
を
担
保
す

る
の
は
、
高
い
生
産
性
と
所
得
で

あ
る
。

米
関
連
産
業
の
集
積

　

新
潟
県
は
、
全
国
1
位
の
米
ど

こ
ろ（
59
・
2
万
t

:
２
０
２
３
年
）

で
あ
る
。
北
海
道
は
新
潟
県
に
次

ぐ
、
第
2
位
（
54
万
t

）
で
あ
る
。

新
潟
県
に
は
、
米
を
主
な
原
材
料

と
す
る
菓
子
メ
ー
カ
ー
（
卸
売
業

含
む
）
は
、
28
社
あ
り
、
従
業
員

数
が
1
0
0
0
人
を
超
え
る
有
名

な
企
業
と
し
て
は
、「
雪
の
宿
」

を
製
造
し
て
い
る
三
幸
製
菓
、「
亀

田
の
柿
の
種
」、「
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ー

ン
」
を
製
造
し
て
い
る
亀
田
製
菓
、

洋
風
の
菓
子
を
展
開
し
て
い
る
ブ

ル
ボ
ン
な
ど
が
本
社
を
置
い
て
い

る
。
な
お
、
岩
塚
製
菓
（
長
岡
市
）

は
、
限
定
品
で
は
あ
る
が
、
東
川

米
を
使
用
し
た
3
種
の
米
菓
を
製

造
し
て
い
る
。

　

食
品
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
の
サ

タ
ケ
（
本
社
東
広
島
市
）
は
、「
ひ

が
し
か
わ
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

能
性
精
米
工
場
」の
建
設
に
携
わ
っ

た
企
業
で
あ
る
。
東
川
町
農
協
と

サ
タ
ケ
は
、
東
川
町
に
研

究
施
設
を
設
置
し
、
２
０

２
７
年
８
月
ま
で
の
3
年

間
、
精
米
過
程
で
失
わ
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維

を
残
し
つ
つ
、
食
味
の
良

い
精
米
が
可
能
か
を
研
究

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
品

質
保
持
期
間
の
長
期
化
、

東
川
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

海
外
へ
の
輸
出
促
進
に
も

貢
献
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

輸
出
と
多
用
途

　
「
コ
ネ
ク
タ
ー
・
ハ
ブ
」
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
J
A
ひ
が

し
か
わ
で
あ
る
。
国
民
1
人
当
た

り
の
米
消
費
量
は
1
9
6
2
年
の

１
１
８
㎏ 
か
ら
2
0
2
2
年
度
は

51
㎏
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
人

口
減
少
も
加
わ
り
、
米
の
消
費
量
は

年
間
10
万
t

ず
つ
減
少
し
て
い
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
輸
出

（
パ
ッ
ク
ご
飯
を
含
む
）、
酒
米
、

ラ
イ
ス
レ
ジ
ン（
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
テ
ィ

ク
）
用
の
米
栽
培
が
考
え
ら
れ
る
。

J
A
ひ
が
し
か
わ
は
す
で
に
こ
れ

ら
す
べ
て
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
始

し
て
い
る
。
現
在
は
２
軒
の
農
家

で
4
ha
の
田
ん
ぼ
の
み
で
生
産
さ

れ
て
お
り
、
福
島
県
浪
江
町
の
工

場
に
輸
送
さ
れ
原
料
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
東
川
町
や
周
辺

自
治
体
で
の
ラ
イ
ス
レ
ジ
ン
用
の

な
な
つ
ぼ
し
の
栽
培
が
順
調
に
増

加
し
て
い
け
ば
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス

テ
ィ
ク
ス
の
工
場
立
地
の
可
能
性

も
あ
り
う
る
。
食
用
米
と
同
等
の

利
益
は
確
保
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　

米
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
と
も
い
え
る
、

米
に
関
す
る
関
連
支
援
産
業
は
、

あ
ら
れ
や
煎
餅
を
製
造
す
る
食
品

加
工
業
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
ひ
が
し
か
わ
ラ
イ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
よ
う
な
生
産
者
支

援
施
設
、
さ
ら
に
は
精
米
所
メ
ー

カ
ー
と
の
共
同
研
究
、
東
川
産
酒

米
を
原
料
と
し
た
三
千
櫻
酒
造（
東

川
町
に
よ
る
公
設
民
営
方
式
）
の

日
本
酒
醸
造
（
東
川
米
は
原
料
の

約
７
割
）
な
ど
で
あ
る
。
２
０
２

６
年
に
は
日
本
の
米
が
輸
出
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
国
を
含
む
15
カ
国
に
、

1
2
0
0
t

の
東
川
産
米
を
輸
出

す
る
計
画
で
、
東
川
町
で
生
産
さ

れ
る
米
の
10
％
に
当
た
る
。

　

遅
れ
て
米
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
北

海
道
は
、
米
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の

形
成
に
は
い
ま
だ
に
至
っ
て
い
な
い
。

現
在
、
中
国
向
け
指
定
精
米
所
は

全
国
に
3
カ
所
し
か
な
く
、
北
海

道
に
は
1
カ
所
も
な
い
。
燻
蒸
倉

庫
は
全
国
7
カ
所
で
、
北
海
道
に

は
小
樽
の
2
施
設
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。
ぜ
ひ
、
中
国
向
け
の
精
米

所
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
香
港
企
業
に
よ
る
東
川

町
で
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
ジ
ン
の
生

産
は
、
米
と
の
直
接
の
関
係
は
な

い
が
、
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
に
続
く

酒
類
の
醸
造
は
、
横
展
開
に
よ
る

集
積
形
成
と
い
え
よ
う
。

4
変
化
への
対
応
と

　
変
化
の
創
造

　

地
場
産
業
の
特
性
と
し
て
、
地

理
学
者
の
板
倉
勝
高
氏
は
、
資
本

の
出
自
（
在
地
の
小
資
本
）
の
存

在
を
付
加
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

卓
見
で
あ
る
。
問
題
は
在
地
の
小

資
本
の
果
た
す
べ
き
機
能
に
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
伝
統
工
芸
品
の
産
地

に
は
、「
在
地
の
小
資
本
」
は
集

積
し
て
い
る
も
の
の
、
変
化
へ
の

対
応
と
変
化
の
創
造
の
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
。
地
場
産
業
研
究

の
碩
学
で
あ
る
関
満
博
氏
は
、「
従

来
の
枠
組
み
の
中
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
ま
ま
苦
し
ん
で
」
お
り
、「
古

い
殻
を
脱
ぎ
捨
て
た
新
し
い
地
場

産
業
が
形
成
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
（
関
・

佐
藤
編
の
ま
え
が
き
）。

　

九
州
の
半
導
体
ク
ラ
ス
タ
ー
の

進
化
は
、
円
高
、
日
本
の
半
導
体

企
業
の
合
併
と
衰
退
、
日
本
の
半

導
体
生
産
額
の
減
少
と
い
う
最
悪

の
環
境
下
に
お
け
る
、
在
地
の
部

材
・
部
品
・
装
置
メ
ー
カ
ー
の
あ

く
な
き
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
過
程
で
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自
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
ウ
ッ

ド
ワ
ー
ク
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
価

値
を
感
じ
な
い
と
、
良
い
人
材
も

来
て
く
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
す
。

木
の
節ふ
し

や
白し
ら

太た

を
生
か
し

オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
を
販
売

─
─ 

自
社
が
持
つ
強
み
に
つ
い
て

ど
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

節
の
あ
る
材
や
白
太
な
ど
製
造

工
程
で
出
る
端
材
を
使
う
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
家
具
の
開
発
や
製
造
、
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
販
売

価
格
を
抑
え
た
上
で
、
機
能
と
デ

ザ
イ
ン
性
を
兼
ね
た
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

僕
ら
は
節
も
木
の
個
性
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
高
級
な
特
注
品
で

は
Ｎ
Ｇ
の
場
合
が
多
い
で
す
。
最

近
よ
う
や
く
自
社
製
品
で
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
主

力
は
、
A
V
（
テ
レ
ビ
）
ボ
ー
ド

と
テ
ー
ブ
ル
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

端
材
を
生
か
し
た
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ボ
ー
ド
や
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ク
ラ
フ
ト
製
品
も
手
掛
け

て
い
ま
す
。
弊
社
の
規
模
で
、
大

き
な
家
具
か
ら
ク
ラ
フ
ト
製
品
ま

で
の
製
造
の
種
類
を
扱
う
の
は
珍

し
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
具
の
製
造
は
、

ス
ポ
ー
ツ
で
い
え
ば

十
種
競
技
に
似
て
い

ま
す
。
ひ
と
つ
の
こ

と
を
極
め
る
の
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

家
具
の
種
類
を
高
い

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
こ

な
し
、
ト
ー
タ
ル
の

仕
上
が
り
を
極
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

家
具
職
人
に
は
物
づ

く
り
以
外
に
も
設
計
、

デ
ザ
イ
ン
、
販
売
も

含
め
柔
軟
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う
、

と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま

　

株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
は
、

現
社
長
の
父
親
が
中
心
に
な
っ
て

創
業
し
た
オ
ー
ダ
ー
家
具
製
造
会

社
に
始
ま
る
。
２
０
１
５
年
に
初

代
で
あ
る
父
親
か
ら
社
業
を
引
き

継
い
で
か
ら
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
家

具
の
開
発
・
製
造
も
手
掛
け
る
な

ど
、
新
た
な
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
す

２
代
目
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

旭
川
家
具
の
約
３
割
占
め
る

東
川
メ
イ
ド
の
旭
川
家
具

─
─ 

旭
川
家
具
は
東
川
で
も
作
ら

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

も
と
も
と
東
川
町
の
農
家
は
、
冬

季
の
仕
事
と
し
て
家
具
製
造
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１

９
５
４
年
の
洞
爺
丸
台
風
で
、
町

内
に
大
量
の
倒
木
が
発
生
し
た
こ

と
で
、
一
気
に
家
具
づ
く
り
が
広

が
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
家
具

す
。
そ
う
し
た
個
々
の
力
が
社
の

強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

東
川
ブ
ラ
ン
ド
の
効
果
と

人
材
育
成
へ
の
危
機
感

─
─ 

東
川
町
で
家
具
を
作
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
？

　

以
前
は
少
な
か
っ
た
地
元
の
従

業
員
で
す
が
、
近
年
は
半
数
近
く

に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
結
婚
し
て

旭
川
か
ら
東
川
に
移
住
し
た
人
や
、

札
幌
や
大
阪
か
ら
移
住
し
た
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
う
し
た
移

住
者
の
増
加
は
、
東
川
町
の
イ
メ
ー

ジ
が
「
東
川
ス
タ
イ
ル
」
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
公

共
施
設
に
、
東
川
メ
イ
ド
の
家
具

が
数
多
く
置
か
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
日
常
的
に
触
れ
て
い
ま
す
。
そ

製
造
業
が
東
川
町
最
大
の
産
業
と

な
り
、
町
内
に
30
社
ほ
ど
あ
る
家

具
メ
ー
カ
ー
が
作
る
東
川
メ
イ
ド

の
家
具
は
、
旭
川
家
具
の
約
３
割

を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
代
交
代
に
不
可
欠
だ
っ
た

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

─
─ 

創
業
の
経
緯
と
事
業
の
概
要

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
も
そ
も
は
、
初
代
社
長
で
父

親
の
岡
村
定
男
が
１
９
９
５
年
、

職
人
仲
間
と
始
め
た
会
社
で
す
。

家
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、
木
で
製
作

で
き
る
も
の
に
は
な
ん
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＝
木
製
品
、

木
工
細
工
」
と
い
う
社
名
に
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
の
ち
に
東
川

町
で
新
工
場
を
建
て
設
立
、
２
０

１
５
年
に
私
が
２
代
目
と
し
て
経

営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
経
営
の

基
盤
は
創
業
以
来
、
オ
ー
ダ
ー
家

う
し
た
文
化
や
芸
術
に
親
し
め
る

生
活
の
中
で
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
豊
か
な
食
と
水
、
そ
し
て
家

具
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
町
の
イ

メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

─
─ 

長
く
使
え
る
家
具
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い

う
お
考
え
で
す
ね
。

　

質
の
高
い
木
製
品
に
こ
だ
わ
る

理
由
は
、
手
入
れ
さ
え
す
れ
ば
長

く
使
え
る
か
ら
で
す
。
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
し
て
育
っ
た
木
材
に
は
、

家
具
に
二
酸
化
炭
素
が
固
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
僕
た
ち
の
家
具
は
70
、

80
年
は
使
っ
て
も
ら
お
う
と
作
っ

て
い
ま
す
。
２
、
３
世
代
先
ま
で

同
じ
家
具
を
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
環
境
に
負
荷
を
か
け
ま

せ
ん
。
木
の
中
に
吸
着
さ
れ
た
状

態
で
数
十
年
保
た
れ
ま
す
。
最
後

に
燃
や
す
と
二
酸
化
炭
素
が
排
出

さ
れ
ま
す
が
、
安
価
な
家
具
を
買
い
、

壊
れ
た
ら
燃
や
す
と
い
う
短
い
サ

イ
ク
ル
に
比
べ
て
、
僕
ら
の
家
具

づ
く
り
は
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て

い
ま
す
。

─
─ 

将
来
的
に
事
業
を
継
続
す
る

た
め
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

や
は
り
人
材
不
足
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
業
界
全

体
が
抱
え
る
課
題
で
す
。
例
え
ば
、

具
の
受
注
製
造
で
、
公
共
施
設
や

ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
の
特
注
家

具
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ

と
つ
異
な
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
家

具
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
職
人
の

挑
戦
す
る
気
持
ち
と
技
術
を
磨
き

続
け
る
と
い
う
想
い
が
原
点
な
の

で
、
社
員
全
員
の
名
刺
に
は
家
具

職
人
の
肩
書
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
既
存
ブ
ラ
ン
ド
の
依

頼
で
、
家
具
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ（
委
託
製
造
）

も
多
数
手
掛
け
て
い
ま
す
。

─
─ 

事
業
を
受
け
継
が
れ
た
際
に

重
視
さ
れ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

先
代
か
ら
経
営
を
引
き
継
い
だ

頃
、
一
番
の
課
題
は
職
人
の
世
代

交
代
で
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
30
年
、

40
年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
が
退
職
し

て
い
く
時
に
備
え
て
、
新
し
い
人

材
に
入
っ
て
も
ら
わ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
。
そ
こ
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

家
具
を
作
っ
て
旭
川
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
で
展
示
し
た
り
、
自
社
に

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
た
り
と
、
独

旭
川
家
具
の
供
給
地
と
な
っ
た
東
川
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
製
造
に
挑
戦

株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク

特
集
1  

地
域
に
集
積
さ
れ
た
産
業

株式会社ウッドワーク
代表取締役／家具職人

岡村 貴弘

株式会社ウッドワーク
●１９９５年事業開始
北海道上川郡東川町に本社と工場を置く、
家具製造会社。オーダー家具とオリジナル
家具の製造を柱に、クラフト製品も手掛ける。
工場内にはショールームも併設。

工場内でクラフト製品の椅子を持つ岡村社長。ウレタン塗装を除き、外注せずに自社ですべての製造を行う。
工場では部材の加工後、研磨して塗装へ。さらに金具や照明を取り付け、検品、梱包、出荷となる。

事例紹介

01

旭
川
に
木
工
科
を
備
え
た
高
等
技

術
専
門
学
院
が
あ
り
、
以
前
は
卒

業
生
が
入
社
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
は
少
子
化
な
ど
の

問
題
も
含
め
、
若
い
人
材
が
集
ま

り
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
売

る
方
に
い
く
ら
力
を
入
れ
て
も
、

人
材
が
不
足
す
れ
ば
事
業
は
継
続

で
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
も
の
づ
く

り
の
底
力
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す

し
、
海
外
も
含
め
て
今
後
も
需
要

が
見
込
め
る
は
ず
で
す
。
旭
川
や

東
川
の
木
工
職
人
も
弟
子
の
い
な

い
方
が
多
く
、
あ
と
10
年
も
し
な

い
う
ち
に
技
術
が
失
わ
れ
て
い
く

の
で
は
と
焦
り
を
感
じ
ま
す
。
技

術
の
伝
承
は
、
一
度
途
絶
え
る
と

復
活
が
難
し
い
の
で
、
物
づ
く
り

大
国
日
本
の
問
題
と
し
て
危
機
的

状
況
に
陥
る
前
に
、
職
人
を
育
て

る
仕
組
み
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

工場内にあるショールーム。観光客もしばしば立ち寄るそうで、「木育」を
目的とするお箸づくりのワークショップなどもここで行っている。

オリジナル家具の中で最も人気の高い
「SORIDOME dining table」。
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で
分
ੳ
さ
れ
、
ެ
立
は
こ
だ
て
未

来
大
学
や
地
元
ا
業
と
࿈
ܞ
し
、

高
品
質
の
日
本
ञ
を
安
定
的
に
生

産
す
る
ମ
制
や
ٕ
ज़
を
໛
ࡧ
し
て

い
る
こ
と
も
஫
໨
さ
れ
る
。

ଂ
内
施
設
で
ಛ
ه
さ
れ
る
の
は
、

খ
規
໛
ଂ
で
は
௨
常
อ
༗
し
な
い

ਫ਼
ถ
ػ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
高
ਫ਼
ന
の
自
家
ਫ਼
ถ
が
Մ
ೳ

と
な
っ
て
い
る
。
ञ
商
品
は
大
き

く
、
ᶃ
ಛ
別
७
ถ
ञ
ớ
ਫ਼
ถ
า
合

��
％
な
ど
Ờ、
ᶄ
७
ถ
ۛ
ৢ
ञ
ớ
ಉ

��
％
Ờ、
ᶅ
७
ถ
大
ۛ
ৢ
ञ
ớ
ಉ

2�
％
Ờ
の
３
種
が
あ
り
、
全
て
が

ৢ
造
ア
ル
ί
ー
ル
や
౶
類
を
い
っ

さ
い
ఴ
加
し
な
い
७
ถ
ञ
で
あ
る
。

無
೦
さ
か
ら
一
೦
ൃ
起
し
て
、
ク

ラ
΢
ド
フ
Ỹ
ン
σ
ィ
ン
グ
資
金
も

׆
用
し
、
２
０
２
０
年
12
݄
に
設

立
し
た
。
ݐ
物
内
の
น
や
চ
も
板

ு
り
が
多
く
使
わ
れ
ớ
ࣸ
ਅ
３
Ờ、

ಉ
社
取
క
໾
の
෌
ݪ
߶
ࢯ
の
໊
ࢗ

も
໦
໨
調
σ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
໦
々

や
北
海
道
の
๛
か
な
自
然
を
ଚ
重

す
る
ಉ
社
の
࢟
੎
が
Ӑ
え
る
。

ञ
໊
は
、
ڷ
౔
の
ๅ
の
意
と
し

て
の
「
ڷ
ๅ
ớ
ご
っ
ほ
う
Ờ」。
ञ

ラ
ϕ
ル
を
み
る
と
、
直
ઢ
を
組
み

合
わ
せ
た
多
֯
形
に
ޫ
୔
の
あ
る

鮮
や
か
な
੺
・
྘
・
੨
・
ࢵ
色
を

配
し
た
シ
ャ
ー
プ
な
σ
ザ
イ
ン
で
、

日
本
ञ
ラ
ϕ
ル
と
し
て
は
࢐
新
で

あ
る
ớ
ࣸ
ਅ
̐
Ờ。
ై
ࢯ
は
、
地

元
の
വ
ؗ
ラ
・
サ
ー
ル
高
出
਎
、

増
ໟ
ொ
の
国
ك
ञ
造
で
も
ై
ࢯ
を

຿
め
た
౦
୩
ߒ
थ
ࢯ
。
本
ଂ
で
は
、

10
݄
～
６
݄
に
か
け
て
の
ࡾ
ق
造

り
で
お
ञ
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
。

ݪ
料
ถ
は
、
北
海
道
の
ਫ
ా
ൃ

঵
地
で
ถ
ど
こ
ろ
の
地
元
・
ࣣ
൧

ொ
の
農
家
３
ݢ
が
࠿
ഓ
す
る
上
ه

ञ
造
好
ద
ถ
「
ۛ
෩
」「
ክ
੕
」「
き

た
し
ず
く
」、
仕
込
ਫ
は
ଂ
の
北

౦
に
ᡍ㆝

ㆳ

え
る
ԣ
௡
ַ
の
෬
流
ਫ
で
、

ਫ
質
は
中
ߗ
ਫ
で
あ
る
。
地
元
ݪ

料
１
０
０
％
で
造
る
本
ଂ
の
໨
ࢦ

す
ञ
質
は
、
海
の
޾
を
引
き
立
て

る
「
୶
ྷ
ㅡࢫ

ㅡޱ

」
と
さ
れ
る
。
ৢ

造
過
程
の
ඍ
ࡉ
な
σ
ー
タ
は
̖
̞

日
本
ञ
は
、
需
要
お
よ
ͼ
生
産

ྔ
が
઴
ݮ
し
て
お
り
、
需
給
ۉ
ߧ

の
た
め
、
新
規
の
製
造
໔
ڐ
が
ݪ

ଇ
と
し
て
ೝ
Մ
さ
れ
ず
、
道
外
の

౎
෎
ݝ
で
は
日
本
ञ
ଂ
元
਺
が
ݮ

গ
し
続
け
て
い
る
。
一
方
、
北
海

道
で
は
、
ᶃ
「
上
઒
大
ઇ
ञ
造
」

の
྘
ٰ
ଂ
ớ
２
０
１
̓
年
、
上
઒

ொ
Ờ、
ป
Ӣ
ଂ
ớ
２
０
２
０
年
、

ଳ
広
ࢢ
Ờ、「
ޒ
ྏ
೫
ଂ
」ớ
２
０

２
１
年
、
വ
ؗ
ࢢ
Ờ、
ᶄ
「
ࡾ
ઍ

ᓎ
ञ
造
」ớ
２
０
２
０
年
、
౦
઒
ொ
Ờ、

ᶅ
「
ശ
ؗ
ৢ
ଂ
」ớ
２
０
２
０
年
、

ࣣ
൧
ொ
Ờ
と
、
ۙ
年
日
本
ञ
ଂ
の

新
設
が
相
次
ぎ
、
業
界
か
ら
஫
໨

さ
れ
て
い
る
。
新
規
໔
ڐ
が
ൃ
行

さ
れ
な
い
な
か
で
製
造
໔
ڐ
を
ಘ

る
た
め
に
は
、
製
造
໔
ڐ
を
持
つ

ଂ
元
の
ങ
収
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

実
ࡍ
、
ᶃ
は
ࡾ
重
ݝ
の
休
຾
ଂ
の

製
造
໔
ڐ
Ҡ
స
、
ᶄ
は
ذ
ෞ
ݝ
の

ଂ
元
が
会
社
ご
と
Ҡ
స
、
ᶅ
は
Ԭ

ࢁ
ݝ
の
ഇ
業
ଂ
の
製
造
໔
ڐ
Ҡ
స

を
׆
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
北
海
道
で
日
本
ञ
製
造

ଂ
が
増
え
て
い
る
എ
ܠ
に
は
、
ݪ

料
に
な
る
ྑ
質
な
ಠ
自
ञ
造
好
ద

ถ
の
ҭ
成
に
加
え
、
௿
い
ؾ
Թớ
日

本
ञ
造
り
は
「
פ
造
り
」
と
ݴ
わ

れ
る
よ
う
に
௿
Թ
が
望
ま
し
い
Ờ、

ྑ
質
で
๛
෋
な
ਫ
、
ઇ
の
存
ớࡏ
ۭ

ؾ
中
の
ࡉ
菌
を
ݮ
গ
さ
せ
、
外
ؾ

を
ਗ਼
੅
に
す
る
Ờ、
྿
価
で
広
い

౔
地
を
֬
อ
す
る
容
қ
さ
な
ど
、

日
本
ञ
造
り
の
ద
地
と
し
て
、
北

海
道
の
ධ
価
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
北
海
道

ಠ
自
の
ञ
造
好
ద
ถ
に
は
、「
初

࣢
」ớ
ҭ
成
年
１
９
９
６
年
Ờ、「
ۛ

෩
」ớ
ಉ
１
９
９
̔
年
Ờ、「
ክ
੕
」

ớ
ಉ
２
０
０
６
年
Ờ、「
き
た
し
ず
く
」

ớ
ಉ
２
０
１
３
年
Ờ
が
あ
り
、
新

ׁ
の
ଂ
元
が
好
ん
で
使
用
す
る
な

ど
、
こ
れ
ら
ถ
品
種
は
高
ධ
を
ಘ

て
お
り
、
道
産
ถ
が
か
つ
て
「
ೣ

ލ
ぎ
」
と
ま
で
ѱ
ධ
さ
れ
た
時
代

と
は
ִ
世
の
感
が
あ
る
。

ʢ�ʣ
ശ
ؗ
ৢ
ଂ
有
限
会
社
ớ
ࣣ
൧
ொ
Ờ

വ
ؗ
と
そ
の
प
ล
は
、
໌
࣏
20

年
代
に
は
20
ݢ
༨
の
ञ
造
家
が
存

ࡏ
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
時
代

の
変
化
と
と
も
に
ഇ
業
・
ఫ
ୀ
し

て
い
き
、
１
９
６
０
年
代
に
は
ゼ

ロ
ݢ
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

北
海
道
で
1�
番
໨
の
ଂ
元
と
し
て

૑
業
し
た
の
が
、
ശ
ؗ
ৢ
ଂ
༗
ݶ

会
社
で
あ
る
。

̟
̧
大
中
ࢁ
駅
に
ྡ
઀
し
、
大

き
な
ശ
形
ݐ
物
と
ย
流
れ
԰
根
、

全
面
板
ு
り
の
外
؍
が
ಛ
௃
的
で

あ
る
ớ
ࣸ
ਅ
２
Ờ。
ಉ
社
は
、
す

ぐ
ۙ
く
に
立
地
す
る
ञ
খ
売
店

「
෌
ݪ
商
店
」
を
Ӧ
む
෌
ݪ
અ
ࢠ

ࢯ
が
、
؍
ޫ
٬
も
多
い
美
食
の
വ

ؗ
地
۠
に
地
ञ
が
な
い
ऐ
し
さ
や

�
͸
͡
Ί
ʹ

北
海
道
の
ҿ
৯
จ
化
΁
の
ࢹ
࠲

北
海
道
の
ञ
や
ҿ
食
จ
化
に
ؔ

し
て
、
私
の
も
っ
て
い
る
ೝ
識
や

໰
୊
意
識
は
以
Լ
の
ࡾ
点
に
集
໿

で
き
る
ớ
ࣉ
୩
、
２
０
２
̐
Ờ。
ୈ

一
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
ञ
類
ớ
日

本
ञ
、
ビ
ー
ル
、
ϫ
イ
ン
、
΢
ィ

ス
キ
ー
な
ど
Ờ
の
ओ
た
る
ྺ
࢙
が

本
物
ͮ
く
り
と
は
程
ԕ
い
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
、
北
海
道
の
ञ
ͮ

く
り
は
先
ۦ
的
か
つ
本
物
ͮ
く
り

を
ࢤ
޲
し
て
お
り
、
北
海
道
の
ञ

類
は
自
ຫ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

ୈ
ೋ
は
今
世
ل
と
り
わ
け
２
０
１

０
年
以
߱
、
わ
が
国
に
お
け
る
ञ

類
ớ
ಛ
に
ϫ
イ
ン
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
、
ジ
ン
、
΢
ィ
ス
キ
ー
Ờ
製
造

の
新
規
ࢀ
入
が
໨
立
ち
、
開
業

ϒ
ー
Ϝ
が
お
き
て
い
る
な
か
で
、

北
海
道
の
ञ
類
製
造
事
業
ॴ
の
ٸ

増
傾
޲
は
よ
り
ࡍ
立
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ୈ
ࡾ
は
、
上
ه
動
޲

を
౿
ま
え
、
北
海
道
は
今
後
さ
ら

に
、
ञ
類
を
中
֩
と
す
る
ҿ
食
จ

化
を
地
Ҭ
資
ݯ
と
し
て
׆
用
・
ൃ

展
さ
せ
て
、
産
業
ৼ
ڵ
・
地
Ҭ
ৼ

ڵ
に
ܨ
げ
る
΂
き
こ
と
で
あ
る
。

�
೔
ຊ
ञ
ଂ

ʢ�ʣ
ञ
ଂ
の
৽
ઃ
が
૬
次
͙
ۙ
گ
と

ͦ
の
എ
ܠ

特
集
�  

地
域
ʹ
ࠜ
ࠩ
͠
ͨ
ञ
଄
ۀ
ỏ৯
඼
加
工
ۀ

ج
ௐ
Ϩ
ϙ
ー
τ

஍
Ҭ
に
ࠜ
ࠩ
͠
た
ҿ
৯
จ
Խ
に
ͭ
い
て

ᴹ
വ
ؗ
஍
۠
の
ञ
଄
ۀ
ɾ
৯
඼
Ճ
޻
ۀ
か
ら
の
ߟ
࡯
ᴹ

てΒや・Γΐう͡ ／東北大学ཧ学
研究Պത࢜後ظ՝ఔमྃ。ཧ学
ത࢜。専門͸地ཧ学Ͱ、北ւಓや
東・ೆ ෦アϑリΧ౎ࢢ、ੈ քのञと
੝Γ৔、·ͪ ͮ͘ Γの研究。ञؔ܎
の活ಈや৘ใをGBDFCPPLͰも
ൃ৴している。

྄࢘ ୩ࣉ
Ѫඤେֶ ໊༪ڭत

ಛू�  ஍Ҭʹࠜࠩͨ͠ञ଄ۀɺ৯඼Ճۀ޻ɹجௐϨϙʔτ

஍Ҭʹࠜࠩͨ͠ҿ৯จԽʹ͍ͭͯ

വ
ؗ
஍
۠
で
は
ۙ
೥
、ञ
ྨ
੡
଄
事
業
ॴ
の
৽
ن
ࢀ
ೖ
や
ͦ
の
औ
り
૊
Έ

が
஫
໨
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、஍
Ҭ
で
௕
೥
ଓ
く
৯
඼
Ճ
޻
事
業
ऀ
΋
ଟ
く

あ
り
؍、
ޫ
஍
と
し
て
の
ਓ
ؾ
と
૬
ま
ỳ
て
、北
海
道
の
ҿ
৯
จ
化
の
৽
た

ͳ
ൃ
ల
が
期
待
で
͖
る
。ͦ
こ
で
஍
Ҭ
の
ಛ
৭
、事
業
化
の
എ
ܠ
、՝
୊
や

期
待
ͳ
Ͳ
に
つ
い
て
、വ
ؗ
ٴ
ͼ
ͦ
の
प
ล
を
ࢹ
࡯
し
た
ࣉ
୩
྄
࢘
໊
༪

教
त
に
͝
د
ߘ
௖
い
た
。

ࣸਅ1ɹ��0��年の࡯ࢹ時にࡱӨしたド・ϞンςΟーϢˍ๺ւಓʢവؗࢢʣのϒド΢ാ。Ԟにはവؗ֗ࢢ、വؗ
がる。�0��年1�݄にはവؗでऩ֭したͿど͏޿がࢁ でৢ造されたワインがϦϦーεされた。

ࣸਅ�ɹ�ಓೆのਿが使われたԹもりとଘײࡏの
͋るञଂで৽たなಓ࢈の೔ຊञ造りに
औり૊Μでいる。

ࣸਅ�ɹ�ञଂにซ設する௚売ళではશ商品の
飲がでࢼ る͖のもخしい。

ࣸਅ�ɹ�ञ造りはもͪΖΜラϕル΁も͜ だわりや
૝いをࠐめたとい͏主ྗ商品「ڷๅ」の
ラインΞοプ。

�

�

�

1
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ૣ
଎
試
ҿ
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
こ

の
ॱ
に
ञ
質
は
よ
り
一
૚
、
ਫ
の

ご
と
く
ܰ
く
な
り
、
ᶃ
は
ࢎ
味
や

キ
レ
味
、
ᶄ
は
؁
味
が
গ
し
感
じ

ら
れ
る
。
ถ
品
種
別
に
み
た
ञ
味

の
ҹ
৅
は
、「
ۛ
෩
」
が
ೱ
ް
で

ਏ
ޱ
、「
ክ
੕
」
が
ܰ
շ
だ
が
フ

ル
ー
ς
ィ
ー
、「
き
た
し
ず
く
」
は

両
者
の
中
間
く
ら
い
で
あ
ろ
うớ
ࣸ

ਅ
̑
Ờ。

ۙ
年
に
お
け
る
道
産
日
本
ञ
の

人
ؾ
や
高
ධ
価
の
ओ
Ҽ
と
し
て
、

ै
来
の
「
୶
ྷ
ਏ
ޱ
」
ञ
か
ら
ࢫ

み
・
味
・
ݸ
性
の
あ
る
「
୶
ྷ
ࢫ

ޱ
」
へ
の
ञ
質
の
変
化
や
޲
上
が

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

ン
ς
ィ
ー
Ϣ
ˍ
北
海
道
ớ
വ
ؗ
ࢢ
、

２
０
２
３
年
Ờ、UPSPDDP�XJOFSZ

ớ
北
ే
ࢢ
、
ಉ
２
０
２
̐
年
Ờ
の

̑
場
が
立
地
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
最
も
஫
໨
さ
れ
る

の
は
、
や
は
り
日
本
初
の
フ
ラ
ン

ス
の
ϫ
イ
φ
リ
ー
の
進
出
と
な
っ

た
ド
・
モ
ン
ς
ィ
ー
Ϣ
ˍ
北
海
道

で
あ
ろ
う
。
ド
メ
ー
ψ
・
ド
・
モ

ン
ς
ィ
ー
Ϣ
社
と
い
え
ば
、
日
本

人
が
最
も
好
む
優
խ
な
ϒ
ル
ΰ
ー

ニ
ỿ
ϫ
イ
ン
の
中
֩
産
地
で
あ
る

ί
ー
ト
・
ド
・
Ϙ
ー
ψ
地
۠
ϰ
Ỽ

ル
ネ
イ
ଜ
に
本
ڌ
を
ஔ
く
、
世
界

的
に
ஶ
໊
で
ධ
価
の
高
い
家
଒
経

Ӧ
の
ϫ
イ
φ
リ
ー
で
あ
る
。
２
０

１
６
年
に
ಉ
社
に
よ
っ
て
、
ϒ
ル

ΰ
ー
ニ
ỿ
の
ϐ
ϊ
・
ϊ
ϫ
ー
ル
種

と
シ
ャ
ル
ド
ネ
種
の
ϒ
ド
΢
࠿
ഓ

ద
地
୳
し
が
始
ま
り
、
北
海
道
か

ら
௕
໺
ݝ
ま
で
の
12
ީ
補
地
、
道

内
̑
ީ
補
地
の
な
か
か
ら
、
最
終

的
に
വ
ؗ
ࢢ
٥
伷
地
۠
が
બ
ば
れ

た
。
２
０
１
９
年
に
2��
IB
の
౔
地

を
取
ಘ
し
、
ϒ
ド
΢
২
थ
ࡇ
を
開

き
、
ϫ
イ
φ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト

が
始
動
。
そ
の
後
も
౔
地
取
ಘ
を

続
け
、
２
０
２
３
年
９
݄
に
ϫ
イ

φ
リ
ー
の
ݐ
物
が
ॡ
工
、
ಉ
年
10

݄
に
製
造
໔
ڐ
を
取
ಘ
し
て
ϫ
イ

ン
ৢ
造
を
開
始
し
、
ϫ
イ
φ
リ
ー

が
開
設
さ
れ
た
。

വ
ؗ
ࢢ
֗
か
ら
ं
で
ϫ
イ
φ
リ
ー

を
໨
ࢦ
し
、
٥
伷
地
۠
の
ٰ
ྕ
を

ొ
っ
て
い
く
と
、
ϒ
ド
΢
ാ
と
ϫ

イ
φ
リ
ー
が
見
え
て
く
る
。
２
֊

ݐ
て
の
ԣ
௕
ݐ
物
の
外
؍
は
、
஡

色
を
基
調
と
す
る
໦
材
を
׆
か
し

た
σ
ザ
イ
ン
で
、
２
֊
に
は
ς
ラ

ス
が
あ
り
大
き
な
૭
が
続
い
て
い
る
。

２
֊
の
レ
ス
ト
ラ
ン
༧
定
フ
ロ

ア
か
ら
は
、
手
લ
に
֦
が
る
ϒ
ド

΢
ാ
、
そ
し
て
വ
ؗ
ࢢ
֗
、
വ
ؗ

࿷
、
ࢁ
௖
が
な
だ
ら
か
な
വ
ؗ
ࢁ
、

௡
ܰ
海
ڦ
、
Լ
北
൒
ౡ
な
ど
が
ԕ

く
に
見
Լ
ろ
せ
る
ビ
ỿ
ー
ϙ
イ
ン

ト
「
ཪㅡ

໷
ܠ
ớ
വ
ؗ
ࢁ
か
ら
の
දㅡ

໷
ܠ
に
対
す
る
Ờ」
ܠ
؍
を
見
る

こ
と
が
で
き
るớ
ࣸ
ਅ
11
、
12
、
1�
Ờ。

私
も
、
そ
の
ઈ
ܠ
を
見
た
ॠ
間
、

何
度
も
௨
っ
た
ೆ
ア
フ
リ
カ
の
ϫ

ʢ�ʣ
വ
ؗ
ޒ
ྏ
೫
ଂ
ג
ࣜ
会
社

ớ
വ
ؗ
ࢢ
、
چ
上
઒
大
ઇ
ञ
଄

ג
ࣜ
会
社
ޒ
ྏ
೫
ଂ
Ờ

次
に
、
北
海
道
で
1�
番
໨
の
ଂ

元
と
な
っ
た
വ
ؗ
ޒ
ྏ
೫
ଂ
ג
式

会
社
に
޲
か
っ
た
。

വ
ؗ
ޒ
ྏ
೫
ଂ
は
、
വ
ؗ
ۭ
ߓ

に
ほ
ど
ۙ
い
വ
ؗ
ࢢ
ُ
ඌ
ொ
の
چ

ُ
ඌ
খ
中
学
ߍ
੻
地
に
２
０
２
１

年
に
新
設
さ
れ
た
。
新
ଂ
は
、
ԣ

௕
に
֦
が
る
２
֊
ݐ
て
・
ࠇ
色
น

の
ݐ
物
で
、
学
ߍ
入
ޱ
の
ੴ
造
ߍ

ப
や
ೋ
ٶ
金
次
࿠
૾
、
大
き
な
দ

の
໦
が
残
る
چ
グ
ラ
΢
ン
ド
എ
後

の
ߍ
舎
੻
地
に
ݐ
っ
て
い
る
ớ
ࣸ

ਅ
６
Ờ。
設
立
当
初
は
、
上
઒
大
ઇ

ञ
造
の
３
番
໨
の
ଂ
「
上
઒
大
ઇ

ञ
造
ޒ
ྏ
೫
ଂ
」
と
し
て
製
造
を

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
製
造
ञ
の

全
ྔ
を
「
ޒ
ྏ
」
と
し
て
വ
ؗ
ޒ

ྏ
೫
ଂ
が
販
売
す
る
と
い
う
、
２

社
で
一
つ
の
ଂ
の
形
態
で
ス
タ
ー
ト
。

２
０
２
̐
年
10
݄
１
日
に
、
ࢁ
ೋ

わ
た
な
΂
の
製
造
໔
ڐ
を
വ
ؗ
ޒ

ྏ
೫
ଂ
が
取
ಘ
し
て
വ
ؗ
ޒ
ྏ
೫

ଂ
が
製
造
販
売
を
自
社
で
行
う
形

に
な
っ
た
。

ञ
໊
の
「
ޒ
ྏ
」
は
、
北
海
道

ڞ
࿨
国
の
थ
立
を
ເ
見
た
ນ
ਉ
の

ډ
৓
「
ޒ
ྏ
ֲ
」
お
よ
ͼ
໌
࣏
時

代
に
人
ؾ
を
ത
し
た
വ
ؗ
の
地
ञ

「
ޒ
ྏ
正
फ
」
か
ら
の
໋
໊
で
あ
り
、

先
人
の
ເ
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
の

ڧ
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ञ
ラ
ϕ
ル
は
、
ന
・
ࠇ
・
੺
・
փ

色
の
地
に
「
ޒ
ྏ
」
の
大
き
な
ච

จ
ࣈ
が
ඳ
か
れ
、
日
本
ञ
ラ
ϕ
ル

と
し
て
は
མ
ち
ண
き
が
感
じ
ら
れ

る
オ
ー
ι
ド
ッ
ク
ス
な
日
本
ञ
ら

し
い
ラ
ϕ
ル
と
な
っ
て
い
る
ớ
ࣸ

ਅ
̓
Ờ。
本
ଂ
で
は
、
９
݄
～
６

݄
に
か
け
て
の
ࡾ
ق
造
り
で
、
年

間
３
̑
０
ੴ
ớ
໿
６
ສ
３
ઍ
リ
ッ

ト
ル
Ờの
お
ञ
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
。

ݪ
料
ถ
は
、
地
元
・
ُ
ඌ
地
۠

な
ど
の
ܖ
໿
農
家
が
࠿
ഓ
す
る

「
ۛ
෩
」「
ክ
੕
」「
き
た
し
ず
く
」
で
、

仕
込
ਫ
は
、
ଂ
か
ら
１
本
北
ଆ
の

୩
ے
・
দ
૔
઒
ਫ
ܥ
の
上
ਫ
道
ਫ

を
使
用
し
、
ਫ
質
は
௒
ೈ
ਫ
で
あ

る
。
な
お
、
ଂ
付
ۙ
の
Ҫ
ށ
は
イ

オ
΢
分
を
含
む
Թ
ઘ
ਫ
で
ञ
造
に

は
ෆ
ద
と
の
こ
と
。

ञ
造
の
੹
೚
者
で
あ
る
৿
ࢳ
ై

ࢯ
は
、
੩
Ԭ
ݝ
や
෱
Ҫ
ݝ
、
道
内

の
খ
ྛ
ञ
造
ớ
܀
ࢁ
ொ
Ờ
や
日
本

ਗ਼
ञ
ớ
ࡳ
ຈ
ࢢ
Ờ
な
ど
の
ଂ
で
修

行
し
、
本
ଂ
の
初
代
ై
ࢯ
に
就
೚

さ
れ
た
。
৿
ࢳ
ై
ࢯ
に
໨
ࢦ
す
ञ

質
を
ਘ
ね
る
と
、「
オ
ー
ι
ド
ッ

ク
ス
で
Ԧ
道
な
ञ
味
、
མ
ち
ண
い

た
ී
௨
に
ҿㅡ

まㅡ

さㅡ

るㅡ

ớ
ҿ
め
る
Ờ
ञ
、

߳
り
の
高
く
な
い
や
や
؁
ޱ
の
ञ
」

と
、
意
外
に
も
຅
ݸ
性
的
で
ݠ
ڏ

な
ञ
質
ද
ݱ
を
さ
れ
た
。
さ
ら
に

ถ
品
種
別
の
ञ
造
ಛ
性
に
つ
い
て

�
ੈ
ք
త
ʹ
ධ
Ձ
の
ߴ
͍

ϫ
イ
φ
Ϧ
ー
の
ਐ
ग़

υ
ɾ
Ϟ
ϯ
ς
ỹ
ー
Ϣ
ˍ
北
海
道

ớ
വ
ؗ
ࢢ
Ờ

北
海
道
の
ϫ
イ
φ
リ
ー
਺
は
、

２
０
２
̑
年
ݱ
ࡏ
�1
場
と
な
っ
て

お
り
、
最
ۙ
10
年
間
で
３
ഒ
に
増

加
し
て
い
る
。
വ
ؗ
地
۠
に
も
、

は
こ
だ
て
ϫ
イ
ン
ớ
ࣣ
൧
ொ
、
ৢ

造
໔
ڐ
取
ಘ
年
１
９
̓
３
年
Ờ、

農
ָ
ଂ
ớ
北
ే
ࢢ
、
ಉ
２
０
１
２

年
Ờ、%VF�1VOUJ�7JOFZBSET

ớ
北

ే
ࢢ
、
ಉ
２
０
２
３
年
Ờ、
ド
・
モ

は
、「
ۛ
෩
は
ถ
が
༹
け
や

す
く
ञ
味
が
の
り
や
す
い
。

ክ
੕
は
ถ
が
ݻ
く
༹
け
ͮ

ら
い
が
୶
ྷ
で
シ
ャ
ー
プ

な
味
に
な
り
、
き
た
し
ず

く
は
両
者
の
中
間
的
性
格
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
ଂ
の
ञ
商
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
の
う
ち
、
ᶃ
७
ถ

ञ
ớ
ਫ਼
ถ
า
合
�0
％
Ờ、
ᶄ

७
ถ
ۛ
ৢ
ञ
ớ
ಉ
��
％
Ờ、

ᶅ
७
ถ
大
ۛ
ৢ
ớ
ಉ
��
％
Ờ

を
試
ҿ
し
た
ớ
ࣸ
ਅ
̔
Ờ。

こ
の
ॱ
に
、
よ
り
ス
ッ
キ

リ
ܰ
い
ञ
質
に
な
る
の
は

当
然
で
あ
る
が
、
ڞ
௨
し

て
௨
ఈ
す
る
ञ
質
の
上
品
さ
、
ओ

ு
せ
ず
ク
η
の
গ
な
い
サ
ラ
リ
と

し
た
味
わ
い
は
ҹ
৅
的
で
あ
り
、

ॊ
ら
か
で
な
め
ら
か
な
ޱ
当
た
り
、

ࢫ
み
や
味
わ
い
は
ࡍ
立
た
ず
、
後

味
は
ス
ッ
キ
リ
੾
れ
る
ञ
質
は
ڻ

୰
に
値
す
る
。

ଂ
内
施
設
で
ಛ
ه
さ
れ
る
の
は
、

ޒ
ྏ
೫
ଂ
シ
ἀ
ッ
プ
と
വ
ؗ
高
ઐ

ৢ
造
ラ
Ϙ
で
あ
る
。
લ
者
は
、
ञ

商
品
が
ฒ
ͼ
、
試
ҿ
が
で
き
る
か

な
り
広
い
直
Ӧ
店
ฮ
で
、
本
ଂ
の

ञ
പ
を
使
っ
た
ڕ
の
പ
௮
け
、
あ

ま
͟
け
ṷ
、
ञ
പ
か
り
ん
と
う
な

ど
の
ಠ
自
商
品
も
販
売
し
、
ۙ
く

の
വ
ؗ
ۭ
ߓ
を
ར
用
す
る
؍
ޫ
٬

が
๚
れ
て
お
り
、
私
も
こ
こ
で
、

ञ
ラ
ϕ
ル
を
ு
り
込
む
ޚ
ञ
ҹ
ா

を
ߪ
入
し
た
ớ
ࣸ
ਅ
９
Ờ。
後
者
は
、

本
ଂ
と
ؔ
܎
の
ਂ
い
വ
ؗ
高
ઐ
の

研
ڀ
ࣨ
・
ラ
Ϙ
で
あ
り
、
実
श
・

実
験
施
設
と
し
て
、
ڭ
ҭ
、
ൃ
߬

経
過
や
ञ
質
の
ܭ
ଌ
、
߬
฼
の
ഓ

養
、
ؔ
࿈
商
品
の
開
ൃ
な
ど
の
ڠ

ಉ
׆
動
を
実
施
し
て
い
る
ớ
ࣸ
ਅ

10
Ờ。
ま
た
、
വ
ؗ
高
ઐ
が
採
取
・

ഓ
養
し
た
ࡊ
の
Ֆ
߬
฼
を
使
用
し

た
「
ޒ
ྏ
ಛ
別
७
ถ
ࡊ
の
Ֆ
߬
฼

仕
込
み
」
の
製
造
ớ
２
０
１
̐
年
Ờ、

さ
ら
に
ಉ
ߍ
̤
̗
な
ど
に
よ
る
വ

ؗ
高
ઐ
地
Ҭ
࿈
ܞ
ڠ
ྗ
会
に
よ
る

資
金
集
め
な
ど
、
本
ଂ
設
立
の
ܖ

ػ
と
し
て
、
ಉ
ߍ
の
存
ࡏ
は
ۃ
め

て
大
き
い
と
い
え
る
。

ಛू�  ஍Ҭʹࠜࠩͨ͠ञ଄ۀɺ৯඼Ճۀ޻ɹجௐϨϙʔτ

஍Ҭʹࠜࠩͨ͠ҿ৯จԽʹ͍ͭͯ

ࣸਅ̒ ɹ�খதֶߍの੻஍を׆༻して৽設された「വؗྏޒ೫ଂ」。

�

�

9

10

ࣸਅ� �஍ݩ・വؗの৯に߹͏看板商品「ྏޒ」。
ࣸਅ� 。飲ࢼいながら商品を࢕さΜに味わいのҧいなどを߂一ࢳ৿・ࢯ೫ଂైྏޒ
ࣸਅ9 ञ商品、ञグοズ、৯品などがฒͿྏޒ೫ଂγϣοプ。
ࣸਅ10 �വؗߴઐのڀݚ ・ࣨラϘでڠಉ׆ಈにもྭむ。

ࣸਅ11ɹ�ٰ ྕ஍に৽設されたワイナϦー。フランεޠで「ඒしいܠ৭」とい͏ҙ味のレεトラン
「#FMMFWVF」では、ワインに߹わせた࿨༸ં஭のྉཧを、വؗ֗ࢢをྟみながらתೳで る͖。

ࣸ
ਅ
̑

औ
క
໾
の
෌
ݪ
߶
さ
Μ
に
ͦ
Ε
ͧ
Ε
の
ञ
ถ

の
ಛ
௃
ͳ
Ͳ
を
࢕
い
ͳ
͕
Β
঎
඼
を
ࢼ
ҿ
。

11

�

6
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イ
ン
産
地
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ

ン
が
遠
く
に
見
え
る
ケ
ー
プ
タ
ウ

ン
の
「
裏
夜
景
」
景
観
に
そ
っ
く

り
な
こ
と
に
気
づ
き
、
し
ば
し
見

と
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
将
来
レ

ス
ト
ラ
ン
が
開
業
す
る
と
、
黒
を

基
調
と
す
る
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン

や
雰
囲
気
に
加
え
、
こ
の
日
本
離

れ
し
た
壮
大
な
眺
め
に
よ
っ
て
、

レ
ス
ト
ラ
ン
が
高
い
評
判
や
並
外

れ
た
人
気
と
な
る
こ
と
は
必
至
で

あ
ろ
う
。 

　

な
お
、 

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
土
地
取

得
は
日
本
人
で
な
い
と
で
き
な
い

た
め
、
矢
野
氏
の
名
刺
に
は
、
こ

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
農
業
法
人
会
社
で
あ
る
株
式

会
社
ベ
ル
ビ
ュ
の
代
表
取
締
役
と

書
か
れ
て
い
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、

「
こ
こ
の
土
地
は
、
元
は
牧
草
地
で

あ
り
、
農
地
40‌

ha
の
う
ち
15‌

ha
に

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
、

ケ
ル
ナ
ー
種
を
現
在
植
え
終
え（
２

０
２
４
年
取
材
時
）、
こ
れ
ま
で
は

買
い
入
れ
の
ブ
ド
ウ
で
試
醸
し
て

い
た
が
、
今
年
は
初
め
て
収
穫
ブ

ド
ウ
で
自
醸
で
き
る
」
と
の
こ
と
。

将
来
に
向
け
て
は
、「
今
後
７
、
８

年
で
植
栽
ブ
ド
ウ
畑
を
２
倍
に
拡

げ
、
そ
れ
ら
の
ブ
ド
ウ
が
収
穫
で

き
る
15
年
後
に
年
間
９
万
本
ほ
ど

の
生
産
体
制
を
築
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
自
分
の
代
で
作
り

イ
カ
が
水
揚
げ
さ
れ
る
函
館
漁
港

の
す
ぐ
近
く
の
地
で
、
木
樽
で
仕

込
む
本
格
塩
辛
を
地
道
に
作
り
続

け
て
い
る
（
写
真
14
）。
さ
っ
そ
く

工
場
に
併
設
す
る
「
塩
辛
B
a
r

（
バ
ル
）」
で
、
塩
辛
15
種
食
べ
比

べ
セ
ッ
ト
を
試
食
し
て
み
た
。
塩

辛
は
発
酵
食
品
で
あ
る
た
め
、
工

場
や
木
樽
に
住
む
発
酵
菌
に
よ
っ

て
熟
成
さ
れ
、
ま
ろ
や
か
で
深
み

の
あ
る
優
し
い
味
と
な
り
、
同
じ

発
酵
食
品
で
あ
る
日
本
酒
と
好
相

性
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
80
年
前
に
秋
田
杉
で

作
ら
れ
た
木
樽
に
、
前
日
に
塩
漬

け
し
た
ス
ル
メ
イ
カ
を
細
断
し
て
、

内
臓
（
ゴ
ロ
）
と
一
緒
に
仕
込
み
、

１
週
間
毎
日
樫
棒
で
撹
拌
し
て
熟

成
さ
せ
る
伝
統
的
な
製
造
方
法
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
深
い
味
わ
い

を
出
し
、
大
量
製
造
さ
れ
仕
込
み

の
翌
日
に
完
成
し
出
荷
さ
れ
る
通

常
の
塩
辛
製
品
と
の
差
別
化
が
図

ら
れ
て
い
る
（
写
真
15
）。

 

た
だ
し
、
近
年
の
イ
カ
の
不
漁
は

深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
塩

も
、
大
き
な
意
味
あ
い
と
可
能
性

を
も
っ
て
い
る
。

　

取
り
上
げ
た
２
軒
の
食
品
加
工

業
者
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
伝
統

や
風
土
を
活
か
し
、
地
産
原
料
を

使
っ
た
高
付
加
価
値
食
品
を
開

発
・
製
造
し
て
い
る
。
食
品
や
料

理
は
、
お
酒
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
は
、
お
互
い
を
劇
的
に
高

め
合
い
、
魅
惑
的
な
味
わ
い
に
化

け
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
伝
統
的

な
飲
食
文
化
を
地
域
自
慢
の
新
た

な
魅
力
的
な
飲
食
文
化
に
発
展
さ

せ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。

　

今
後
の
産
業
振
興
・
地
域
振
興

を
進
め
る
上
で
は
、
酒
類
製
造
業

や
食
品
製
造
業
を
中
核
と
し
、
前

方
関
連
と
し
て
の
農
業
・
水
産
業
、

後
方
関
連
と
し
て
製
品
を
販
売
・

提
供
す
る
小
売
店
、
飲
食
店
、
ホ

テ
ル
な
ど
へ
の
拡
が
り
が
期
待
さ

れ
る
。「
飲
食
文
化
ク
ラ
ス
タ
ー
」

の
一
体
化
や
実
質
化
の
た
め
に
は
、

関
係
者
を
繋
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
飲
食
店

街
で
の
イ
ベ
ン
ト
、「
日
本
酒 

→ 

塩
辛 

→ 

飲
食
店
ツ
ア
ー
」
の
実
施
、

観
光
客
に
対
す
る
情
報
発
信
な
ど
、

様
々
な
関
連
諸
活
動
の
企
画
・
実

施
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

飲
食
文
化
の
深
化
は
、
関
連
産
業

の
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
、

地
域
の
魅
力
の
向
上
に
直
結
し
て
、

地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
と

い
え
る
。

　
一
次
産
業
（
自
然
・
素
材
）
一
流
、

二
次
産
業
（
付
加
価
値
）
二
流
、

三
次
産
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
三
流
な

ど
と
、
北
海
道
の
産
業
や
風
土
を

揶
揄
す
る
言
葉
が
あ
る
。
特
に
観

光
業
の
課
題
と
し
て
、「
自
然
一
流
、

施
設
二
流
、
料
理
三
流
、
サ
ー
ビ

ス
四
流
、
関
係
者
意
識
五
流
」
は

し
ば
し
ば
聞
か
れ
、
道
外
か
ら
の

観
光
客
、
文
化
人
、
視
察
者
な
ど

が
不
満
・
不
快
な
思
い
や
経
験
を

し
た
際
の
常
套
句
で
あ
る
。
道
民

に
と
っ
て
は
、
悪
意
を
含
む
不
快

な
言
葉
で
あ
り
、
気
に
す
る
必
要

は
な
い
が
、
も
は
や
そ
ん
な
こ
と

を
言
わ
せ
な
い
、
道
民
が
自
信
を

持
っ
て
、
地
域
に
根
差
し
た
魅
力

的
な
飲
食
文
化
を
誇
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
酒
類
文
化
を
豊
饒
化
す

る
確
固
た
る
試
み
と
実
践
を
、
北

海
道
と
り
わ
け
函
館
地
区
に
期
待

し
て
い
る
。

上
げ
よ
う
と
あ
せ
ら
ず
、
１
０
０
年
、

２
０
０
年
先
を
見
据
え
て
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
し
た
い
」
と
語
っ
て
い

た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ド
ウ
畑
は
、
標
高
２
０
０
～

２
８
０
ｍ
で
、
火
山
灰
の
多
い
肥

沃
で
水
は
け
が
良
い
土
壌
で
あ
り
、

降
水
量
は
比
較
的
多
い
が
収
穫
期

９
～
10
月
は
雨
が
あ
ま
り
降
ら
な

い
。
海
か
ら
の
南
風
は
少
な
く
北

風
が
卓
越
す
る
な
ど
の
地
形
・
土

壌
・
気
候
特
性
が
あ
り
、
こ
の
自

然
環
境
が
ド
メ
ー
ヌ
・
ド
・
モ
ン

テ
ィ
ー
ユ
の
優
れ
た
ブ
ド
ウ
栽
培
･

ワ
イ
ン
醸
造
技
術
と
コ
ラ
ボ
し
て
、

ど
の
よ
う
な
「
函
館
テ
ロ
ワ
ー
ル

（
ワ
イ
ン
地
域
特
性
）」
に
結
実
す

る
の
か
、
お
そ
ら
く
世
界
的
に
か

な
り
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
本
当
に
楽
し
み
で
あ
る
。

4 
函
館
及
び
周
辺
の
水
産
品

を
活
用
し
た
食
品
加
工
業

（1）
小
田
島
水
産
食
品
株
式
会
社

（
函
館
市
）

　

函
館
の
海
産
物
と
い
え
ば
、
誰

も
が
イ
カ
を
思
い
浮
か
べ
る
ほ
ど
、

函
館
は
「
イ
カ
の
街
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
イ
カ
の
代
表

的
加
工
品
が
塩
辛
で
あ
る
。
小
田

島
水
産
食
品
株
式
会
社
は
、
大
正

３
（
１
９
１
４
）
年
に
創
業
し
、

辛
用
の
イ
カ
の
調
達
に
苦
労
す
る

場
面
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

（2）
株
式
会
社
イ
リ
エ
船
橋
商
店

（
鹿
部
町
）

　

道
南
に
は
イ
カ
以
外
に
も
い
ろ

い
ろ
な
水
産
物
が
水
揚
げ
さ
れ
て

お
り
、
少
し
足
を
伸
ば
し
て
函
館

市
北
方
30‌

km
の
鹿
部
町
を
訪
ね
た
。

こ
こ
は
、
駒
ヶ
岳
か
ら
の
軽
石
に

広
く
覆
わ
れ
、「
道
の
駅
」
内
に

は
日
本
有
数
の
間
欠
泉
が
あ
る
町

で
あ
る
。
株
式
会
社
イ
リ
エ
船
橋

商
店
は
、
同
町
で
１
９
５
２
年
に

創
業
し
た
水
産
加
工
会
社
で
、
軽

石
を
活
用
し
た
「
軽
石
干
し
」
が

著
名
で
あ
る
。

　
「
軽
石
干
し
」
の
製
造
方
法
は
、

軽
石
の
吸
水
性
を
利
用
し
て
、
低

温
下
（
５
度
以
下
）
で
、「
か
れ
い
」

「
ほ
っ
け
」「
い
わ
し
」
な
ど
を
、

軽
石
と
特
殊
セ
ロ
ハ
ン
で
挟
み
込

み
、
水
分
を
取
り
除
い
た
商
品
と

な
っ
て
い
る
。
味
と
し
て
は
、
塩

水
漬
け
と
比
べ
、
身
が
ふ
っ
く
ら

ジ
ュ
ー
シ
ー
、
魚
臭
さ
が
な
く
、

旨
み
も
強
い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
（
写
真
16
）。
同
社
に
は
、

「
タ
ラ
ス
ミ
（
カ
ラ
ス
ミ
風
の
乾
燥

熟
成
タ
ラ
コ
）」（
写
真
17
）、「
福

福
ほ
た
て
饅
（
ホ
タ
テ
貝
使
用
の

中
華
饅
頭
）」
な
ど
の
独
自
に
開
発

し
た
商
品
も
あ
り
、
お
土
産
に
い

た
だ
い
た
「
タ
ラ
ス
ミ
」
は
、
わ

が
国
の
伝
統
酒
で
あ
る
日
本
酒
や

焼
酎
と
の
相
性
が
抜
群
で
あ
っ
た
。

5 

お
わ
り
に

　

近
年
、
北
海
道
に
お
け
る
酒
類

製
造
の
自
然
・
社
会
環
境
の
評
価

が
高
ま
っ
て
お
り
、
函
館
地
区
で

は
、
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
を
醸
造
す

る
新
規
事
業
者
が
誕
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
者
に
は
共
通
し
て
、

原
料
の
米
や
ブ
ド
ウ
に
お
け
る

地・

・

・

・

元
志
向
、
純
米
酒
の
み
を
造
る

な
ど
の
本・

・

・

・

物
志
向
、
函
館
地
区
の

風
土
（
テ
ロ
ワ
ー
ル
）
を
感
じ
る

個
性
的
な
酒
類
を
造
ろ
う
と
す
る

地・

・

・

・

・

・

・

域
独
自
性
志
向
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

創
業
者
の
強
く
て
熱
い
本
物
造
り

や
地
域
貢
献
へ
の
志
が
あ
り
、
地

元
大
学
や
自
治
体
と
の
連
携
、
地

元
か
ら
の
資
金
協
力
、
選
好
的
な

取
り
扱
い
や
消
費

な
ど
、
地
元
の
協

力
や
応
援
が
大

き
な
存
在
と
な
っ

て
い
た
。
酒
類
は
、

地
域
の
飲
食
文

化
の
要
で
あ
り
、

料
理
と
と
も
に
飲

食
文
化
を
構
成

す
る
基
本
的
存

在
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
酒
類
事
業

者
の
誕
生
は
函

館
地
区
に
お
い
て

特集2  地域に根差した酒造業、食品加工業　基調レポート

地域に根差した飲食文化について

【
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０
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ビ
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映
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と
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地
下
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醸
造

施
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が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

写真16 「軽石干し」に使われる駒ヶ岳からの軽石は乾熱
滅菌処理されている。低温で熟成させる事で魚
本来のうま味を凝縮させる。

写真17　�高級珍味「カラスミ」と同じ加工法で試行錯誤を
繰り返し誕生した「タラスミ」。

1213
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16
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写
真
15�

塩
辛
は
発
酵
食
品
な
の
で
工
場
内
や
木
樽

に
住
む
発
酵
菌
に
よ
っ
て
熟
成
さ
れ
、ま
ろ

や
か
で
深
み
の
あ
る
優
し
い
味
と
な
る
。

写
真
14�

工
場
内
の
直
売
所「
塩
辛
B
a
r
」で
は
、

塩
辛
を
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
し
た「
塩
辛
de

ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」「
塩
辛
de
パ
エ
リ
ア
」な
ど
の

商
品
も
人
気
だ
。
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造
し
て
い
ま
す
。
૑
業
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
ਫ
の
ྑ
さ
が
一
番
の

ಛ
௃
、
ັ
ྗ
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
の
で
す
が
、
খ
規
໛
だ
か

ら
こ
そ
、
ͻ
と
つ
ͻ
と
つ
の
工
程

を
ஸ
ೡ
に
、
地
道
に
続
け
て
き
た

݁
Ռ
が
、
今
の
大
প
ビ
ー
ル
の
ϒ

ラ
ン
ド
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

─
─

ਫ
Ҏ
֎
の
ݪ
料
は
、
Ͳ
こ
か

ら
࢓
ೖ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

ഴ
ժ
は
ド
イ
π
、
ホ
ッ
プ
は
ア

メ
リ
カ
、
ニ
ỿ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
、

ほ
と
ん
ど
が
༌
入
品
と
な
り
ま
す
。

ࡢ
今
の
社
会
৘
੎
で
、
ί
ロ
φ
લ

の
２
０
１
９
年
か
ら
ൺ
΂
る
と
、

ഴ
ժ
は
２
～
３
ഒ
の
価
格
に
な
っ

て
い
ま
す
。
道
産
の
ݪ
料
も
あ
る

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
価
格
の
面

で
、
ݱ
状
で
は
使
う
の
は
೉
し
い

で
す
ね
。

─
─

̍
೥
ؒ
の
ੜ
産
ྔ
や
ओ
ͳ
ग़

ՙ
先
、
販
ച
先
ͳ
Ͳ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

年
間
の
出
荷
ྔ
は
໿
�0
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
で
す
。
１
回
の
仕
込
み

で
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
で
き
る
の
で
、

だ
い
た
い
年
�0
回
仕
込
ん
で
い
ま
す
。

ओ
な
出
荷
先
は
、
大
প
の
ホ
ς

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
と
、
വ

ؗ
ࢢ
内
お
よ
ͼ
ۙ
߫
の
売
店
や
ҿ

食
店
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
製

造
し
た
ビ
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど
は
、

大
প
と
വ
ؗ
ۙ
߫
で
消
費
さ
れ
て

い
る
形
で
す
。

─
─

事
業
を
ܧ
ଓ
し
て
い
く
上
で
、

ۤ
࿑
さ
れ
て
い
る
఺
は
？

継
続
す
る
に
は
売
り
上
げ
を
৳

ば
し
て
い
く
の
が
必
要
で
、
売
り

上
げ
イ
ί
ー
ル
出
荷
ྔ
な
の
で
、

製
造
ೳ
ྗ
を
も
っ
と
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
設
උ

౤
資
が
必
要
な
の
で
す
が
、
༨
ྗ

の
な
い
খ
さ
な
会
社
が
そ
れ
を
す

る
の
は
、
や
は
り
大
変
で
す
。

国
や
道
で
も
色
々
と
中
খ
ا
業

޲
け
支
援
策
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
఍
は
、
ै
来
の
も
の
と
ൺ
΂

て
ֵ
新
性
や
ಠ
自
性
が
あ
る
の
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
ٻ
め
ら
れ
ま
す
。

事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
設
උ
౤

資
と
い
う
だ
け
で
は
、
な
か
な
か

ೝ
め
て
も
ら
え
な
い
。
௨
常
の
金

༥
ػ
ؔ
か
ら
の
༥
資
で
も
新
商
品

な
ど
の
生
産
販
売
に
よ
る
成
௕
֦

大
の
ܭ
ը
や
֬
実
な
౤
資
回
収
の

ܭ
ը
が
ڧ
く
ٻ
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
զ
々
の
よ
う
に
地
Ҭ

で
খ
規
໛
に
ಛ
産
品
を
作
っ
た
り
、

จ
化
఻
౷
的
な
も
の
を
क
っ
て
い

る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
ਃ
੥
の

ϋ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

当
然
で
す
が
自
分
た
ち
も
さ
ま
͟

ま
な
工
෉
を
し
て
、
事
業
を
持
続

さ
せ
る
౒
ྗ
は
必
要
で
す
。
そ
し

෩
ޫ
໌
ᇪ
ͳ
大
প
ࠃ
ఆ
ެ
Ԃ
の

ۙ
͘
で
、
ԣ
௡
ࢁ
ܥ
ࣣ
൧
ַ
の
ࢁ

࿢
か
ら
༙
き
ग़
す
ఱ
વ
Ξ
ル
Χ
Ϧ

Π
Φ
ϯ
ਫ
を
使
い
、
஍
Ϗ
ー
ル
（
大

প
Ϗ
ー
ル
）
を
ৢ
造
し
て
い
る
「
ג

ࣜ
ձ
ࣾ
ϒ
ϩ
Π
ϋ
΢
ε
大
প
」。
大

প
で
஍
Ϗ
ー
ル
ͮ
͘
り
を
࢝
Ί
た

き
っ
か
け
や
事
業
を
ܧ
続
す
る
্

で
の
՝
୊
、
ͦ
し
て
ࠓ
ޙ
の
ల
๬

を
࢕
っ
た
。

─
─

大
প
で
Ϗ
ー
ϧ
ৢ
଄
を
始
め

ら
れ
た
経
緯
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

も
と
も
と
先
代
の
社
௕
が
大
প

に
౔
地
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

実
は
最
初
は
Թ
ઘ
を
۷
り
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
何
カ
ॴ
か
۷
削
し

た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
、
Թ
ઘ
で

は
な
く
ਫ
が
༙
き
ま
し
て
、
ਫ
質

を
調
΂
た
と
こ
ろ
と
て
も
ྑ
か
っ
た
。

そ
れ
で
ミ
ネ
ラ
ル
΢
Ỽ
ー
タ
ー
の

会
社
を
や
ろ
う
と
、
１
９
９
２
年

に
「
ג
式
会
社
ϫ
ッ
ズ
」
を
設
立

し
て
ミ
ネ
ラ
ル
΢
Ỽ
ー
タ
ー
「
ເ

て
、
地
道
に
取
り
組
ん
だ
時
間
も

今
日
の
「
大
প
ビ
ー
ル
」
の
ϒ
ラ

ン
ド
価
値
に
ܨ
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
新

し
さ
だ
け
で
な
く
௕
く
続
い
て
い

る
地
Ҭ
産
業
を
क
る
こ
と
に
も
、

補
助
金
や
助
成
金
な
ど
の
支
援
が

ड
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
助
か

り
ま
す
。

─
─

事
業
ऀ
と
し
て
஍
Ҭ
の
࣋
ଓ

に
必
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

事
業
も
地
Ҭ
の
持
続
も
、
大
প

ớ
ࣣ
൧
ொ
Ờ
だ
け
で
考
え
て
い
く

の
は
೉
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
消
費
地
と
し
て
の
വ
ؗ
は
当
然

と
し
て
、
ۙ
年
で
は
、「
؀
ۨ
」

と
い
う
ଧ
ち
出
し
方
で
、
ۨ
ἃ
ַ

प
ล
の
�
ொ
ớ
ࣣ
൧
ொ
ʗ
৿
ொ
ʗ

ࣛ
部
ொ
Ờ
が
ڠ
ྗ
し
合
っ
て
؍
ޫ

٬
を
ݺ
ͼ
込
み
ま
し
Ỷ
う
と
プ
ロ

モ
ー
シ
ἀ
ン
し
て
い
ま
す
。
ͻ
と

つ
の
ொ
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、

３
つ
の
ொ
が
ྗ
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
�
ொ
で
࿩
し
合
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
大
き
な
一
า
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
গ
し
࿩
が
変
わ
り
ま
す

が
、
ࣣ
൧
ொ
は
基
װ
産
業
が
農
業

な
の
で
、
ビ
ー
ル
ݪ
料
の
大
ഴ
を

࠿
ഓ
し
て
く
れ
る
農
家
さ
ん
が
出

て
き
て
く
れ
な
い
か
な
と
ظ
଴
し

ਫ
ᔅ
ớ
Ώ
め
み
ず
き
Ờ」
の
製
造
・

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
工
場
の
ॡ

工
式
に
は
当
時
の
ࣣ
൧
ொ
௕
や
地

元
の
方
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
ࡍ
に
「
お
い
し
い

ਫ
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
使
っ
て

お
い
し
い
お
ञ
も
つ
く
れ
な
い
か
。

ொ
の
ಛ
産
品
に
で
き
な
い
か
」
と

い
う
お
࿩
が
あ
り
、
ち
Ỷ
う
ど
そ

の
こ
ろ
の
地
ビ
ー
ル
ϒ
ー
Ϝ
も
Ө

て
い
ま
す
。
ݱ
状
で
は
、
他
の
作

物
を
作
っ
た
方
が
収
入
的
に
ྑ
い

の
で
೉
し
い
面
は
あ
る
の
で
す
が
、

一
部
で
も
い
い
の
で
地
場
の
も
の

を
製
品
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

地
Ҭ
の
人
や
ொ
の
方
に
ڠ
ྗ
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
地
Ҭ
へ
も
ݪ
料

の
調
達
や
1
3
π
ー
ル
へ
の
ར
用

な
ど
で
ؐ
元
す
る
よ
う
な
流
れ
が

出
来
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

΋
っ
ͱ
ັ
ྗ
を
ൃ
৴
͠
て

大
প
Ϗ
ー
ϧ
を
ੈ
ք
へ

─
─

今
後
の
ల
๬
を
お
聞
か
せ
く

ڹ
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
で
は
こ

の
ਫ
で
ビ
ー
ル
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
方
޲
に
な
り
、
１
９
９
̓
年
に

૑
業
し
ま
し
た
。

先
代
社
௕
は
വ
ؗ
出
਎
の
方
で
、

大
প
や
വ
ؗ
に
Ѫ
ண
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
地
ビ
ー
ル
ͮ
く
り
で
地

Ҭ
を
੝
り
上
げ
た
い
と
い
う
考
え

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

খ
ن
໛
ৢ
଄
ॴ
な
ら
で
͸
の

ஸ
ೡ
さ
͕
ϒ
ϥ
ϯ
υ
Ձ
஋
に

─
─

大
প
Ϗ
ー
ϧ
は
、
道
಺
の
஍

Ϗ
ー
ϧ
ϒ
ϥ
ϯ
υ
の
த
で
΋
ݹ
ג

の
ͻ
と
つ
で
す
。
大
প
Ϗ
ー
ϧ
の

ಛ
௃
や
ັ
ྗ
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

ݱ
ࡏ
は
έ
ル
シ
ỿ
、
ア
ル
ト
と

い
っ
た
ド
イ
π
ス
タ
イ
ル
の
ビ
ー

ル
を
は
じ
め
、
ホ
ッ
プ
の
ۤ
味
と

フ
ル
ー
ς
ィ
ー
な
味
わ
い
が
ಛ
௃

的
な
イ
ン
σ
ィ
ア
・
ϖ
ー
ル
Τ
ー

ル
や
ホ
ッ
プ
シ
ャ
ϫ
ー
、
ࠇ
ビ
ー

ル
の
ス
タ
΢
ト
と
、
̑
種
類
を
ৢ

ࣣ
൧
ொ
ԣ
௡
ַ
の
࿢
か
ら
༙
き
ग़
る
໊
ਫ
で

஍
Ҭ
で
௕
೥
Ѫ
さ
れ
る
஍
Ϗ
ー
ϧ
を
ৢ
଄

ג
ࣜ
会
社
ϒ
ϩ
Π
ϋ
΢
ε
大
প

特
集
�  

地
域
ʹ
ࠜ
ࠩ
͠
ͨ
ञ
଄
ۀ
ỏ৯
඼
加
工
ۀ

会社 ϒϩΠϋ΢εେপࣜג
औక໾社௕

๘໼ ׮

会社 ϒϩΠϋ΢εେপࣜג
●199�年�݄設立
େপࠃఆެԂにྡ઀するখさなϒルワϦー。
ஸೡにࠐ࢓·れる「େপビール」は、͜ れ·
で਺ଟくのビΞίンςεトでۚ৆にًくなど、
。評Ձをಘているߴ಺֎でࠃ

๛かな自然がとけࠐΜだ໊ਫから、ޙ味すっ͖ りで飲み๞͖ないέルγュやഴժとϗοプのόランεྑいΞルト
など๛෋なラインΞοプをऔりἧえている。

事例紹介

01

だ
さ
い
。

や
っ
ͺ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
ҿ

ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
、
ま
だ
ݕ

౼
ஈ
֊
で
す
が
、
വ
ؗ
ࢢ
内
に
直

Ӧ
店
を
出
そ
う
か
と
い
う
࿩
が
あ

り
ま
す
。
വ
ؗ
の
イ
ϕ
ン
ト
に
出

店
す
る
と
、
地
元
の
方
か
ら
「
ビ

ア
ホ
ー
ル
や
ら
な
い
の
ʁ
」
と
声

を
ֻ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

വ
ؗ
は
地
元
٬
や
国
内
の
؍
ޫ
٬

は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
΢
ン
ド
の

お
٬
༷
も
多
い
の
で
、
直
Ӧ
店
を

き
っ
か
け
に
世
界
へ
ೝ
知
が
広
が

る
と
、
༌
出
の
Մ
ೳ
性
も
出
て
き

ま
す
。
新
た
に
ラ
ϕ
ル
ҹ
࡮
の
ػ

ց
な
ど
を
ಋ
入
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
が
、ἔ
大
প
か
ら
全
国
へ
、

大
প
か
ら
世
界
へ
ἕ
を
໨
ඪ
に
、

大
প
ビ
ー
ル
の
ϒ
ラ
ン
ド
を
も
っ

と
ൃ
৴
し
て
い
き
た
い
で
す
。

஍
Ϗ
ー
ϧ
ͮ
く
Γ
の
͖
ỳ
͔
͚
と
ͳ
ỳ
た
、

�
�
�
�
ສ
೥
લ
に
ܗ
੒
さ
Ε
た
と
い
͏

ࣣ
൧
ַ
の
஍
Լ
૚
͔
Β
༙
ग़
͢
る「
ເ
ਫ

ᔅ
」。ඇ
加
೤
、௜
఼
Ζ
ա
ํ
ࣜ
で
自
વ
の
·

·
の
ຯ
を
࢒
し
て
い
る
。

ৢ
造
ॴ
ซ
ઃ
の
レ
ε
τ
ラ
ン
で
͸
、ళ
಺
͔

Β
࢓
ࠐ
Έ
λ
ン
Ϋ
΍
ࣽ
෸
λ
ン
Ϋ
を
ݟ
ֶ
で

͖
る
。˞
レ
ε
τ
ラ
ン
の
Ӧ
ۀ
に
ͭ
い
て
͸

8
&
#
ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。
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Ԙ
ਏ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
೿
生
品
に

も
ྗ
を
入
れ
て
い
ま
す
。
Ԙ
ਏ
に

な
じ
み
の
な
い
人
で
も
食
΂
や
す

い
よ
う
で
、
と
て
も
好
ධ
で
す
。

─
─

Ԙ
ਏ
の
໦
Ḻ
࢓
ࠐ
Έ
と
は
、

Ͳ
の
Α
う
ͳ
つ
く
り
ํ
ͳ
の
で

し
ょ
う
？

カ
ッ
ト
し
た
イ
カ
の
਎
と
ΰ
ロ

を
20
％
の
Ԙ
で
௮
け
込
み
໦
Ḻ
に

入
れ
て
、
ຖ
日
๮
で
᎟
፩
し
な
が

ら
、
1
ि
間
ほ
ど
自
然
ൃ
߬
さ
せ

る
つ
く
り
方
で
す
。
௕
年
使
い
こ

ま
れ
た
ਿ
Ḻ
の
ൃ
߬
菌
や
ඍ
生
物

の
ಇ
き
に
よ
っ
て
、
ಠ
ಛ
の
ࢫ
み

と
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
に
仕
上
が

り
ま
す
。
今
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
Ḻ

で
仕
込
む
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
、
໦
Ḻ
を
使
い
続
け
て
い
る

の
は
、
വ
ؗ
で
も
௝
し
い
と
思
い

ま
す
。

ਫ
༲
͛
ྔ
の
ݮ
গ
に
͸

ࠃ
産
Π
Χ
を
࢓
ೖ
れ
て
ର
Ԡ

─
─

ݪ
料
の
Π
Χ
が
、
വ
ؗ
で
ੲ

΄
Ͳ
は
֫
れ
ͳ
く
ͳ
ỳ
て
い
る
と

聞
͖
ま
す
。
ݪ
料
の
調
達
は
Ͳ
の

Α
う
に
さ
れ
て
ま
す
か
？

വ
ؗ
で
֫
れ
な
い
場
合
は
、
道

内
各
地
で
ਫ
༲
げ
ら
れ
た
も
の
を

使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
は
、

ീ
ށ
や
੨
৿
な
ど
౦
北
の
ړ
ધ
が

֫
っ
て
、
ધ
内
ྫྷ
ౚ
し
た
も
の
も
。

今
は
ྫྷ
ౚ
ٕ
ज़
が
ൃ
達
し
て
い
ま

す
の
で
、
۝
भ
か
ら
で
も
新
鮮
な

イ
カ
を
仕
入
れ
ら
れ
る
ん
で
す
。

基
本
、
国
内
産
の
イ
カ
を
使
っ
て

い
て
、
道
内
産
と
道
外
産
の
ൺ
཰

は
時
ظ
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
す

が
、
൒
々
ぐ
ら
い
で
す
。

─
─
࢓
ೖ
れ
ํ
๏
は
？

ἔ
Π
Χ
の
ま
ち
ἕ
と
し
て
஌
ら

れ
る
വ
ؗ
で
は
、
ݹ
͘
か
ら
Π
Χ

を
ݪ
ྉ
と
し
た
ਫ
࢈
Ճ
޻
が
஍
৔

࢈
業
と
し
て
ࠜ
෇
い
て
い
る
。
വ

ؗ
ړ
ߓ
ͦ
͹
の
ห
ఱ
町
に
͋
る
「
খ

田
ౡ
ਫ
࢈
৯
඼
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
」
΋
ͦ

の
ͻ
と
ͭ
。
ࠓ
や
ر
গ
と
ͳ
っ
た

໦
Ḻ
࢓
ࠐ
Έ
で
、
ੲ
ͳ
が
ら
の
Π

Χ
の
Ԙ
ਏ
を
製
造
し
て
い
る
。
૑

業
１
１
２
年
と
い
う
ͦ
の
ྺ
࢙
や

ݱ
گ
に
ͭ
い
て
、
࿩
を
࢕
っ
た
。

─
─

こ
の
஍
で
Π
Χ
の
Ԙ
ਏ
ͮ
く

り
を
始
め
る
こ
と
に
ͳ
ỳ
た
経
緯

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

૑
業
は
１
９
１
̐
年
で
、
新
ׁ

ݝ
か
ら
౉
っ
て
き
た
初
代
ớ
૆
父
Ờ

が
、
വ
ؗ
大
手
ொ
で
ス
ル
メ
や
؈

٧
な
ど
を
ѻ
う
খ
さ
な
食
料
品
店

を
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ

の
後
、
私
の
父
が
２
代
໨
を
継
ぐ

の
で
す
が
、
ଠ
ฏ
༸
戦
૪
で
の
出

੐
中
、
ۭ
ऻ
に
よ
る
Ԇ
ম
を
防
ぐ

と
い
う
理
由
で
཮
܉
に
店
の
ݐ
物

ਫ
産
物
を
ѻ
っ
て
い
る
໰
԰
さ

ん
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。

─
─

Π
Χ
Ҏ
֎
の
ݪ
料
で
、
何
か

ಛ
௃
は
あ
り
ま
す
か
？

取
り
立
て
て
変
わ
っ
た
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ڧ
い
て
ݴ
え
ば
、

工
場
で
は
Ҫ
ށ
ਫ
を
使
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
ຒ
め
立
て
地
で
海
が

ۙ
い
の
で
、
ほ
の
か
に
Ԙ
分
が
含

ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う

ਫ
で
イ
カ
を
ચ
っ
た
り
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
分
、
ࢫ
み
が
の
っ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

─
─

ओ
ͳ
ग़
ՙ
先
や
販
ച
先
は
、

Ͳ
ͪ
ら
に
ͳ
る
で
し
ょ
う
？

を
取
り
յ
さ
れ
て
、
父
が
໭
っ
て

き
た
時
に
は
店
も
家
も
何
も
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
１
９

̐
̓
年
に
ห
ఱ
ொ
の
今
の
ݐ
物
に

Ҡ
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
こ
は

元
々
、
໌
࣏
�0
年
ࠒ
に
ݐ
て
ら
れ

た
ਫ
産
会
社
の
ݐ
物
だ
っ
た
の
で
、

中
に
は
Ԙ
ਏ
の
仕
込
み
Ḻ
が
い
っ

ͺ
い
残
っ
て
い
た
。
ま
た
当
時
は
、

໨
の
લ
の
ߓ
で
イ
カ
が
ࢁ
ほ
ど
ਫ

༲
げ
さ
れ
て
い
た
の
で
、
Ԙ
ਏ
ͮ

く
り
を
始
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ݴ
う
な
れ
ば
ۮ
然
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
ਫ
産
加
工
が
੝
ん
な
地

Ҭ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ԙ
ਏ

ͮ
く
り
を
始
め
る
の
も
ಛ
ஈ
変

わ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
な

流
れ
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

఻
౷
を
ܧ
ঝ
͠
ͭ
ͭ

৽
た
な
事
ۀ
に
΋
௅
ઓ

─
─

現
在
の
事
業
಺
༰
や
、
ओ
ྗ

঎
඼
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

വ
ؗ
ۭ
ߓ
や
വ
ؗ
駅
ߏ
内
の
キ

オ
ス
ク
、
そ
の
ほ
か
ࢢ
内
の
お
み

や
げ
店
や
ҿ
食
店
で
す
。
出
荷
先

で
一
番
多
い
の
は
、
വ
ؗ
ࢢ
内
の

Ԙ
ׯ
も
の
を
ѻ
う
໰
԰
で
す
ね
。

ൃ
送
は
業
຿
用
の
ク
ー
ル
ศ
を

使
っ
て
い
ま
す
。

事
ۀ
を
௕
͘
ଓ
け
る
に
͸

͓
٬
༷
を
大
੾
に
͢
る
͜
ͱ

─
─

事
業
を
ܧ
ଓ
す
る
上
で
ۤ
࿑

さ
れ
て
い
る
఺
や
、
今
後
の
՝
୊

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
ࠒ
、
വ
ؗ
は
イ
カ
の
ෆ
ړ

が
続
い
て
ま
す
が
、
イ
カ
が
֫
れ

な
い
と
、
զ
々
加
工
業
者
は
ど
う

し
よ
う
も
で
き
ま
せ
ん
。
地
ٿ
Թ

ஆ
化
や
海
流
の
変
化
な
ど
ݪ
Ҽ
は

色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
要

Ҽ
と
し
て
、
外
国
の
ړ
ધ
が
വ
ؗ

の
方
ま
で
イ
カ
が
上
が
っ
て
く
る

લ
に
、
ご
っ
そ
り
֫
っ
て
し
ま
う

せ
い
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
内
で
い
く
ら
資
ݯ
อ
ޢ
を
う

た
っ
て
色
々
と
対
策
を
ଧ
っ
て
も
、

他
の
国
が
ཚ
֫
し
て
し
ま
え
ば
、

ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
で
す
。
海

は
つ
な
が
っ
て
ま
す
か
ら
。
ど
う

に
か
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
೉
し
い
໰
୊
で
す
。

事
業
を
継
続
す
る
上
で
は
、や
っ

ͺ
り
お
٬
༷
を
大
੾
に
す
る
と
い

໦
Ḻ
仕
込
み
、
無
ண
色
で
の
Ԙ

ਏ
ͮ
く
り
や
Ԙ
ਏ
を
使
っ
た
೿
生

品
、
দ
લ
௮
け
の
製
造
・
販
売
で
す
。

２
０
２
２
年
̔
݄
か
ら
は
直
売
ॴ

「
Ԙ
ਏ
̱
̰
́
ớ
バ
ル
Ờ」
を
始
め
て
、

直
売
と
ҿ
食
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
ਫ
産
加
工
業
だ

け
に
པ
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、直

઀
お
٬
༷
と
ܨ
が
れ
る
場
を
設
け

ま
し
た
。
Ԙ
ਏ
の
খ
ࡼ
੝
り
や
食

΂
ൺ
΂
η
ッ
ト
、
Ԙ
ਏ
を
使
っ
た

あ
ん
か
け
ম
き
そ
ば
や
チ
ャ
ー
ϋ
ン
、

パ
ス
タ
な
ど
、
色
々
と
工
෉
し
た

メ
ニ
ỿ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ԙ
ਏ
の
売
れ
ے
は
、
や
は
り
໦

Ḻ
仕
込
み
の
シ
ン
プ
ル
な
Ԙ
ਏ
で

す
。
Ԙ
ਏ
は
そ
の
ほ
か
、
ೈ
ࠎ
入

り
や
か
ん
ず
り
入
り
、
イ
カ
の
耳

だ
け
の
Ԙ
ਏ
な
ど
、
10
種
類
ほ
ど

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ۙ
年
は
、

好
み
の
໺
ࡊ
と
ڕ
介
を
入
れ
る
だ

け
で
؆
୯
に
ア
ώ
ー
ジ
ἀ
が
ָ
し

め
る
「
Ԙ
ਏ
̳
̴
ア
ώ
ー
ジ
ἀ
」

や
「
Ԙ
ਏ
̳
̴
パ
Τ
リ
ア
」
な
ど
、

૑
ۀ
Ҏ
དྷ
の
໦
Ḻ
࢓
ࠐ
Έ
に
͜
ͩ
わ
る

఻
౷
の
Ԙ
ਏ
を
࣍
の
ੈ
୅
へ
ܨ
͙

খ
田
ౡ
ਫ
産
৯
඼
ג
ࣜ
会
社

特
集
�  

地
域
ʹ
ࠜ
ࠩ
͠
ͨ
ञ
଄
ۀ
ỏ৯
඼
加
工
ۀ

খ田ౡਫ࢈৯඼ࣜג会社
୅දऔక໾

খ田ౡ ོ

খ田ౡਫ࢈৯඼ࣜג会社
●191�年૑ۀ
ੲながらのԘਏͮくりをकりながら、時୅に
߹った商品։発にもྗを஫͙࿝ฮԘਏϝー
カー。ซ設の「ԘਏCBS」では、自ຫのԘਏ֤
種やവؗの஍ञをתೳで る͖。

௕年使い ·͜れた໦Ḻで、ੲと変わらない製法にΑりつくられるԘਏは、カドのない·Ζやかな旨味と͖ れいな
ϐンΫ৭がಛ௃。໦Ḻは༰ྔ�00LHʢࣸਅʣと�00LHの�種ྨを使っている。

事例紹介

02

う
こ
と
が
一
番
大
事
。
う
ち
で
ݴ

う
と
、
ੲ
な
が
ら
の
味
を
क
り
な

が
ら
、
๞
き
ら
れ
な
い
よ
う
に
新

商
品
も
開
ൃ
し
て
い
く
。
࿝
ฮ
の

看
板
を
क
り
な
が
ら
も
、
挑
戦
す

る
ؾ
持
ち
と
ॊ
ೈ
な
ൃ
૝
を
持
つ

こ
と
が
、
次
世
代
へ
と
ܨ
げ
て
い

く
に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

໦Ḻのதのඍ生෺の׆ಈをखॿけするために、ֽ の
๮でԘਏをಥ͖ながらۭؾを含·せる᎟፩ۀ࡞をຖ
೔͏ߦ。

Ԙ
ਏ
C
B
S
で
ਓ
ؾ
の
Ԙ
ਏ
৯
΂
ൺ
΂
η
ッ

τ
。੺
ึ
の
ւ
ਫ
Ԙ
を
࢖
༻
し
た
໦
Ḻ
࢓
ࠐ

Έ
ͳ
Ͳ
、�1�
छ
ớྨ
औ
ࡐ
࣌
Ờの
Ԙ
ਏ
΍
দ
લ

௮
͚
͕
ָ
し
Ί
る
。

খ田ౡਫ࢈৯品ࣜגձࣾからెา1෼の৔ॴに
͋るവؗߓړ。໌ ࣏�9ʢ1�96ʣ年に造られた๷
೾అʢ౔໦ֶձબ঑౔໦Ҩ࢈ʣがࠓも࢒る。
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や
ഴ
、
大
౾
、
て
ん
ࡊ
、
で
ん
粉

ݪ
料
用
の
അ
ླ
ḕ
な
ど
と
い
っ
た

౔
地
ར
用
ܕ
の
੓
෎
管
ঠ
作
物
で

あ
る
ほ
か
、
酪
農
に
も
加
工
ݪ
料

乳
生
産
者
補
給
金
制
度
と
い
う
生

乳
の
࠶
生
産
を
ఈ
支
え
す
る
価
格

支
持
制
度
が
あ
る
こ
と
、
い
ま
一

つ
が
、
１
９
６
̐
年
に
わ
が
国
が

開
放
経
ࡁ
ମ
制
に
Ҡ
行
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
海
外
の
安
価
な
農
産
物

や
೑
類
ٴ
ͼ
乳
製
品
の
༌
入
が
増

大
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
ਤ
１

は
戦
後
の
わ
が
国
の
農
産
物
価
格

ࢦ
਺
と
農
業
生
産
資
材
価
格
ࢦ
਺

の
ਪ
Ҡ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
１
９
̓
０
年
代
の
２
度
の
オ

イ
ル
シ
ἀ
ッ
ク
で
農
産
物
価
格
も

生
産
資
材
価
格
も
上
ঢ
し
た
も
の

の
、
１
９
̔
０
年
代
後
൒
か
ら
１

９
９
０
年
代
中
ࠒ
に
か
け
て
ԁ
高

が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国

の
農
産
物
ࢢ
場
に
対
す
る
ࢢ
場
開

放
ѹ
ྗ
が
高
ま
り
、
海
外
か
ら
の

安
価
な
農
産
物
の
༌
入
が
そ
れ
ま

で
以
上
に
増
大
し
、
そ
れ
に
引
き

ず
ら
れ
る
形
で
国
内
の
農
産
物
価

格
ࢦ
਺
は
௿
Լ
し
始
め
る
。
そ
の

後
は
、
１
９
９
３
年
の
Ψ
ッ
ト
・

΢
ル
グ
ア
イ
・
ラ
΢
ン
ド
農
業
合

意
に
よ
る
ถ
の
ؔ
੫
化
と
ミ
ニ
Ϛ

Ϝ
・
ア
ク
η
ス
ถ
の
ٛ
຿
的
༌
入

ٴ
ͼ
価
格
支
持
੓
策
の
؇
࿨
、
１

９
９
̑
年
の
食
ྐ
管
理
法
か
ら
食

か
ら
の
北
海
道
農
業
を
考
え
る
ࡍ

に
、
൴
ら
先
人
が
Ռ
た
し
た
໾
割

と
開
拓
へ
の
૝
い
を
決
し
て
๨
れ

て
は
な
る
ま
い
。

さ
て
、
そ
の
１
̑
０
年
ほ
ど
લ

に
は
૝
૾
さ
え
出
来
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
今
日
の
北
海
道
は

໊
実
と
も
に
わ
が
国
最
大
の
ứ
食

料
供
給
基
地
Ừ
で
あ
る
。
౷
ܭ
資

料
の
制
໿
か
ら
高
度
経
ࡁ
成
௕
ظ

以
߱
の
ݶ
定
で
は
あ
る
が
、
北
海

道
の
農
業
ߏ
造
の
ਪ
Ҡ
を
ࣔ
し
た

の
が
ද
１
で
あ
る
。
ಉ
ද
に
よ
る

と
、
こ
の
60
年
の
時
間
経
過
と
と

も
に
、
北
海
道
の
૯
農
家
਺
と
基

װ
的
農
業
ै
事
者
਺
は
̔
割
ڧ
も

ݮ
গ
し
た
。
そ
の
一
方
で
ߞ
地
面

積
は
２
割
ほ
ど
増
加
し
、
݁
Ռ
的

に
北
海
道
の
農
家
一
ށ
あ
た
り
ฏ

ۉ
ߞ
地
面
積
は
１
９
６
０
年
の
̐

IB
か
ら
２
０
２
０
年
の
�0
IB
へ
と

ඈ
༂
的
に
֦
大
し
て
き
た
。
こ
の

間
の
౎
෎
ݝ
の
農
家
一
ށ
あ
た
り

ฏ
ۉ
ߞ
地
面
積
の
֦
大
が
0�9
IB
か

ら
1�9
IB
に
ࢭ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

ซ
せ
考
え
る
と
、
北
海
道
の
農
業

ߏ
造
が
い
か
に
ٸ
ܹ
に
、
か
つ
大

き
く
変
化
し
て
き
た
の
か
を
理
ղ

で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
な
ͥ
北
海

道
で
大
規
໛
な
農
業
経
Ӧ
が
形
成

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
౴
え
の
一
つ
が
、
北
海
道
で
生

産
さ
れ
る
農
産
物
の
多
く
が
、
ถ

๺
ւ
ಓ
農
ۀ
の
੒
Γ
ཱ
ͪ
Λ

ৼ
Γ
ฦ
Δ

今
か
ら
�0
年
ほ
ど
લ
に
全
日
ۭ

ớ
̖
̣
̖
Ờ
の
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
で
使

わ
れ
始
め
た
キ
ャ
ッ
チ
ί
ϐ
ー
の

「
で
っ
か
い
ど
お
。
北
海
道
」、
ݱ

ࡏ
で
も
北
海
道
を
๚
れ
る
多
く
の

人
た
ち
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
ޱ
ず
さ
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
自
然
๛
か
で
༤
大
な

ܠ
色
は
北
海
道
؍
ޫ
の
見
ॴ
の
一

つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
本
भ

で
は
ほ
と
ん
ど
໨
に
す
る
こ
と
の

な
い
大
規
໛
な
農
業
が
展
開
す
る

農
ଜ
ܠ
؍
で
も
あ
る
。
か
つ
て
広

大
な
ݪ
໺
と
ᓔ
૵
と
し
た
ݪ
生
ྛ

に
෴
わ
れ
て
い
た
北
海
道
の
開
拓

は
໌
࣏
２
年
ớ
１
̔
６
９
年
Ờ
の

「
開
拓
使
」
の
設
ஔ
と
と
も
に
本

格
的
に
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
ݫ
し
い
自
然
と
対
ቂ
し
、
過
ࠅ

な
೑
ମ
࿑
ಇ
を
担
っ
た
の
が
、
໌

࣏
維
新
で
ྖ
地
を
ࣦ
っ
た
چ
会
௡

ൡ
や
ઋ
୆
ൡ
な
ど
の
࢜
଒
や
ಮ
ా

ฌ
、
さ
ら
に
は
ओ
と
し
て
౦
北
や

北
཮
な
ど
か
ら
集
ஂ
な
い
し
は
୯

ಠ
で
Ҡ
ॅ
し
た
農
ຽ
た
ち
で
、
そ

の
૯
਺
は
໌
࣏
初
ظ
か
ら
大
正
後

ظ
に
か
け
て
໿
２
０
０
ສ
人
に
達

す
る
と
ݴ
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
ड़
す
る
が
、
こ
れ

特
集
3  

地
域
の
農
࡞
物
加
工
ỏサ
プ
ラ
イ
チェー
ン

ج
ௐ
Ϩ
ϙ
ー
τ

農
৔
か
ら
৯
୎
·
で
ڞ
༗
Ձ
஋
を
૑
଄
͢
る

͜
れ
か
ら
の
北
海
道
農
ۀ
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いとう・ふさお／農業経済学・農
業経営学を専門とし、環境保全
型農業、地域農業の構造分析な
どを主な研究テーマとする。東北
大学教授・名誉教授を歴任し、東
日本大震災後の農業復興や地
域資源を活用したアグリビジネス
の展開について実証的研究も進
めている。
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೶৔͔Β৯୎·Ͱڞ༗Ձ஋Λ૑଄͢Δ͜ Ε͔Βの北海道೶業

։
୓
期
か
ら
ߴ
౓
੒
௕
、ͦ
し
て
ࢢ
৔
։
์
と
ਓ
ޱ
ݮ
গ
の
࣌
୅
΁
─
─
؀

ڥ
ม
化
に
༳
れ
ͳ
が
ら
΋
ൃ
ల
し
て
͖
た
北
海
道
農
業
ن。
໛
֦
大
の
࣌

୅
を
経
て
、ۙ
೥
は
ε
Ϛ
ー
τ
農
業
の
ಋ
ೖ
や
Ճ
޻
ɾ
ྲྀ
௨
を
ؚ
Ή
α
ϓ
ϥ

Π
チ
ỻ
ー
ϯ
શ
ମ
で
の
෇
Ճ
Ձ
஋
޲
上
、࣋
ଓ
Մ
ೳ
ੑ
の
֬
立
が
大
͖
ͳ
՝

୊
と
ͳ
ỳ
て
い
る
。本
ߘ
で
は
、先
ਐ
త
ͳ
औ
り
૊
Έ
で
஫
໨
さ
れ
る
Φ

ϗ
ー
π
Ϋ
஍
Ҭ
の
現
৔
を
ࢹ
࡯
し
た
౦
ژ
農
業
大
ֶ
ҏ
౻
๪
༤
教
त
に

͝
د
ߘ
い
た
だ
い
た
。
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北海道の産業 マイクロ・インダストリー

ྐ
法
へ
の
制
度
վ
正
に
൐
う
ถ
ࠄ

流
௨
の
自
由
化
、
౳
々
の
制
度
変

化
に
よ
り
、
わ
が
国
の
農
業
生
産

は
国
ࡍ
ڝ
૪
ྗ
の
ڧ
化
が
ओ
要
な

՝
୊
と
な
っ
て
い
く
。
ซ
せ
て
、

１
９
９
０
年
代
初
頭
の
バ
ϒ
ル
経

ࡁ
่
յ
以
߱
、
わ
が
国
の
社
会
経

ࡁ
は
「
ࣦ
わ
れ
た
�0
年
」
と
ݴ
わ

れ
る
よ
う
に
௕
ら
く
௿
໎
し
続
け
、

国
内
の
農
産
物
価
格
も
௕
ظ
に
わ

た
っ
て
௿
Լ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
間
の
農
業
生
産
資

材
の
価
格
ࢦ
਺
が
一
؏
し
て
上
ঢ

し
続
け
て
い
る
こ
と
と
は
対
র
的

で
、
݁
Ռ
的
に
農
家
の
経
Ӧ
؀
ڥ

の
ྑ
し
ѱ
し
を
ࣔ
す
農
業
ަ
қ
৚

݅
ࢦ
਺
は
１
９
９
０
年
以
߱
௿
Լ

傾
޲
に
あ
り
、
ಛ
に
２
０
０
０
年

代
中
ࠒ
か
ら
ಉ
ࢦ
਺
は
１
０
０
を

Լ
回
り
、
ۙ
年
の
農
業
収
益
が
ѱ

化
し
て
い
る
こ
と
を
物
ޠ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
農
業
生
産

は
そ
の
時
々
の
時
代
എ
ܠ
に
基
ͮ

く
੓
策
や
制
度
変
ߋ
に
大
き
く
Ө

ڹ
を
ड
け
な
が
ら
展
開
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ݸ
別
農
業
経

Ӧ
の
؍
点
か
ら
経
Ӧ
の
持
続
性
、

生
き
残
り
戦
ུ
を
考
え
て
み
る
と
、

売
ങ
や
௞
ି
आ
に
よ
る
農
地
の
流

動
性
が
௿
い
౎
෎
ݝ
で
は
ࡏ
ଜ
の

ま
ま
݉
業
農
家
と
な
る
్
を
બ
୒

し
た
の
に
対
し
て
、
地
Ҭ
࿑
ಇ
ࢢ

場
が
充
分
に
成
熟
し
て
い
な
い
北

৚
݅
が
ൺ
ֱ
的
؇
い
地
Ҭ
ớ
北
海

道
と
౎
෎
ݝ
の
一
部
地
Ҭ
を
૝
定
Ờ

に
み
ら
れ
る
規
໛
֦
大
の
道
ے
で

あ
る
。
作
付
け
面
積
の
֦
大
に
൐

い
生
産
ྔ
一
୯
Ґ
あ
た
り
ί
ス
ト

ớ
ฏ
ۉ
費
用
Ờ
が
௿
Լ
し
て
い
く

こ
と
は
「
規
໛
の
経
ࡁ
性
」
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
安
価
な
༌
入

農
産
物
の
増
大
や
過
৒
生
産
で
農

産
物
価
格
が
௿
Լ
傾
޲
に
あ
る
と

き
に
は
、
農
地
を
集
積
・
集
໿
し

て
経
Ӧ
面
積
を
֦
大
し
、
収
益
の

޲
上
を
ਤ
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
。
た
だ
し
、「
規
໛
の
経
ࡁ
性
」

に
は
地
Ҭ
の
生
産
৚
݅
や
作
物
の

生
産
ٕ
ज़
ମ
ܥ
ご
と
に
ద
正
規
໛

が
あ
り
、
そ
れ
を
上
回
る
生
産
規

໛
で
は
ٯ
に
ฏ
ۉ
費
用
が
上
ঢ
す

る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経

Ӧ
と
地
Ҭ
農
業
の
展
開
方
޲
と
し

て
規
໛
֦
大
を
ਤ
る
ࡍ
に
は
、
地

ྗ
の
維
持
・
増
進
を
ਤ
る
؍
点
か

ら
も
、
地
Ҭ
ಛ
性
を
౿
ま
え
て
ద

正
規
໛
の
ൣ
ғ
内
で
ྠ
作
ମ
ܥ
を

֬
立
し
て
い
く
こ
と
が
何
に
も
増

し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
ؔ
࿈

し
て
ۙ
年
、
農
業
の
࿑
ಇ
ྗ
ෆ
足

౳
を
എ
ܠ
に
、
̞
̾
ớ̩*OUFSOFU

PG5IJOHT

Ờや
ロ
Ϙ
ッ
ト
、
ド
ロ
ー

ン
౳
の
先
୺
ٕ
ज़
を
׆
用
し
た

「
ス
Ϛ
ー
ト
農
業
」
の
ਪ
進
が
ਤ

ら
れ
て
い
る
。「
ス
Ϛ
ー
ト
農
業
」

海
道
で
は
݉
業
を
બ
୒
す
る
༨
地

が
き
わ
め
て
ݶ
定
的
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
農
業
収
益
が
ѱ
化
し
た

多
く
の
農
家
は
ڍ
家
཭
ଜ
を
બ
୒

し
て
農
ଜ
か
ら
౎
ࢢ
へ
と
Ҡ
動
し
、

そ
の
཭
農
੻
地
を
地
Ҭ
の
意
ཉ
あ

る
農
家
が
引
き
ड
け
る
、
そ
れ
を

܁
り
ฦ
し
な
が
ら
今
日
の
大
規
໛

な
農
業
経
Ӧ
が
形
成
さ
れ
て
き
た

と
理
ղ
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
変
化
を
൐
い
な
が
ら
北

海
道
の
農
業
産
出
ֹ
は
ண
実
に
増

加
を
続
け
、
２
０
２
０
年
の
全
国

の
農
業
産
出
ֹ
に
઎
め
る
北
海
道

の
割
合
は
1�
％
を
上
回
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
北
海
道
が

わ
が
国
最
大
の
ứ
食
料
供
給
基
地
Ừ

と
ݴ
わ
れ
る
ॴ
以
で
あ
る
。

͜
Ε
͔
Β
の
๺
ւ
ಓ
農
ۀ
Λ

ߟ
͑
Δ
ج
ຊ
త
ͳ
ࢹ
఺

あ
な
た
は
な
ͥ
農
業
を
し
て
い

る
の
で
す
か
。
こ
れ
ま
で
਺
多
く

の
農
業
経
Ӧ
者
に
໰
い
か
け
て
き

た
質
໰
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
プ
ル

な
໰
い
に
対
す
る
回
౴
は
じ
つ
に

多
༷
で
あ
り
、
経
ࡁ
学
の
ς
キ
ス

ト
に
ొ
場
す
る
「
ا
業
の
໨
的
は

།
一
ར
५
を
最
大
化
す
る
こ
と
で

あ
る
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
農
家
と
し
て

の
生
׆
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
家
ܭ
費
ớ
ॴ
ಘ
Ờ
を
֫
ಘ
す
る

た
め
」
と
い
う
回
౴
は
օ
に
ڞ
௨

し
て
い
る
が
、「
先
代
か
ら
引
き

継
い
だ
か
ら
」
と
か
「
自
分
の
リ

ズ
Ϝ
と
ࡋ
ྔ
で
自
然
と
޲
き
合
い

な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
が
好
き
だ

か
ら
」「
家
଒
と
一
ॹ
に
ಇ
け
る

か
ら
」「
地
Ҭ
の
成
һ
と
し
て
ೝ

め
ら
れ
た
い
か
ら
」
౳
々
と
、
次

か
ら
次
へ
と
経
ࡁ
的
要
Ҽ
と
は
別

の
理
由
が
ޱ
を
ি
い
て
出
て
く
る
。

こ
れ
は
家
଒
経
Ӧ
ಛ
༗
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
日
の
農
業
法

人
経
Ӧ
の
多
く
は
実
質
的
に
家
଒

経
Ӧ
で
Ӧ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

わ
が
国
の
農
業
経
Ӧ
の
大
൒
は
多

໨
的
ޮ
用
ؔ
਺
の
最
大
化
で
意
思

決
定
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い

あ
る
ま
い
。
と
は
ݴ
え
、
こ
の
よ

う
な
多
༷
な
໨
的
を
す
΂
て
໢
ཏ

し
て
今
後
の
農
業
経
Ӧ
の
展
開
方

޲
を
考
࡯
で
き
る
ྗ
ྔ
を
ච
者
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
こ
こ
で

は
農
業
ॴ
ಘ
に
ண
໨
し
た
ݶ
定
的

な
ࣔ
ࠦ
と
な
る
こ
と
を
ご
׮
঄
ئ

い
た
い
。

ਤ
２
は
、
わ
が
国
の
こ
れ
か
ら

の
農
業
経
Ӧ
と
地
Ҭ
農
業
の
展
開

方
޲
を
؆
ܿ
に
ද
わ
し
た
໛
式
ਤ

で
あ
る
。
ॎ
࣠
に
は
売
上
高
や
ॴ

ಘ
、
ར
益
と
い
っ
た
収
益
を
、
ԣ

࣠
に
は
౔
地
ར
用
ܕ
農
業
を
૝
定

し
て
経
Ӧ
面
積
を
そ
れ
ͧ
れ
設
定

し
て
い
る
。
ಉ
ਤ
か
ら
直
ち
に
、

農
地
流
動
化
の
制
໿
৚
݅
が
ݫ
し

い
地
Ҭ
、
す
な
わ
ち
経
Ӧ
面
積
の

֦
大
が
容
қ
で
な
い
地
Ҭ
ớ
౎
෎

ݝ
を
૝
定
Ờ
で
は
、
経
Ӧ
ൃ
展
に

޲
け
た
収
益
の
޲
上
を
ਤ
る
た
め

に
は
ਨ
直
的
多
֯
化
と
ݴ
わ
れ
る

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

合
理
的
と
理
ղ
で
き
よ
う
。
こ
こ

で
２
０
２
０
年
の
わ
が
国
の
最
終

消
費
か
ら
み
た
ҿ
食
費
の
フ
ロ
ー

を
整
理
し
た
ਤ
３
に
໨
を
స
じ
る

と
、
そ
こ
で
は
国
産
と
༌
入
を
合

せ
た
10
・
9
ஹ
ԁ
の
食
用
農
ྛ
ਫ

産
物
の
一
部
が
生
鮮
食
品
と
し
て
、

残
り
の
過
൒
は
さ
ま
͟
ま
な
食
品

に
加
工
・
製
造
さ
れ
、
そ
の
後
は

Է
売
業
౳
を
介
し
て
খ
売
店
や
ҿ

食
店
に
供
さ
れ
、
最
終
的
に
消
費

者
が
ҿ
食
料
費
と
し
て
�6
・
1
ஹ

ԁ
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
こ
の
最
終
消
費
ֹ
と
食

用
農
ྛ
ਫ
産
物
の
ࠩ
分
に
は
加

工
・
製
造
ஈ
֊
౳
で
の
食
用
農
ྛ

ਫ
産
物
以
外
の
中
間
౤
入
ࡒ
も
ܭ

上
さ
れ
て
い
る
た
め
ࠩ
ֹ
全
ମ
は

ૈ
付
加
価
値
の
૯
ֹ
に
は
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
で
も
産
業
全
ମ
の
ૈ

付
加
価
値
཰
が
̐
割
ڧ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
０
年
の
農
場
か

ら
食
୎
ま
で
の
食
産
業
に
お
い
て

ޏ
用
者
ॴ
ಘ
や
Ӧ
業
ར
益
な
ど
に

帰
ଐ
す
る
ڊ
ֹ
の
付
加
価
値
が
૑

り
出
さ
れ
て
い
る
と
ਪ
࡯
で
き
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
付
加
価
値
の
ބ
が
、

多
く
の
農
業
経
Ӧ
者
が
６
次
産
業

化
に
取
り
組
む
最
大
の
༠
Ҽ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
ݴ
う
ま
で
も

あ
る
ま
い
。
た
だ
し
、
農
業
の
経

験
し
か
な
い
経
Ӧ
者
が
自
ら
生
産

し
た
農
産
物
を
食
品
に
加
工
・
製

造
し
、
そ
し
て
自
ら
販
路
開
拓
を

し
な
が
ら
商
品
を
販
売
し
続
け
る

こ
と
は
決
し
て
容
қ
な
こ
と
で
は

な
い
。
売
れ
る
モ
ϊ
ͮ
く
り
に
ෆ

Մ
ܽ
な
加
工
・
製
造
ٕ
ज़
や
Ϛ
ー

έ
ς
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ル
の
श
ಘ
は

一
朝
一
༦
に
਎
に
つ
く
も
の
で
は

な
い
。
各
種
施
設
や
ػ
ց
・
設
උ

౳
の
౤
資
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
２
次
産
業
や
３
次
産
業
で
は

そ
も
そ
も
商
श
׳
が
ま
っ
た
く
異

な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
؀
ڥ
変

化
へ
の
ద
Ԡ
も
ٻ
め
ら
れ
る
。
６

次
産
業
化
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
は
そ
れ
ら
リ
ス
ク
を
引
き
ड
け

৐
り
ӽ
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク

に
大
い
な
る
ة
ዧ
を
感
じ
る
場
合

に
は
、
収
益
の
෯
は
খ
さ
く
な
る

が
６
次
産
業
化
か
ら
農
商
工
౳
࿈

ܞ
の
取
り
組
み
に
੾
り
ସ
え
る
か
、

は
た
ま
た
ਨ
直
的
多
֯
化
へ
の
挑

戦
を
ఘ
め
る
の
が
ݡ
໌
で
あ
る
。

ਤ
２
に
ࣔ
し
た
も
う
一
つ
の
展

開
方
޲
が
、
農
地
流
動
化
の
制
໿
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北海道の産業 マイクロ・インダストリー

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
道
ೆ
地
Ҭ

で
は
Թ
ஆ
な
ؾ
ީ
を
生
か
し
て
໺

ࡊ
や
ถ
を
中
৺
に
അ
ླ
ḕ
、
౾
類

౳
の
ാ
作
物
を
加
え
た
集
໿
的
な

農
業
が
Ӧ
ま
れ
、
道
ԝ
地
Ҭ
で
は

๛
෋
な
ਫ
資
ݯ
と
Ն
ق
の
高
Թ
を

生
か
し
て
ถ
や
໺
ࡊ
な
ど
を
ओ
ମ

と
し
た
農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
道
౦
・
道
北
地
Ҭ
の
う
ち
、

े
উ
・
オ
ホ
ー
π
ク
地
方
で
は
広

大
な
農
地
を
生
か
し
た
大
規
໛
な

ാ
作
や
酪
農
が
行
わ
れ
て
お
り
、

फ
୩
・
۴
路
・
根
ࣨ
地
方
で
は

&
6
ॾ
国
の
ਫ
४
に
ඖ
ఢ
す
る
大

規
໛
な
草
地
ܕ
の
酪
農
経
Ӧ
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
今

回
の
視
࡯
で
は
、
オ
ホ
ー
π
ク
地

Ҭ
の
Ϣ
ニ
ー
ク
で
、
か
つ
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
３

つ
の
事
ྫ
を
঺
介
し
た
い
。

最
初
の
事
ྫ
は
、
ג
式
会
社
グ

リ
ー
ン
ズ
北
見
で
あ
る
。
ಉ
社
の

会
社
֓
要
は
ද
２
の
௨
り
で
あ
る
。

オ
ホ
ー
π
ク
管
内
で
生
産
さ
れ
る

北
見
た
ま
ね
ぎ
１
̔
０
０
０
U
を

ݪ
料
に
、
ࢢ
販
用
の
オ
ニ
オ
ン
ス
ー

プ
ớ
̖
̞
̧
̙
̤
の
ػ
内
サ
ー
ビ

ス
の
ス
ー
プ
に
も
採
用
Ờ
や
業
຿

用
の
オ
ニ
オ
ン
ι
ς
ー
、
業
຿
用

̞
̦
̛
ớ*OEJWJEVBM

2
VJDL

'SP[FO

⽅
ݸ
別
ٸ
଎
ྫྷ
݁
Ờ
オ
ニ

オ
ン
、
۩
材
の
̓
割
が
ۄ
ね
ぎ
と

い
う
業
຿
用
ྫྷ
ౚ
食
品
た
ま
ί
ロ
、

౳
々
を
加
工
・
製
造
し
て
販
売
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
北
見
た
ま
ね

ぎ
と
は
北
見
地
۠
で
生
産
さ
れ
る

ۄ
ね
ぎ
で
、
国
内
シ
ỻ
ア
�0
％
を

઎
め
る
生
産
ྔ
日
本
一
の
ۄ
ね
ぎ

の
こ
と
で
あ
る
。
会
社
設
立
当
初

の
໨
的
は
、
ࢢ
場
に
出
荷
で
き
な

い
規
格
外
の
ۄ
ね
ぎ
を
ઐ
໳
に
加

工
し
て
高
付
加
価
値
化
を
ਤ
り
、

地
Ҭ
ޏ
用
を
૑
出
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ڟ
作
時
に
は

ݪ
料
の
ۄ
ね
ぎ
が
ෆ
足
す
る
事
態

と
な
る
こ
と
も
あ
り
、「
༌
入
対
߅
」

を
ܝ
げ
る
ಉ
社
と
し
て
は
、
安
価

な
༌
入
ۄ
ね
ぎ
に
依
存
す
る
こ
と

な
く
、
北
見
ۄ
ね
ぎ
を
安
定
֬
อ

す
る
手
ஈ
と
し
て
、
�
�
�
�
年

に
地
元
の
生
産
者
と
「
加
工
用
ܖ

໿
࠿
ഓ
」に
ண
手
し
、「
食
の
安
全
・

安
৺
」
の
担
อ
に
౒
め
た
。
ซ
せ

て
Ն
場
の
୺
ڥ
ظ
を
ղ
消
す
る
た

め
に
「
௕
ظ
ஷ
ଂ
試
験
」
に
も
取

り
組
み
、
今
日
の
安
定
的
な
ݪ
料

調
達
を
実
ݱ
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

取
引
先
の
஫
จ
に
Ԡ
じ
た
製
品
の

安
定
出
荷
が
Մ
ೳ
と
な
る
ば
か
り

か
管
内
の
ۄ
ね
ぎ
農
家
に
と
っ
て

も
Ӧ
農
ܭ
ը
や
経
Ӧ
ܭ
ը
の
策
定

が
容
қ
と
な
り
、
そ
れ
が
後
継
者

֬
อ
に
も
ܨ
が
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ಉ
一
産
地
の

ݪ
料
を
用
い
た
製
品
を
年
間
を
௨

じ
て
安
定
供
給
で
き
る
こ
と
が
グ

は
、「
σ
ー
タ
ۦ
動
ܕ
農
業
」
と

も
ݴ
わ
れ
る
よ
う
に
ै
来
の
経
験

と
צ
で
行
わ
れ
て
き
た
農
業
生
産

に
「
見
え
る
化
」
を
ಋ
入
し
、
そ

れ
に
よ
り
生
産
工
程
の
ল
ྗ
化
や

ޮ
཰
化
、
ਫ਼
៛
で
ద
੾
な
生
ҭ
管

理
౳
が
Մ
ೳ
と
な
り
、
以
っ
て
高

品
質
な
農
産
物
の
安
定
生
産
を
実

ݱ
す
る
新
た
な
ٕ
ज़
で
あ
る
。
た

だ
し
、「
ス
Ϛ
ー
ト
農
業
」
の
要

ૉ
ٕ
ज़
の
な
か
に
は
今
日
な
お
開

ൃ
్
中
や
վ
ྑ
中
の
も
の
も
あ
り
、

「
ス
Ϛ
ー
ト
農
業
」
の
ద
正
規
໛

に
つ
い
て
໌
շ
な
知
見
は
出
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
の
さ
ら
な
る
実

ূ
研
ڀ
の
成
Ռ
を
஫
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
こ
れ
か
ら
の
北

海
道
農
業
の
展
開
を
考
え
る
上
で

も
う
一
点
、
戦
後
の
わ
が
国
の
食

料
消
費
が
い
か
な
る
変
化
を
਱
げ

て
き
た
の
か
、
そ
の
֓
要
と
ಛ
௃

に
つ
い
て
֬
ೝ
し
て
お
こ
う
。
ਤ

̐
は
、
直
ۙ
60
年
間
の
カ
ロ
リ
ー

ϕ
ー
ス
で
み
た
わ
が
国
の
１
人
１

日
あ
た
り
供
給
熱
ྔ
と
ઁ
取
ྔ
の

ਪ
Ҡ
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

ओ
な
品
໨
ご
と
に
積
み
上
げ
た
๮

グ
ラ
フ
が
供
給
熱
ྔ
を
、
ં
れ
ઢ

グ
ラ
フ
が
ઁ
取
ྔ
を
ද
し
て
い
る
。

ಉ
ਤ
を
၆
ᛌ
し
て
み
る
と
、
は
じ

め
に
、
１
９
̓
０
年
代
ま
で
ӈ
ݞ

上
が
り
に
増
加
し
て
き
た
供
給
熱

ྔ
は
、
そ
の
後
わ
ず
か
に
上
ঢ
し

な
が
ら
ԣ
ば
い
傾
޲
で
ਪ
Ҡ
し
た

も
の
の
、
２
０
０
０
年
以
߱
は
௿

Լ
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
ઁ
取
ྔ
は
、
供
給

熱
ྔ
と
ಉ
༷
に
１
９
̓
０
年
ま
で

増
加
傾
޲
を
ࣔ
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
後
は
２
０
１
０
年
に
か
け
て

؇
や
か
に
௿
Լ
を
続
け
、
ۙ
年
よ

う
や
く
ԣ
ば
い
傾
޲
に
స
じ
つ
つ

あ
る
よ
う
に
見
ड
け
ら
れ
る
。
ち

な
み
に
、
供
給
熱
ྔ
と
ઁ
取
ྔ
の

ࠩ
分
が
食
品
残
ᕓ
や
食
΂
残
し
の

食
品
ロ
ス
で
あ
る
。
時
代
の
ਪ
Ҡ

と
と
も
に
֦
大
し
て
き
た
食
品
ロ

ス
も
、
学
ߍ
ڭ
ҭ
の
み
な
ら
ず
家

ఉ
や
ا
業
で
の
食
ҭ
の
成
Ռ
で
あ

ろ
う
か
、
ۙ
年
は
縮
খ
し
て
い
る

こ
と
を
֬
ೝ
で
き
る
。
次
に
、
品

໨
別
の
供
給
熱
ྔ
の
ਪ
Ҡ
を
食
料

消
費
ߏ
造
の
変
化
と
見
な
す
と
、

戦
後
の
わ
が
国
の
食
料
消
費
ߏ
造

の
ಛ
௃
と
し
て
、
ถ
の
消
費
が
高

度
経
ࡁ
成
௕
ظ
以
߱
一
؏
し
て
ݮ

গ
し
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、

食
೑
や
ཛ
、
牛
乳
・
乳
製
品
と
い
っ

た
ச
産
物
と
油
ࢷ
類
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
֬
ೝ
で
き
よ
う
。
લ

者
の
ச
産
物
の
増
加
は
、
経
ࡁ
成

௕
に
൐
い
ࠄ
物
の
消
費
が
ݮ
গ
し

て
ச
産
物
の
消
費
が
増
加
す
る
と

い
う
世
界
各
国
で
ڞ
௨
に
؍
࡯
さ

れ
る
経
験
ଇ
で
あ
り
、
後
者
の
油

ࢷ
類
の
増
加
は
、
ڞ
ಇ
き
の
増
加

な
ど
ঁ
性
の
社
会
進
出
の
広
が
り

に
よ
り
、
家
ఉ
内
で
の
調
理
時
間

を
縮
ݮ
し
て
中
食
や
外
食
へ
の
依

存
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
൓
ө
し

た
݁
Ռ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ී

ஈ
あ
ま
り
ؾ
に
せ
ず
に
ར
用
し
て

い
る
が
、
中
食
や
外
食
の
調
理
に

は
家
ఉ
で
調
理
す
る
よ
り
多
く
の

油
が
使
用
さ
れ
て
い
る
し
、
ί
ン

ビ
ニ
Τ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
る
お
に
ぎ
り
に
は
成
形

す
る
ػ
ց
の
作
業
性
を
高
め
る
と

と
も
に
ס
૩
防
ࢭ
と
見
栄
え
を
よ

く
す
る
た
め
に
ਬ
൧
油
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
ৄ
ࡉ
は
割
Ѫ
す
る
が
、

ਤ
３
の
加
工
品
部
໳
と
外
食
部
໳

へ
の
最
終
消
費
ֹ
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
わ
が
国
で
は
「
食
の
外

部
化
」
が
ண
実
に
進
展
し
て
い
る

こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
食
料
消
費
ߏ
造
の

変
化
を
౿
ま
え
、
ච
者
は
、
終
戦

直
後
か
ら
２
度
の
オ
イ
ル
シ
ἀ
ッ

ク
を
経
験
し
た
１
９
̓
０
年
代
ま

で
を
ứ
ң
ା
で
食
΂
る
時
代
Ừ、

そ
の
後
バ
ϒ
ル
経
ࡁ
が
่
յ
す
る

ま
で
を
ứ
ઉ
で
食
΂
る
時
代
Ừ、

そ
れ
以
߱
の
今
日
ま
で
を
ứ
೴
で

食
΂
る
時
代
Ừ
と
ݺ
ん
で
い
る
。

お
ෲ
い
っ
ͺ
い
食
΂
た
い
と
い
う

Ԣ
੝
な
需
要
の
も
と
で
作
れ
ば
何

で
も
売
れ
た
ứ
ң
ା
で
食
΂
る
時

代
Ừ、
お
ෲ
が
ຬ
た
さ
れ
る
と
美

味
し
い
も
の
が
食
΂
た
く
な
る
の

は
世
の
常
で
あ
り
消
費
者
ニ
ー
ズ

を
୳
り
な
が
ら
高
品
質
で
ࢢ
場
に

ड
け
入
れ
ら
れ
る
モ
ϊ
ͮ
く
り
に

挑
戦
し
始
め
た
ứ
ઉ
で
食
΂
る
時

代
Ừ、
そ
し
て
国
内
外
の
農
産
物

と
食
品
が
ᷓ
れ
か
え
る
今
日
のứ
๞

食
Ừ
日
本
で
は
何
を
作
れ
ば
売
れ

る
か
ࠞ
ಱ
と
し
て
先
行
き
が
見
௨

せ
ず
、
ま
さ
に
Ϛ
ー
έ
ς
ィ
ン
グ
・

ス
キ
ル
が
試
さ
れ
る
ứ
೴
で
食
΂

る
時
代
Ừ
を
ܴ
え
て
い
る
と
い
う

ೝ
識
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま

で
と
ಉ
༷
に
ứ
೴
で
食
΂
る
時
代
Ừ

に
お
い
て
も
こ
れ
が
正
ղ
と
い
う

取
り
組
み
な
ど
は
な
い
。
し
か
し
、

成
ޭ
に
ۙ
ͮ
く
伴
は
あ
る
。
そ
れ

は
、
使
い
ݹ
さ
れ
た
ݴ
༿
で
あ
る

が
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
க
す
る

モ
ϊ
ͮ
く
り
で
あ
り
、
ݱ
代
෩
に

ݴ
い
׵
え
る
と
、
農
産
物
や
食
品

の
供
給
を
௨
じ
て
国
内
外
の
消
費

者
に
ڞ
感
し
て
も
ら
え
る
ứ
価
値
Ừ

の
૑
造
で
あ
る
。

Φ
ϗ
ー
π
Ϋ
地
域
の
ઌ
ਐ
త
ͳ

औ
Γ
૊
Έ

広
大
な
北
海
道
は
地
Ҭ
に
よ
っ

て
地
形
や
ؾ
৅
৚
݅
、
立
地
৚
݅

な
ど
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ͧ

れ
の
地
Ҭ
ご
と
に
ಛ
色
あ
る
農
業

リ
ー
ン
ズ
北
見
の
最
大
の
ڧ
み
で

あ
る
が
、
実
は
そ
の
製
造
工
程
で

ప
ఈ
し
た
品
質
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
見
ಀ
し
て
は
な
ら
な
い
。

ಉ
社
で
は
自
動
ൽ
ണ
き
ػ
で
ۄ
ね

ぎ
の
外
ൽ
を
ണ
い
た
あ
と
、
生
の

ۄ
ね
ぎ
を
一
ຕ
一
ຕ
人
の
手
で
ണ

き
な
が
ら
׊
変
し
て
い
る
Օ
ॴ
な

ど
を
取
り
আ
き
、
ચ
ড়
工
程
や
カ
ッ

ト
工
程
で
も
異
質
な
も
の
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
取
り
আ
き
、
そ
の
上
で

ྫྷ
ౚ
ஷ
ଂ
や
加
熱
調
理
を
行
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
の
ओ
໾
は
も
ち
ろ

ん
地
元
ޏ
用
の
熟
࿅
ै
業
һ
で
、

60
ࡀ
代
の
方
々
も
਺
多
く
ಇ
い
て

い
る
と
い
う
。
෩
味
や
味
に
は
ま
っ

た
く
Ө
ڹ
を
ٴ
ぼ
さ
な
い
ほ
ん
の

�
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Ϧ
ー
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ζ
๺
ݟ
で
͸
ۄ、
Ͷ
͗
加
工
に
ಛ
Խ

し
た
ઐ
໳
ٕ
ज़
と
஍
ݩ
೶
ڠ
΍
自
࣏
ମ
と
の

ڠ
ྗ
の
も
と
、஍
Ҭ
Ұ
ମ
で「
๺
ݟ
ۄ
Ͷ
͗
」ϒ

ラ
ン
υ
の
޲
্
に
も
औ
Γ
૊
Μ
で
い
る
。୅
ද

औ
క
໾
ઐ
຿
・
Ԭ
ా
ग़
ึ
ớࢯ
ࣸ
ਅ
ࠨ
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క
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ੜ
࢈
ຊ
෦
௕
・
ޙ
౻
Ұ
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ớࢯ
ࣸ
ਅ
ӈ
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わ
ず
か
な
異
質
物
に
も
ク
レ
ー
Ϝ

を
出
し
て
く
る
今
日
の
日
本
の
消

費
者
が
変
わ
ら
な
い
ݶ
り
、
こ
の

࿑
ಇ
集
໿
的
な
作
業
が
ػ
ց
に
ஔ

き
׵
わ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
地

Ҭ
社
会
で
人
ޱ
ݮ
গ
が
ਂ
ࠁ
さ
を

増
す
と
と
も
に
外
国
人
࿑
ಇ
者
の

ड
け
入
れ
に
も
೉
点
が
あ
る
な
か

で
、
ै
業
һ
の
高
ྸ
化
は
と
て
も

η
ン
シ
ς
ィ
ϒ
で
೰
ま
し
い
໰
୊

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
グ
リ
ー
ン
ズ

北
見
が
๊
え
て
い
る
今
日
的
՝
୊

の
一
つ
に
、
࿝
ٺ
化
し
て
い
る
施

設
の
ߋ
新
໰
୊
が
あ
る
。
会
社
設

立
か
ら
ま
も
な
く
�0
年
、
加
工
施

設
の
ओ
࣠
で
あ
る
ୈ
一
工
場
な
ど

大
ܕ
౤
資
を
要
す
る
ߋ
新
Ҋ
݅
が

次
々
と
߇
え
て
い
る
も
の
の
、
人

ޱ
ݮ
গ
に
よ
り
国
内
ࢢ
場
が
縮
খ

し
て
い
く
な
か
で
౤
資
決
定
の
൑

அ
は
決
し
て
容
қ
な
こ
と
で
は
な
い
。

グ
リ
ー
ン
ズ
北
見
で
は
ݱ
ࡏ
、
海

外
ࢢ
場
の
開
拓
に
޲
け
た
新
商
品

開
ൃ
や
ސ
٬
֫
ಘ
に
積
ۃ
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成
Ռ
に
ظ

଴
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ま

一
つ
の
՝
୊
が
、
取
引
先
へ
の
定

時
配
送
に
޲
け
た
༌
送
シ
ス
ς
Ϝ

の
֬
立
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
ズ
北

見
の
製
品
は
提
ܞ
会
社
の
ト
ラ
ッ

ク
༌
送
で
道
内
や
಩
খ
牧
と
খ
Ḻ

か
ら
フ
ỻ
リ
ー
を
ར
用
し
て
本
भ

の
取
引
先
へ
と
ӡ
ば
れ
て
い
る
が
、

物
流
の
２
０
２
̐
年
໰
୊
と
い
わ

れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
֬
อ
と
時
間

外
࿑
ಇ
の
規
制
や
ѱ
ఱ
ީ
に
よ
る

フ
ỻ
リ
ー
の
ܽ
ߤ
な
ど
で
஗
配
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、
取
引
先
と
の

৴
པ
ؔ
܎
に
Ө
ڹ
を
༩
え
か
ね
な

い
。
た
だ
し
、
こ
の
໰
୊
は
グ
リ
ー

ン
ズ
北
見
ಛ
༗
の
՝
୊
で
は
な
く
、

２
０
０
％
を
௒
え
る
食
料
自
給
཰

全
国
ୈ
一
Ґ
を
ތ
る
北
海
道
農
業

全
ମ
に
か
か
る
՝
୊
で
も
あ
り
、

行
੓
や
ؔ
܎
ஂ
ମ
、
ؔ
࿈
ا
業
を

あ
る
と
ೝ
識
し
、
１
９
̔
３
年
に

地
Ҭ
՝
୊
の
ղ
決
に
޲
け
て
自
ら

ಘ
意
と
す
る
৘
ใ
ॲ
理
の
ا
ը
・

設
ܭ
・
ӡ
Ӧ
౳
を
行
う
ג
式
会
社

シ
ス
ς
Ϝ
サ
プ
ラ
イ
を
設
立
す
る
。

ಉ
社
の
会
社
֓
要
は
ද
̐
の
௨
り

で
あ
る
。
໳
࿬
社
௕
は
ಉ
社
の
経

Ӧ
ビ
ジ
ἀ
ン
に
ࣔ
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
৘
ใ
ٕ
ज़
の
多
面
的
実
૷

を
௨
し
て
農
業
の
新
し
い
カ
タ
チ

を
֬
立
し
よ
う
と
考
え
、
今
か
ら

�0
年
ほ
ど
લ
に
農
業
৘
ใ
に
ؔ
৺

の
あ
る
୺
໺
ொ
の
農
家
や
中
খ
ا

業
家
ಉ
༑
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
農

含
め
た
業
界
全
ମ
で
そ
の
ղ
決
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

次
の
事
ྫ
は
、
農
業
生
産
法
人

ג
式
会
社
イ
ι
ッ
プ
ア
グ
リ
シ
ス

ς
Ϝ
で
あ
る
。
ಉ
社
の
会
社
֓
要

は
ද
３
の
௨
り
で
あ
る
。
自
社
農

場
໿
��
IB
と
ג
ओ
で
も
あ
る
管
内

の
農
業
生
産
者
̔
໊
の
࿈
ܞ
農
場

໿
２
０
０
IB
で
খ
ഴ
や
大
౾
、
ͻ

ま
わ
り
、
໺
ࡊ
類
を
生
産
し
、
そ

れ
を
自
社
の
施
設
で
業
຿
用
ٴ
ͼ

家
ఉ
用
の
খ
ഴ
粉
や
大
౾
パ
΢

μ
ー
、
き
な
粉
、
ͻ
ま
わ
り
油
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
՛
ࢠ
౳
に
加
工
・

製
造
し
、
ओ
に
自
社
の
8
F
C
サ

イ
ト
を
௨
じ
て
販
売
し
て
い
る
。

ಉ
社
の
ಛ
色
は
、
社
໊
に
あ
る
イ

ι
ッ
プ
ớ
ᶗ
̨
̤
̥
̥
Ờ
に
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
؀
ڥ
ෛ

荷
௿
ݮ
と
持
続
Մ
ೳ
な
経
ࡁ
を

ܝ
げ
る
̞
̨
̤
１
̐
０
０
０
の

思
૝
を
基
本
に
ਾ
え
、
ਫ਼
ີ
農
業

ớ1SFDJTJPO
"HSJDVMUVSF

Ờ
の
実
ફ

で
高
品
質
の
ാ
作
物
を
生
産
し
、

̝
̖
̘
̘
̥
ớ
ة
ݥ
要
Ҽ
分
ੳ
重

要
管
理
点
Ờ
に
ଇ
っ
た
食
品
衛
生

管
理
手
法
に
基
ͮ
き
ݡ
い
モ
ϊ
ͮ

く
り
を
行
い
、「
安
全
で
安
৺
で

き
る
」
製
品
を
実
需
者
と
消
費
者

に
ಧ
け
よ
う
と
す
る
ミ
ッ
シ
ἀ
ン

で
あ
る
。
ਤ
̑
に
農
場
か
ら
食
୎

ま
で
の
流
れ
で
イ
ι
ッ
プ
ア
グ
リ

シ
ス
ς
Ϝ
が
取
り
組
む
΂
き
事
業

業
৘
ใ
研
ڀ
会
を
立
ち
上
げ
る
。

そ
れ
が
今
日
の
オ
ホ
ー
π
ク
地
Ҭ

の
「
ਫ਼
ີ
農
業
」
の
ݪ
点
で
あ
る
。

ݫ
ີ
に
は
「
ਫ਼
ີ
農
業
」
と
「
ス

Ϛ
ー
ト
農
業
」
は
ಉ
ٛ
で
な
い
が
、

「
σ
ー
タ
ۦ
動
ܕ
農
業
」
と
い
う

点
で
は
ಉ
じ
で
あ
り
、
ಉ
社
は
ま

さ
に
時
代
の
最
先
୺
を
੾
り
拓
い

て
き
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
ݴ
え
よ
う
。

こ
こ
で
多
༷
な
メ
ン
バ
ー
が
ࢀ
加

す
る
農
業
৘
ใ
研
ڀ
会
が
、
ݸ
々

の
農
業
経
Ӧ
の
ൃ
展
だ
け
で
な
く

地
Ҭ
の
農
業
ৼ
ڵ
や
地
Ҭ
σ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
も
ٞ
࿦
を
重
ね
、
地

の
ί
ン
η
プ
ト
が
整
理
さ
れ
て
い

る
が
、
最
終
的
な
໨
ඪ
に
「
農
」

と
「
食
」
の
ؔ
܎
を
「
ҩ
食
ಉ
ݯ
」

と
し
て
ଊ
え
「
自
立
ܕ
健
康
社
会

に
資
す
る
ϔ
ル
ス
έ
ア
ࢢ
場
の
૑

生
」
と
い
う
高
ᬏ
な
理
೦
が
ܝ
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
͟
ま
な
事
業
を
立
ち
上
げ
、

経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
໳
࿬
社

௕
の
熱
い
૝
い
の
౸
達
点
と
し
て

৅
௃
的
で
あ
る
。
地
元
の
ਫ
Ҵ
・

ാ
作
の
ෳ
合
経
Ӧ
を
Ӧ
ん
で
い
た

農
家
に
生
ま
れ
た
໳
࿬
社
௕
は
、

౦
ژ
の
大
学
を
ଔ
業
し
て
̣
̚
̘

ớ
日
本
ి
ؾ
Ờ
に
入
社
し
、
そ
の

あ
と
ݱ
ࡏ
の
̣
̩
̩
研
ڀ
ॴ
へ
の

出
޲
を
経
て
帰
ڷ
す
る
。
そ
こ
で

農
業
の
໰
୊
は
地
Ҭ
の
໰
୊
で
も

Ҭ
と
い
う
࿮
組
み
で
試
行
錯
誤
を

܁
り
ฦ
し
て
き
た
こ
と
に
஫
໨
し

た
い
。
農
業
生
産
法
人
ג
式
会
社

イ
ι
ッ
プ
ア
グ
リ
シ
ス
ς
Ϝ
は
、

そ
の
よ
う
な
എ
ܠ
の
も
と
で
設
立

さ
れ
、
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み

へ
と
進
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
、
地
Ҭ
農
業
の
ৼ
ڵ

に
は
ݸ
々
の
農
業
経
Ӧ
者
の
熱
い

૝
い
と
リ
ス
ク
を
ڪ
れ
ず
積
ۃ
Ռ

׶
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
起
業

家
ਫ਼
ਆ
も
必
要
で
あ
る
が
、
ࢤ
を

ಉ
じ
く
す
る
者
た
ち
の
人
的
ネ
ッ

ト
ϫ
ー
ク
が
新
た
な
取
り
組
み
の

૑
ൃ
の
ݯ
ઘ
と
な
り
事
業
を
ਪ
進

し
て
い
く
上
で
の
リ
ス
ク
ܰ
ݮ
に

も
ߩ
ݙ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
ೝ
識

す
る
こ
と
が
؊
要
で
あ
る
。

事
ྫ
の
最
後
が
、
௡
別
ொ
༗
ػ

酪
農
研
ڀ
会
で
あ
る
。
ಉ
研
ڀ
会

は
日
本
で
初
め
て
༗
ػ
酪
農
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

メ
σ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ご
存
知
の
方
も
গ

な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ಉ
研
ڀ
会
の
組
৫
֓
要
と
ओ
な
取

り
組
み
の
変
ભ
は
、
ද
̑
の
௨
り

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
研
ڀ
会

設
立
の
લ
࢙
に
つ
い
て
؆
ܿ
に
ݴ

ٴ
し
て
お
き
た
い
。
খ
規
໛
農
家

に
よ
る
ਫ
Ҵ
作
中
৺
の
わ
が
国
で

酪
農
の
展
開
が
本
格
的
に
始
ま
る

の
は
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
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੹೚を୲͏ࡐݪྉの
ൽむ͖などલॲཧで
は、ଟくの熟࿅ैۀһ
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ࣸਅ�ɹ主ྗ商品の「オχオン
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͢
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ࣜ
ձ
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イ
ι
ッ
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Ξ
ά
Ϧ
γ
ε
ς
Ϝ
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໳
࿬
෢
Ұ
社
௕
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な
っ
た
。
こ
の
໰
୊
に
対
ॲ
す
る

た
め
に
௡
別
ொ
で
は
１
９
９
̑
年

に
酪
農
・
ச
産
を
対
৅
に
「
໢
૸

ބ
ড়
化
対
策
事
業
」
を
開
始
す
る
。

۩
ମ
的
に
は
、「
Ώ
う
ਫ
」
と
ݺ

ば
れ
る
各
種
༗
用
ඍ
生
物
が
ࠞ
入

さ
れ
た
ಠ
ಛ
な
༹
ӷ
を
ར
用
す
る

ড়
化
シ
ス
ς
Ϝ
を
酪
農
・
ச
産
農

家
に
ಋ
入
し
、
家
ச
;
ん
೘
の
ড়

化
を
ਤ
ろ
う
と
し
た
。
ま
た
１
９

９
̔
年
に
は
国
の
「
ச
産
؀
ڥ
整

උ
ಛ
別
対
策
事
業
」
が
始
ま
り
、

た
い
ං
舎
を
整
උ
し
て
家
ச
;
ん

೘
の
Տ
઒
ٴ
ͼ
地
Լ
へ
の
࿙
出
を

防
ご
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
௨
じ
て
ொ
内
の
酪
農
家

費
や
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
乳
ྔ
や

乳
質
の
޲
上
に
ܨ
が
っ
て
い
る
と

い
う
。
ま
さ
に
ス
Ϛ
ー
ト
ச
産
の

実
ફ
が
好
॥
؀
を
も
た
ら
し
て
い

る
優
ྑ
事
ྫ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
も
う
一
点
、
̟
̖
つ
΂
つ
の

̩
̢
ớ̧5PUBM.

JYFE
3BUJPO

Ờ

η
ン
タ
ー
に
は
༗
ػ
̟
̖
̨
ೝ
ূ

用
と
׳
行
用
の
２
ܥ
౷
が
උ
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
̟
̖
の

ڧ
ྗ
な
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

今
日
な
お
ಉ
研
ڀ
会
が
存
続
し
て

い
る
こ
と
を
ڧ
調
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
༗

ػ
酪
農
を
開
拓
し
、
ݗ
引
し
て
き

た
優
れ
た
取
り
組
み
に
対
し
て
、ྩ

࿨
̓
年
度
「
未
来
に
つ
な
が
る
持

続
Մ
ೳ
な
農
業
ਪ
進
ί
ン
ク
ー
ル
」

༗
ػ
農
業
・
؀
ڥ
อ
全
ܕ
農
業
部

の
間
に
؀
ڥ
に
や
さ
し
い
酪
農
を

໨
ࢦ
そ
う
と
す
る
ػ
ӡ
が
ৢ
成
さ

れ
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
と
ݴ

え
よ
う
。
こ
れ
と
ػ
を
ಉ
じ
く
し

て
໌
࣏
乳
業
は
、
そ
の
当
時
の
̚

̪
で
動
物
෱
ࢱ
や
؀
ڥ
อ
全
の
؍

点
か
ら
༗
ػ
牛
乳
の
ࢢ
場
が
成
௕

し
て
い
る
こ
と
に
ண
໨
し
、
わ
が

国
で
の
༗
ػ
牛
乳
の
取
り
組
み
を

໛
ࡧ
し
始
め
る
。
と
は
ݴ
え
、
༗

ػ
酪
農
へ
の
స
׵
に
は
௕
ظ
の
時

間
と
多
く
の
ࠔ
೉
が
容
қ
に
༧
ଌ

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
গ
し
で
も
༗

ػ
に
ۙ
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る

産
地
が
༗
ྗ
ީ
補
と
な
り
、
௡
別

ொ
の
酪
農
ৼ
ڵ
会
に
ന
Ӌ
の
໼
が

た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
߱
の

経
Ң
は
ද
̑
に
ࣔ
さ
れ
て
い
る
௨

り
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
留
意
す

΂
き
点
に
若
ׯ
ݴ
ٴ
す
る
と
、
σ

ン
ト
ί
ー
ン
の
༗
ػ
࠿
ഓ
に
取
り

組
み
始
め
た
当
初
は
収
ྔ
も
品
質

も
ࢂ
ጴ
た
る
݁
Ռ
と
な
り
、
そ
の

後
も
状
況
が
な
か
な
か
վ
ળ
し
な

い
こ
と
か
ら
研
ڀ
会
の
多
く
の
会

һ
が
཭
୤
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

౔
৕
਍
அ
に
基
ͮ
く
ܲ
;
ん
ओ
ମ

の
༗
ػ
ං
料
を
使
い
続
け
て
い
る

う
ち
に
、
౔
が
ॊ
ら
か
く
な
り
、

根
が
ு
り
や
す
く
、
อ
࣪
性
の
高

い
ാ
へ
と
変
化
し
て
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
༗
ػ
࠿
ഓ
の
σ
ン
ト
ί
ー

ン
は
草
ৎ
が
高
く
ܪ
も
ଠ
く
な
り
、

໳
に
お
い
て
、
௡
別
ொ
༗
ػ
酪
農

研
ڀ
会
が
農
ྛ
ਫ
産
大
ਉ
৆
を
ड

৆
し
た
こ
と
を
付
ه
し
て
お
く
。

ࠓ
ճ
の
ࢹ
࡯
Ͱ
ಘ
ͨ
஌
ݟ

カ
ロ
リ
ー
ϕ
ー
ス
で
み
た
食
料

自
給
཰
が
２
０
０
％
を
௒
え
る
北

海
道
農
業
の
Ҭ
外
へ
の
Ҡ
出
・
༌

出
は
、
今
日
な
お
ආ
け
て
௨
る
こ

と
の
で
き
な
い
積
年
の
基
本
՝
୊

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、ứ
๞

食
Ừ
日
本
の
国
内
ࢢ
場
は
も
と
よ

り
、
จ
化
や
嗜
好
、
生
׆
༷
式
が

異
な
る
海
外
ࢢ
場
に
ί
ミ
ッ
ト
す

る
の
は
容
қ
な
こ
と
で
は
な
い
。

Ϛ
ー
έ
ς
ィ
ン
グ
業
界
で
よ
く
ݴ

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
売
れ
る

商
品
に
は
「
ෆ
ศ
」「
ෆ
ຬ
」「
ෆ
安
」

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
充
分
な

草
地
や
飼
料
ാ
を
֬
อ
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
乳
牛
に
༌
入
ト
΢
モ

ロ
ί
シ
を
ݪ
料
と
す
る
ೱ
ް
飼
料

を
給
༩
し
て
多
く
の
生
乳
生
産
を

໨
ࢦ
す
日
本
ܕ
酪
農
が
ී
ٴ
・
定

ண
す
る
。
௡
別
ொ
の
酪
農
も
ಉ
༷

で
、
そ
こ
で
は
飼
養
頭
਺
を
増
や

し
て
大
規
໛
化
を
ਤ
る
と
と
も
に

そ
れ
に
見
合
う
牧
草
や
σ
ン
ト

ί
ー
ン
を
収
֭
す
る
た
め
に
大
ྔ

の
化
学
ං
料
と
農
ༀ
が
草
地
と
飼

料
ാ
に
౤
入
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
Տ
઒
の
ਫ
質
Ԛ
୙
に

つ
な
が
り
、
Լ
流
の
໢
૸
ބ
の
ਫ

質
Ԛ
છ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と

業
の
理
ղ
と
࿈
ܞ
が
ෆ
Մ
ܽ
で
あ

り
、
自
給
཰
�
�
�
％
の
オ
ー
Ψ

ニ
ッ
ク
牛
乳
の
生
産
は
決
し
て
容

қ
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
ซ

せ
て
、
オ
ー
Ψ
ニ
ッ
ク
牛
乳
が
手

元
に
ಧ
く
ま
で
に
、
৴
೦
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
਺
多
く
の
農

家
や
食
品
メ
ー
カ
ー
が
い
る
こ
と

を
理
ղ
す
る
消
費
者
の
存
ࡏ
と
そ

の
੄
໺
を
֦
げ
て
い
く
こ
と
が
何

に
も
ま
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は

ݴ
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
、
ಉ
研
ڀ
会
の
ߏ
成
һ
で
あ

る
ג
式
会
社
̚
・
̝
・
̛
で
は
ۙ

年
搾
乳
ロ
Ϙ
ッ
ト
と
㕒
د
せ
ロ

Ϙ
ッ
ト
を
ಋ
入
し
て
࿑
ಇ
ෛ
荷
ܰ

ݮ
に
取
り
組
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
༨
ྗ
と
時
間
は
乳
牛
の

ݸ
ମ
別
σ
ー
タ
の
分
ੳ
な
ど
に

そ
の
୯
収
は
׳
行
࠿
ഓ
を
上
回
る

ま
で
に
成
௕
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
༗
ػ
࠿
ഓ
の
σ
ン
ト
ί
ー
ン
と

牧
草
の
౶
度
が
上
ঢ
し
、サ
イ
レ
ー

ジ
の
ൃ
߬
も
ྑ
好
に
進
む
よ
う
に

な
り
、
牛
乳
に
؁
さ
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
ݴ
う
。

໌
࣏
オ
ー
Ψ
ニ
ッ
ク
牛
乳
は
௿
Թ

殺
菌
で
は
な
い
が
、
௡
別
ொ
の
ス
ー

パ
ー
で
ߪ
入
し
て
ҿ
ん
で
み
る
と
、

ま
さ
し
く
௿
Թ
殺
菌
牛
乳
に
উ
る

と
も
ྼ
ら
な
い
෩
味
を
ৢ
し
出
し

て
い
て
、
１
本
９
０
０
ὥ
໿
̑
０

０
ԁ
に
ೲ
ಘ
す
る
と
と
も
に
資
ݯ

॥
؀
ܕ
農
業
の
ఈ
知
れ
͵
チ
カ
ラ

に
感
じ
入
っ
た
次
ୈ
で
あ
る
。
こ

れ
に
ؔ
࿈
し
て
ಉ
研
ڀ
会
で
は
ݱ

ࡏ
、
高
価
格
で
も
ߪ
入
せ
͟
る
を

ಘ
な
い
༌
入
༗
ػ
配
合
飼
料
か
ら

の
୤
٫
を
ਤ
る
た
め
、
ߞ
ச
࿈
ܞ

の
一
؀
と
し
て
௡
別
ொ
༗
ػ
農
業

「
ෆ
շ
」
と
い
う
消
費
者
が
๊
え
る

ネ
Ψ
ς
ィ
ϒ
な
感
৘
や
状
況
を
ղ

消
す
る
ػ
ೳ
や
工
෉
が
施
さ
れ
て

い
る
と
ݴ
う
。
グ
リ
ー
ン
ズ
北
見

の
看
板
商
品
で
あ
る
オ
ニ
オ
ン
ス
ー

プ
は
、
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
タ
イ
Ϝ
パ
フ
Ỽ
ー
Ϛ
ン
スớ
時

短
Ờや
ί
ス
ト
パ
フ
Ỽ
ー
Ϛ
ン
スớ
費

用
対
ޮ
Ռ
Ờ
を
重
視
す
る
消
費
者

の
「
ෆ
ศ
」
と
「
ෆ
ຬ
」
を
ղ
消

し
て
い
る
。
ま
た
、
業
຿
用
の
オ

ニ
オ
ン
ι
ς
ー
や
̞
̦
̛
オ
ニ
オ

ン
は
、
安
定
し
た
品
質
の
ݪ
料
を

ཉ
し
い
時
に
ཉ
し
い
だ
け
調
達
し

た
い
と
い
う
実
需
者
の
「
ෆ
安
」

と
「
ෆ
ศ
」
を
ղ
消
し
て
い
る
。

一
方
、「
ਫ਼
ີ
農
業
」
を
基
൫
に
ਾ

え
る
イ
ι
ッ
プ
ア
グ
リ
シ
ス
ς
Ϝ

で
は
、
大
౾
の
ػ
ೳ
性
に
ண
໨
し

た
商
品
な
ど
を
加
工
・
製
造
し
、

健
康
に
「
ෆ
安
」
を
感
じ
て
い
る

消
費
者
や
「
ར
ศ
性
」
を
ٻ
め
る

実
需
者
へ
の
販
売
を
௨
じ
て
自
立

ܕ
健
康
社
会
へ
の
ߩ
ݙ
を
໨
ඪ
に

ܝ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
わ
が
国

初
の
༗
ػ
酪
農
を
実
ફ
し
て
い
る

௡
別
ொ
༗
ػ
酪
農
研
ڀ
会
の
オ
ー

Ψ
ニ
ッ
ク
牛
乳
は
、
化
学
ං
料
や

農
ༀ
の
使
用
に
ݒ
೦
を
も
つ
消
費

者
の
「
ෆ
ຬ
」
と
「
ෆ
安
」
を
ղ

消
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
先
進
的

な
取
り
組
み
は
、
ؾ
ީ
変
動
対
策

と
し
て
�
�
�
�
年
に
国
が
策
定

ਪ
進
ڠ
ٞ
会
の
ാ
作
農
家
に
イ
ア

ί
ー
ン
と
ࢠ
実
ト
΢
モ
ロ
ί
シ
の

༗
ػ
࠿
ഓ
を
委
託
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
取
り
組
み
が
生
産
ྔ
と

ί
ス
ト
面
で
ي
道
に
৐
る
と
༗
ػ

配
合
飼
料
の
９
割
が
֬
อ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
ૣ
ظ
実
ݱ
を

ظ
଴
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
行
く
手
を
્
む
要
Ҽ
と
し
て

収
֭
し
た
ト
΢
モ
ロ
ί
シ
を
ӡ
ൖ

す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
ෆ
足
す
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
意
外
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
場
面
で
も
物
流
໰
୊
が
ൃ
生
し

て
い
る
こ
と
を
࠶
ೝ
識
し
た
次
ୈ

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に

ਂ
ࠁ
な
՝
୊
と
し
て
、
༗
ػ
配
合

飼
料
の
残
り
１
割
を
ߏ
成
す
る
国

産
༗
ػ
大
౾
പ
な
ど
の
タ
ン
パ
ク

ݯ
の
֬
อ
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
ാ

作
農
家
の
み
な
ら
ず
食
品
製
造
ا

し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
ς
Ϝ

戦
ུ
」
に
合
க
し
て
い
る
。
視
点

を
変
え
れ
ば
そ
れ
ら
は
、「
経
ࡁ
性
」

の
み
な
ら
ず
「
社
会
性
」
や
「
จ

化
性
」
に
ứ
価
値
Ừ
を
見
出
す
消

費
者
へ
の
モ
ϊ
ͮ
く
り
を
行
っ
て

い
る
と
ݴ
え
よ
う
。
こ
の
点
は
、

こ
れ
か
ら
の
６
次
産
業
化
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ỻ
ー
ン
の
ߏ
ங
を
ਪ
進
し

て
い
く
上
で
必
要
ෆ
Մ
ܽ
な
視
点

で
あ
り
、
多
く
の
農
業
経
Ӧ
者
に

ڞ
༗
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
ئ
っ

て
い
る
。
ซ
せ
て
そ
の
ࡍ
に
、
自

ら
の
取
り
組
み
を
௨
し
て
次
世
代

に
何
を
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
思
い
を

஘
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が

ເ
൒
ば
で
཭
農
せ
͟
る
を
ಘ
な
か
っ

た
先
人
た
ち
に
対
す
る
੹
຿
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
農
業
経
Ӧ
者

を
は
じ
め
サ
プ
ラ
イ
チ
ỻ
ー
ン
を

ߏ
成
す
る
多
く
の
ス
ς
ー
ク
ホ
ル

μ
ー
に
は
ͥ
ͻ
北
海
道
ಛ
༗
の
フ

ロ
ン
ς
ィ
ア
・
ス
ϐ
リ
ッ
ト
を
ൃ

ش
し
て
、
経
ࡁ
性
、
จ
化
性
、
社

会
性
と
い
っ
た
３
つ
の
ứ
価
値
Ừ

の
૑
造
に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
取
り
組
み
を
௨
じ
て
自
ݾ
実

ݱ
し
て
い
く
こ
と
を
ظ
଴
し
た
い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら

๚
໰
す
る
先
々
で
物
流
イ
ン
フ
ラ

の
整
උ
が
؊
要
で
あ
る
こ
と
を
վ

め
て
௧
感
し
た
視
࡯
で
あ
っ
た
。

ಛू�  ஍Ҭͷ೶࡞෺Ճ޻ɺαϓϥΠνΣʔϯɹجௐϨϙʔτ

೶৔͔Β৯୎·Ͱڞ༗Ձ஋Λ૑଄͢Δ͜ Ε͔Βの北海道೶業

一ൠ牛乳とはҟなるେ変さと࿑ྗがඞཁとされるが、ྔ で
はなくՁ஋でࢢ৔から評Ձをಘていると࿩す௡ผொ༗ػ
ཙ೶ڀݚձձ௕のੴ઒ݡ一ࢯ。

ද�ɹ௡ผொ༗ػཙ೶ڀݚձɹ૊৫֓ཁとԊֵ

ॴɹࡏɹ஍ ๺ւಓ໢૸܊௡ผொ
ձ ࣾ 設 立 �000年
ձձ௕ڀݚ ੴ઒ݡ一
ɹ成ɹһߏ ށ�

͏ͪ ձࣾ&・)・'を設立ࣜג法人ۀڠでށ�
Ӧܦ�࣭࣮

೶ ஍ ໘ ੵ ���IB
͏ͪ ໿���IBʢ牧草��0IB、σントίーン9�IBʣが
'・(・&ձࣾࣜג

飼 ཆ 頭 ਺ ໿�00頭ʢ࢈ܦ牛ʣ
Ԋɹɹɹֵ �000年ɿ໌ ࣏乳ۀからのཁ੥をडけ༗ػཙ೶ڀݚ

ձを設立
ɹɹɹɹ௡ผொཙ೶ৼڵձձһށ��の͏ͪ�0ށが

Ճೖ
�001年ɿ自څ飼ྉʢσントίーンʣの༗࠿ػഓ։࢝
�00�年ɿ໌ ࣏乳ۀにΑるプレミΞム乳Ձが࣮ݱ
�ɹ�ಉ年ɿ自څ飼ྉෆ଍とߪೖ飼ྉඅ૿େにΑるॴಘ

௿໎でձһがށ�にݮগ
ɹ��ಉ年ɿ自څ飼ྉ࡞෇けะ৔の༗ػೝূ
�006年ɿオーΨχοΫ牛乳の༗4"+ػೝূ
�0�1年ɿࣜגձࣾ&・)・'でࡡ乳ϩϘοト、㕒دせϩ

Ϙοトなどをಋೖ

出యɿ௡ผொ༗ػཙ೶ڀݚձࢿྉ、೶ྛਫ࢈লࢿྉ

自然๛かな௡ผொで、ஸೡに飼ཆ؅ཧした݈߁な乳牛の
生乳だけを使༻している。

೔ຊでॳめて༗ػச࢈෺+"4ೝূをऔಘした
௡ผொ༗ػཙ೶ڀݚձの「໌࣏オーΨχοΫ
牛乳」。
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─
─
ੜ
産
෺
の
ओ
ͳ
ग़
ՙ
先
は
？

流
௨
業
者
や
ҿ
食
店
に
直
઀
Է

す
パ
タ
ー
ン
と
、
༣
ศ
ہ
で
取
ѻ
っ

て
い
る
カ
タ
ロ
グ
販
売
や
ネ
ッ
ト

販
売
。
あ
と
は
;
る
さ
と
ೲ
੫
の

ฦ
ྱ
品
で
す
。

ஸ
ೡ
さ
ͱ
ޮ
཰
Խ
の
両
ྠ
で

ऩ
ӹ
͕
ग़
る
࢓
૊
Έ
に

─
─

有
ػ
࠿
ഓ
や
ಠ
ࣗ
の
販
ച

ϧ
ー
τ
ͳ
Ͳ
、
௅
ઓ
త
ͳ
ࢼ
Έ
を

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ͦ
の
໨
ࢦ
す

と
こ
Ζ
は
？

私
た
ち
が
໨
ࢦ
し
て
る
の
は
、

ち
ゃ
ん
と
経
Ӧ
が
成
り
立
つ
༗
ػ

農
業
。
༗
ػ
は
手
間
も
お
金
も
か

か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
や
り
方
次
ୈ
な
ん
で
す
。

手
間
は
し
っ
か
り
か
け
つ
つ
、
自

動
ૢ
଩
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ಋ
入
な
ど
、

ޮ
཰
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
す
る
。

࠿
ഓ
か
ら
ס
૩
、
出
荷
ま
で
、
ち
ゃ

ん
と
手
を
か
け
れ
ば
、
高
品
質
と

な
り
、
୯
価
も
自
ず
と
高
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
今
、
ԁ
安
の
Ө
ڹ

か
ら
か
資
材
高
ಅ
で
み
ん
な
大
変

な
思
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
༗
ػ

用
の
資
材
は
、
国
内
で
生
産
し
て

い
る
か
ら
、
ҝ
ସ
の
Ө
ڹ
を
ड
け

に
く
く
、
あ
ま
り
値
上
が
り
し
て

い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
༗
ػ
農
業
は
自
立
し
て

い
る
と
ݴ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
Ξ
ト
ϐ
ー
の
ࢠ
ڙ
で
΋
৯
΂
ら

れ
る
༗
ػ
࠿
ഓ
の
খ
ഴ
を
作
っ
て

ཉ
し
い
」。
ͦ
ん
ͳ
ئ
い
を
׎
͑
る

΂
͘
、
農
家
の
஥
ؒ
７
ਓ
で
݁
੒

さ
れ
た
「
大
஍
の
̢
̚
̜
̪
̢
̞
」。

「
҆
શ
・
҆
৺
・
お
い
し
い
」
を
ε

ϩ
ー
Ψ
ϯ
に
॥
؀
ܕ
農
業
、
؀
ڥ

อ
શ
ܕ
農
業
を
࣮
ફ
し
、
༗
ػ
໺

ࡊ
の
生
࢈
は
΋
ち
Ζ
ん
、
໺
ࡊ
を

׆
༻
し
た
Ճ
޻
඼
開
ൃ
に
΋
औ
り

૊
ん
で
い
る
。
༗
ػ
農
業
と
い
う

高
い
ϋ
ー
υ
ル
と
農
業
ܦ
営
の
両

立
、
ͦ
し
て
ࠓ
ޙ
の
農
業
の
͋
り

ํ
に
ͭ
い
て
࿩
を
࢕
っ
た
。

─
─

૑
業
の
経
緯
と
、
有
ػ
農
業

を
始
め
ら
れ
た
͖
ỳ
か
け
を
お
教

え
い
た
だ
け
ま
す
か
？

「
大
地
の
̢
̚
̜
̪
̢
̞
」
と
し

て
༗
ػ
࠿
ഓ
ಉ
༑
会
を
ൃ
足
し
た

の
は
１
９
̔
９
年
で
す
。
で
も
実

は
、
１
９
̔
̑
年
લ
後
か
ら
༗
ػ

࠿
ഓ
の
実
験
は
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
私
が
会
௕
を
຿
め
て
い
た

─
─

農
業
経
Ӧ
を
す
る
上
で
、
今
後

の
՝
୊
だ
と
ײ
͡
て
い
る
こ
と
は
？

一
番
は
や
っ
ͺ
り
人
手
ෆ
足
。

そ
れ
を
ղ
決
す
る
た
め
に
は
、
ド

ロ
ー
ン
や
̖
̞
の
よ
う
な
最
新
ٕ

ज़
を
׆
用
す
る
の
も
手
な
の
で
す

が
、
そ
の
લ
に
、
ち
ゃ
ん
と
作
物

と
޲
き
合
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
そ
れ
ͧ
れ
の
農
家
に
よ
っ
て
、

ാ
一
ຕ
一
ຕ
౔
৕
や
作
物
の
状
況

が
গ
し
ず
つ
違
う
の
に
、
農
ༀ
ࢄ

෍
な
ど
、
み
ん
な
ԣ
ฒ
ͼ
で
ಉ
じ

こ
と
を
し
て
い
た
ら
、
ί
ス
ト
も

Լ
が
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
ล

を
、
も
っ
と
考
え
た
方
が
ྑ
い
と

思
い
ま
す
。

農
ڠ
੨
年
部
の
ς
ー
Ϛ
と
し
て
「
農

ༀ
も
化
学
ං
料
も
使
わ
な
か
っ
た

ら
、
作
物
っ
て
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

う
ʁ
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
ொ
か
ら
आ
り
た
ാ
を
使
っ

て
、
無
農
ༀ
で
バ
レ
イ
シ
ἀ
や
大

౾
を
࠿
ഓ
し
た
ら
、
そ
こ
そ
こ
の

収
ྔ
が
と
れ
た
。
そ
こ
で
、「
も

し
か
し
て
農
ༀ
な
ん
て
使
わ
な
く

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
ʁ
」
と

い
う
ؾ
ͮ
き
が
あ
っ
た
の
が
一
つ
。

そ
れ
と
知
り
合
い
か
ら
「
ア
ト
ϐ
ー

の
ࢠ
供
も
食
΂
ら
れ
る
༗
ػ
খ
ഴ

を
作
っ
て
ཉ
し
い
」
と
お
ئ
い
さ

れ
た
こ
と
、
あ
と
自
分
自
਎
も
ڧ

い
農
ༀ
ア
レ
ル
Ϊ
ー
だ
っ
た
こ
と
。

そ
う
い
う
എ
ܠ
が
あ
っ
て
、
ま
ず

は
１
９
̔
６
年
に
地
元
の
஥
間
と

༗
ػ
࠿
ഓ
ಉ
༑
会
を
݁
成
、
そ
れ

が
大
地
の
̢
̚
̜
̪
̢
̞
に
ൃ
展

し
た
と
い
う
形
で
す
。

─
─

現
在
の
事
業
಺
༰
を
お
教
え

く
だ
さ
い
。

農
業
の
経
Ӧ
や
農
産
物
の
生
産

࠷
先
୺
ٕ
ज़
͕
࢖
͑
る

ྗ
の
あ
る
農
家
を
૿
や
͢

─
─

こ
れ
か
ら
の
日
本
ɾ
北
海
道

の
農
業
に
必
要
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

そ
れ
は
ٕ
ज़
ަ
流
で
す
ね
。
大

学
で
研
ڀ
し
て
い
る
最
先
୺
ٕ
ज़

は
、
私
た
ち
に
߱
り
て
く
る
ま
で

10
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
৻
重
に

な
ら
͟
る
ಘ
な
い
部
分
は
あ
り
ま

す
が
、
ྫ
え
ば
自
分
た
ち
で
あ
る

程
度
ษ
ڧ
し
て
、
最
先
୺
ٕ
ज़
を

取
り
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
知
識
や

吸
収
す
る
ྗ
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
ٕ
ज़
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
、

ૣ
い
ஈ
֊
で
自
ら
൑
அ
で
き
る
の

で
、
そ
う
い
う
ྗ
を
持
っ
た
農
業

者
を
増
や
し
て
い
か
な
い
と
。
私

た
ち
は
ӡ
よ
く
、
色
々
な
大
学
の

先
生
が
研
ڀ
で
当
社
の
農
場
を
試

験
の
場
に
し
て
く
れ
た
。
そ
の
݁

Ռ
、
た
く
さ
ん
の
試
験
を
重
ね
る

中
で
、
成
ޭ
し
た
成
Ռ
や
ٕ
ज़
を

ಘ
ら
れ
た
の
は
、
と
て
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
し
た
。
当
社
は
໢
૸

に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
౦
ژ
農
業

大
学
の
お
か
げ
で
会
社
が
成
り

立
っ
て
い
る
と
ݴ
っ
て
も
過
ݴ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
も
、

ߨ
ԋ
な
ど
で
は
ٕ
ज़
を
ど
ん
ど
ん

ެ
開
し
て
い
ま
す
。
ا
業
ൿ
ີ
は

持
ち
ま
せ
ん
。

手
法
の
管
理
業
຿
な
ど
で
す
。

զ
々
は
会
社
で
管
理
し
て
い
る
直

Ӧ
農
場
、
私
た
ち
の
஥
間
の
໾
һ

農
場
、
一
ൠ
生
産
者
と
い
う
�
つ

の
農
場
が
あ
り
ま
す
。
一
ൠ
生
産

者
の
方
々
か
ら
出
荷
し
て
も
ら
う

農
作
物
に
つ
い
て
は
、
生
産
方
法

か
ら
資
材
や
ං
料
౳
ま
で
、
す
΂

て
զ
々
の
ࢦ
ಋ
す
る
や
り
方
で

作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
生
産

物
は
カ
Ϙ
チ
ャ
、
バ
レ
イ
シ
ἀ
、

ト
΢
モ
ロ
ί
シ
、
ア
ス
パ
ラ
。
そ

の
ほ
か
、
大
地
の
ً
ṷ
ớ
き
も
ち
Ờ

と
い
う
イ
モ
ṷ
や
カ
ッ
ト
໺
ࡊ
な

ど
加
工
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

─
─
Ճ
޻
作
業
は
Ͳ
ͪ
ら
で
？

໢
૸
管
内
の
２
カ
ॴ
の
工
場
に

お
ئ
い
し
て
い
ま
す
。
生
産
し
て

い
る
作
物
は
༗
ػ
̟
̖
̨
Ϛ
ー
ク

の
付
く
໺
ࡊ
な
の
で
、
そ
の
２
カ

ॴ
の
工
場
に
も
༗
ػ
ೝ
ূ
を
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
と
自
社
で

も
カ
Ϙ
チ
ャ
の
അ
ఙ
カ
ッ
ト
を
製

造
し
て
い
ま
す
。

࠷
৽
の
農
ۀ
ٕ
ज़
ͱ
ܦ
ݧ
を
༥
߹
さ
ͤ
て
ỏ

ܦ
Ӧ
͕
੒
Γ
ཱ
ͭ
༗
ػ
農
ۀ
を
࣮
ફ

ג
ࣜ
会
社
大
஍
の
̢
̚
̜
̪
̢
̞

特
集
3  

地
域
の
農
産
物
加
工
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

*.会社 େ஍ͷ.&(6ࣜג
୅දऔక໾社௕

੺ੴ ণࢤ

*.会社 େ஍ͷ.&(6ࣜג
●�009年法人設立
૑ҙ޻෉をੵみ重ねて͖たٕज़と௕年の
̓、をもとにݧܦ શ・̓ ৺な༗ػ೶࡞෺を
生֨ن。࢈֎の໺ࡊを༗ޮ׆༻す΂く、カο
ト໺ࡊ౳のՃ޻・販売もߦっている。

なだらかなٰྕ஍ଳが޿がるେۭொで、༗ػ೶ۀを͏ߦେ஍の.&(6.*のാは、ແ೶ༀ࠿ഓとはࢥえない
ほど、ࡶ草がほとΜどないのにڻく。

自ࣾ։発した෼཭Ϛルチビχールは༏れもので、人खをかけͣに๷
草ॲཧがで る͖。෼཭Ϛルチビχールを͖רऔるػցも自ࣾで։発
した。

໺ࡊのબผライン。ऩ֭された໺ࡊは͜͜ でબผޙ、ஸೡにശ٧め
されて出ՙされる。

事例紹介

01

─
─

最
後
に
、
ࠃ
や
北
海
道
、
ࢢ

ொ
ଜ
に
期
待
す
る
政
策
や
施
策
は

あ
り
ま
す
か
？

今
、
日
本
は
༗
ػ
農
業
の
ೝ
定

料
が
世
界
一
高
い
ん
で
す
。
大
規

໛
な
ら
ま
だ
い
い
の
で
す
が
、
খ

規
໛
だ
と
ೝ
定
料
が
か
な
り
の
ෛ

担
に
な
る
。
そ
ん
な
ෆ
ར
を
ղ
消

す
る
੓
策
を
と
っ
て
ཉ
し
い
で
す
。

あ
と
、
ୈ
ࡾ
者
継
ঝ
を
い
か
に
進

め
て
い
く
か
。
持
続
Մ
ೳ
な
農
業

の
た
め
に
、
農
家
の
ށ
਺
を
֬
อ

す
る
な
ら
、
私
は
大
規
໛
化
じ
ゃ

な
く
খ
規
໛
で
も
付
加
価
値
の
あ

る
作
物
を
生
産
す
る
の
が
ྑ
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
農
家
の
経
Ӧ

ྗ
を
高
め
て
高
収
益
化
を
໨
ࢦ
さ

な
い
と
、
担
い
手
も
続
か
な
い
。

人
が
ҭ
た
な
い
と
、
何
事
も
લ
޲

き
に
な
ら
な
い
で
す
か
ら
。
そ
し

て
自
ൃ
的
に
、
何
か
や
ろ
う
と
い

う
農
家
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。
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ߐ
別
製
粉
と
手
を
組
ん
で
製
粉
を

し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
経
Ң
で

খ
ഴ
の
収
益
が
安
定
し
て
い
き
、

じ
ゃ
あ
次
の
ஈ
֊
は
何
を
し
よ
う

か
と
考
え
た
時
に
、
こ
こ
の
ொ
に

産
業
や
ޏ
用
を
残
す
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
、
何
か
付
加
価
値
の
あ

る
こ
と
を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い

な
と
。
そ
れ
で
２
０
１
３
年
か
ら

始
め
た
の
が
、
ϙ
ッ
プ
ί
ー
ン
な

ん
で
す
。

਺
ʑ
の
ࣦ
ഊ
を
৐
Γ
ӽ
͑
て

े
উ
ϙ
ỽ
ϓ
ί
ー
ϯ
͕
஀
生

─
─

ϙ
ỽ
ϓ
ί
ー
ϯ
の
ੜ
産
だ
け

で
΋
ࠃ
಺
で
は
௝
し
い
と
ࢥ
い
ま

す
が
、
こ
ͪ
ら
で
は
さ
ら
に
Ճ
޻
ɾ

販
ച
ま
で
行
ỳ
て
い
ま
す
。
ͳ
ͥ

ͦ
こ
ま
で
、
ࣗ
社
で
す
る
Α
う
に

ͳ
ỳ
た
の
で
す
か
？

一
番
の
໨
的
は
、
冬
場
の
ޏ
用

の
૑
出
で
す
。
酪
農
や
ச
産
は
、

年
中
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
で
も
࿐

地
໺
ࡊ
や
ാ
作
は
、
冬
は
仕
事
が

な
い
わ
け
で
す
。
た
だ
ޏ
用
と
な

る
と
、
仕
事
が
な
く
て
も
給
料
が

ൃ
生
し
ま
す
。
ฐ
社
は
ί
ン
バ
イ

ン
や
બ
別
ラ
イ
ン
を
�
݄
຤
か
ら

10
݄
ぐ
ら
い
ま
で
回
す
の
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
も
う
１
回
స
、
11
݄
に

回
せ
れ
ば
、
資
産
回
స
も
い
い
わ

け
で
す
。
じ
ゃ
あ
何
か
秋
ޱ
に
収

֭
で
き
る
も
の
で
、
こ
の
ί
ン
バ

イ
ン
が
使
え
る
も
の
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
と
。
ί
ン
バ
イ
ン
の
取
ѻ
આ

໌
ॻ
を
見
て
い
た
ら
、
使
え
る
も

の
に
「
ϙ
ッ
プ
ί
ー
ン
」
っ
て
ॻ

い
て
あ
っ
た
ん
で
す
。
最
初
は
ࣦ

ഊ
の
࿈
続
で
、
本
場
ア
メ
リ
カ
の

生
産
者
を
๚
ね
て
ಇ
か
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
ϙ
ッ
プ
ί
ー
ン
工
場
を
๚

໰
す
る
な
ど
し
て
、
道
内
で
は
初

め
て
と
な
る
作
物
を
生
産
す
る
た

め
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
ま
し
た
。

ס
૩
方
法
を
工
෉
し
て
よ
う
や
く

３
年
໨
に
、
売
り
物
に
な
る
ϙ
ッ

プ
ί
ー
ン
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、

１
̔
９
９
年
、
Ԭ
ࢁ
ݝ
か
ら
ຊ

ผ
΁
౉
っ
て
き
た
ॳ
代
・
前
田
ۚ

࢛
࿠
が
、
ݪ
生
ྛ
の
広
が
る
ར
ผ

઒
Տ
൞
を
開
ࠖ
し
た
͜
と
に
࢝
ま

る
「
前
田
農
࢈
৯
඼
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
」。

ސ
٬
の
χ
ー
ズ
に
Ԡ
͑
る
খ
ഴ
࠿

ഓ
や
ࠃ
内
で
΋
௝
し
い
ϙ
ỽ
ϓ
ί
ー

ϯ
の
生
࢈
・
Ճ
޻
・
販
売
に
Α
る

６
次
࢈
業
化
ͳ
Ͳ
、
ଞ
と
Ұ
ઢ
を

ը
す
農
業
ܦ
営
が
஫
目
を
ू
Ί
て

い
る
。
先
ਓ
が
ੵ
Έ
ॏ
Ͷ
て
き
た

࿑
ۤ
を
ૅ
と
し
、
農
業
を
Ҿ
き
ܧ

͙
と
と
΋
に
、
৽
た
ͳ
挑
戦
に
ᬏ

ਐ
す
る
４
代
目
の
前
田
ໜ
༤
氏
に
、

６
次
࢈
業
化
΁
౿
Έ
ࠐ
ん
ͩ
ܦ
Ң

や
͜
れ
か
ら
の
農
業
ܦ
営
に
ͭ
い

て
࿩
を
࢕
っ
た
。

─
─

ま
ず
は
現
在
の
ओ
ͳ
作
෇
け

作
෺
と
、
事
業
಺
༰
に
つ
い
て
お

教
え
い
た
だ
け
ま
す
か
？

ߞ
作
面
積
は
໿
１
̑
０
IB
で
、

そ
の
う
ち
খ
ഴ
が
9�
IB
、
ϙ
ッ
プ

ί
ー
ン
が
�0
IB
、
శ
ࡊ
が
22
IB
ぐ

こ
れ
を
ݪ
料
と
し
て
そ
の
ま
ま
販

売
し
た
ら
、
冬
場
の
ޏ
用
を
क
る

こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
か
つ

ࠩ
別
化
し
な
い
と
Ϛ
ー
έ
ッ
ト
で

も
উ
て
な
い
。
ి
ࢠ
レ
ン
ジ
で
作

れ
る
ϙ
ッ
プ
ί
ー
ン
が
あ
る
の
は

知
っ
て
い
た
の
で
、
じ
ゃ
あ
そ
れ

を
や
ろ
う
と
。
そ
れ
で
工
場
を
作
っ

て
、
加
工
・
販
売
ま
で
手
ֻ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ݱ
ࡏ
社
һ

は
1�
໊
ớ
໾
һ
２
໊
含
む
Ờ
で
ӡ

Ӧ
し
て
い
ま
す
。

ࢢ
৔
の
ม
Խ
や
ސ
٬
の

χ
ー
ズ
を
ҙ
ࣝ
͠
た
農
ۀ
を

─
─

農
業
経
Ӧ
を
し
て
い
る
த
で
、

今
後
の
՝
୊
と
ײ
͡
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

զ
々
の
お
٬
༷
は
୭
な
の
か
を

ೝ
識
す
る
こ
と
が
重
要
。「
北
海

道
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
農

ச
産
物
の
ϒ
ラ
ン
σ
ィ
ン
グ
が
で

き
て
い
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
他

ら
い
で
す
。
খ
ഴ
は
「
春
よ
࿀
」

や
「
キ
タ
ϊ
カ
オ
リ
」
な
ど
、
ओ

に
パ
ン
用
の
̐
品
種
を
生
産
し
て

い
ま
す
。
収
֭
後
、
自
社
の
ラ
イ

ン
で
બ
別
、
ݕ
ࠪ
し
た
も
の
を
௿

Թ
อ
管
ݿ
に
ஷ
ଂ
し
て
、
஫
จ
に

Ԡ
じ
て
ߐ
別
製
粉
で
খ
ഴ
粉
に
し

て
も
ら
い
、
ސ
٬
の
パ
ン
԰
さ
ん

な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ओ
な

事
業
内
容
は
、
農
作
物
の
生
産
と

ి
ࢠ
レ
ン
ジ
用
ϙ
ッ
プ
ί
ー
ン
の

製
造
。
ؔ
࿈
会
社
の
「
༗
ݶ
会
社

े
উ
ଠ
ཅ
フ
Ỹ
ー
Ϝ
」
で
は
、
当

社
で
生
産
す
る
農
作
物
や
ϙ
ッ
プ

ί
ー
ン
の
販
売
、
̬
̚
̗
シ
ἀ
ッ

プ
の
ӡ
Ӧ
も
し
て
い
ま
す
。
ϙ
ッ

プ
ί
ー
ン
は
道
の
駅
な
ど
の
ほ
か
、

全
国
の
ө
ը
ؗ
な
ど
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

─
─

খ
ഴ
を
ੜ
産
す
る
だ
け
で
は

ͳ
く
、
খ
ഴ
ค
に
し
て
௚
ച
ま
で

行
う
Α
う
に
ͳ
ỳ
た
経
緯
は
？

以
લ
は
、
春
ま
き
খ
ഴ
を
作
っ

て
も
੺
ࣈ
だ
っ
た
ん
で
す
。
が
ん

に
は
な
く
、
ฐ
社
は
直
販
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
が
分
か
っ
て
い
る
。

僕
は
農
業
者
も
外
に
出
て
、
ࢢ
場

や
খ
売
店
で
実
ࡍ
の
需
要
者
に

会
っ
て
ニ
ー
ズ
を
ฉ
く
こ
と
は
す

ご
く
大
੾
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─

今
後
の
北
海
道
や
日
本
の
農

業
に
必
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

最
終
的
に
は
ڭ
ҭ
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
う
ち
で
は
地
Ҭ
の
খ
学

生
に
޲
け
た
農
場
見
学
や
工
場
見

学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ࢠ
ど
も
た

ち
に
実
ࡍ
に
ϙ
ッ
プ
ί
ー
ン
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
、
そ
う
い
う
経
験
か

ら
「
農
業
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
ࢠ
ど
も
た
ち
が
出
て
く
る
と
、

う
れ
し
い
で
す
ね
。

─
─

最
後
に
、
行
政
に
期
待
す
る

政
策
ɾ
施
策
ͳ
Ͳ
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
物
流
の
イ
ン
フ
ラ
を
क
っ

て
ほ
し
い
。
北
見
の
タ
Ϛ
ネ
Ϊ
や

こ
の
ล
の
ジ
ャ
Ψ
イ
モ
は
、
基
本

ば
っ
て
収
ྔ
を
上
げ
て
も
ま
か
な

え
な
い
ぐ
ら
い
。
੺
ࣈ
だ
っ
た
ら

当
然
、
事
業
ఫ
ୀ
で
す
よ
ね
。
で

も
ఫ
ୀ
す
る
લ
に
、
こ
の
春
ま
き

খ
ഴ
は
需
要
が
あ
る
の
か
ฉ
い
て

み
よ
う
と
、
࠺
の
実
家
の
あ
る
ਆ

ಸ
઒
ݝ
の
パ
ン
԰
さ
ん
に
ア
ϙ
な

し
で
ඈ
ͼ
込
ん
で
、
使
っ
て
く
だ

さ
い
と
ஔ
い
て
回
っ
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
２
ि
間
後
ぐ
ら
い
に

一
ݢ
の
店
か
ら
ి
࿩
が
あ
っ
て
、

「
こ
ん
な
に
道
産
খ
ഴ
の
レ
ϕ
ル
が

上
が
っ
て
い
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ

た
。
す
ご
く
美
味
し
い
」
と
。
そ

れ
で
パ
ン
用
の
খ
ഴ
の
需
要
が
あ

る
こ
と
は
分
か
っ
た
。
あ
と
は
ど

う
高
収
益
化
す
る
か
。
そ
れ
で
、

他
と
ࠩ
別
化
を
ਤ
る
た
め
多
品
種

の
খ
ഴ
を
作
る
こ
と
に
。
た
だ
多

品
種
だ
と
農
ڠ
で
બ
別
し
て
く
れ

な
い
の
で
、
બ
別
か
ら
ݕ
ࠪ
、
販

売
ま
で
全
部
自
分
た
ち
で
や
る
。

そ
し
て
、
パ
ン
԰
さ
ん
で
は
খ
ഴ

粉
に
し
な
い
と
使
え
な
い
の
で
、

ప
ఈ
͠
た
ސ
٬
໨
ઢ
ͱ
೤
い
௅
ઓ
৺
で

ऩ
ӹ
ੑ
の
ߴ
い
農
ۀ
ͱ
௨
೥
ޏ
༻
を
૑
ग़

લ
田
農
産
৯
඼
ג
ࣜ
会
社

特
集
3  

地
域
の
農
産
物
加
工
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

લ田೶࢈৯඼ ࣜג会社
୅දऔక໾社௕

લ田 ໜ༤

લ田೶࢈৯඼ ࣜג会社
●1�99年ೖ২ʗ19�1年法人設立
೶࢈෺の生࢈からՃ޻、販売·で一खにߦ
͏೶࢈৯品ձࣾ。*5にΑるޮ཰化、販売؅
ཧϚωジϝントのಋೖなど௅ઓతなࢼみで、
೶ۀの6࣍化にऔり૊Μでいる。

ऩ֭ؒۙのখഴാ。લ田೶࢈ではय़·͖ খഴの「य़Α࿀」、「はる ら͖り」、ळ·͖ খഴの「ΩタϊカオϦ」、「͖た
ほなみ」の�品種を生࢈している。

事例紹介

02

మ
道
貨
物
༌
送
な
ん
で
す
。
食
料

安
全
อ
ো
の
؍
点
か
ら
考
え
て
も

మ
道
貨
物
༌
送
は
क
っ
た
方
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
規
格

道
路
ネ
ッ
ト
ϫ
ー
ク
の
ૣ
ظ
׬
成

も
必
要
で
す
。
僕
は
、
本
別
は
道

౦
の
ϔ
ι
と
ݴ
っ
て
る
ん
で
す
。

北
見
や
۴
路
か
ら
も
１
時
間
ぐ
ら

い
な
の
で
、
本
別
に
物
流
の
中
継

ڌ
点
を
ஔ
け
ば
、
ྫ
え
ば
オ
ホ
ー

π
ク
ଆ
か
ら
そ
の
ま
ま
道
ԝ
・
道

ೆ
に
૸
ら
な
く
て
も
、
本
別
で
߱

ろ
し
て
オ
ホ
ー
π
ク
ଆ
へ
໭
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ෛ
担
が
ܰ
ݮ
さ
れ
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
ෆ
足
౳
の
໰
୊
も
ղ

消
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

い
っ
た
՝
୊
へ
の
対
Ԡ
も
ظ
଴
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

খഴやϙοプίーンはऩ֭年ごとに
؅ཧし、自ࣾの௿Թอ؅庫でஷଂ。
一年を௨して҆ఆしたڅڙを࣮ݱ
している。

黄
金
色
に
輝
く
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
。選
別
、乾
燥

さ
せ
た
も
の
を
自
社
の
製
造
ラ
イ
ン
で
加

工
・
包
装
し
、電
子
レ
ン
ジ
調
理
の「
十
勝

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」と
し
て
販
売
し
て
い
る
。
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一
方
、
チ
ー
ズ
作
り
は
、
食
品
製

造
の
た
め
、
一
回
も
食
品
事
故
を

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。
だ
か
ら

根
本
的
に
管
理
す
る
内
容
や
方
法

も
異
な
る
し
、
肌
で
感
じ
る
部
分

も
違
い
ま
す
。
ま
た
、
酪
農
に
お

け
る
生
乳
の
取
引
は
、
北
海
道
の

酪
農
家
か
ら
ま
と
め
て
委
託
さ
れ

て
い
る
ホ
ク
レ
ン
が
各
乳
業
会
社

へ
販
売
し
て
お
り
、
各
酪
農
家
で

搾
乳
さ
れ
た
生
乳
は
全
て
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
で
集
乳
し
て
各
乳
業
会

社
の
工
場
へ
と
送
ら
れ
ま
す
。
一

方
、
チ
ー
ズ
の
場
合
は
作
っ
た
商

品
が
１
０
０
％
売
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
販
路
を
開
拓
し
な
が
ら
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

生
産
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
も
大
き
な
違
い
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
い
ま
は
兄
弟
で
酪
農
、

チ
ー
ズ
作
り
と
手
分
け
し
て
い
る

の
で
い
い
の
で
す
が
、
ゼ
ロ
か
ら

立
ち
上
げ
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

挑
戦
し
た
両
親
達
は
、
相
当
に
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

─
─

乳
牛
の
飼
育
の
た
め
の
飼
料

や
資
材
の
調
達
先
、
チ
ー
ズ
の
販

路
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
飼
料
は
牧
場
の
牧
草
で
、

冬
場
は
牧
草
を
熟
成
さ
せ
た
サ
イ

レ
ー
ジ
が
90
％
以
上
で
す
。
ほ
ぼ

こ
こ
の
牧
草
で
賄
っ
て
い
ま
す
が
、

栄
養
価
の
偏
り
を
防
ぐ
た
め
、
ビ

タ
ミ
ン
剤
や
配
合
飼
料
も
使
っ
て

い
ま
す
。
配
合
飼
料
は
、
そ
ば
粉

の
カ
ス
や
醤
油
の
カ
ス
な
ど
で
、

敷
料
な
ど
の
資
材
も
含
め
て
地
元

産
を
優
先
し
て
使
用
し
て
お
り
、

父
親
の
代
か
ら
あ
ま
り
海
外
に
依

存
し
な
い
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ズ
の
販
路
で
す
が
、
チ
ー

ズ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
嗜
好
品

１
９
２
７
年
に
開
拓
農
家
と
し

て
大
樹
町
に
入
植
し
、
４
世
代
に

わ
た
り
酪
農
を
営
ん
で
き
た
半
田

家
。
90
年
代
前
半
か
ら
３
代
目

（
半
田
司
氏
）
が
チ
ー
ズ
作
り
に

挑
戦
し
、
96
年
に
「
半
田
フ
ァ
ー

ム
」
を
設
立
。
以
来
30
年
、
農
業

の
６
次
化
と
い
う
言
葉
が
広
ま
る

前
か
ら
、
酪
農
と
チ
ー
ズ
製
造
・

販
売
の
両
輪
で
事
業
を
続
け
て
き

た
。
自
分
た
ち
で
搾
っ
た
生
乳
を

使
い
製
造
す
る
農
家
チ
ー
ズ
（
フ
ェ

ル
ミ
エ
チ
ー
ズ
）
の
道
内
に
お
け

る
先
駆
け
的
存
在
で
、
丁
寧
に
手

作
り
さ
れ
た
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
は
、
道
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

─
─

ま
ず
、「
半
田
フ
ァ
ー
ム
」
と

し
て
チ
ー
ズ
作
り
を
始
め
ら
れ
た

経
緯
か
ら
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

ま
す
か
？

90
年
代
の
初
頭
、
生
産
調
整
で

せ
っ
か
く
搾
っ
た
生
乳
を
捨
て
な

の
類
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

販
売
し
て
い
る
商
品
と
は
価
格
も

質
も
異
な
る
の
で
、
農
場
で
の
直

販
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
他
、
道
内
で

は
「
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
」、「
き
た

キ
ッ
チ
ン
」
を
始
め
、
地
元
の
道

の
駅
、
道
外
で
は
百
貨
店
が
開
催

す
る
物
産
展
な
ど
に
出
店
し
て
販

売
し
て
い
ま
す
。

─
─

チ
ー
ズ
作
り
に
関
し
ま
し
て
、

大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

僕
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
っ
て
き

て
最
初
に
思
っ
た
の
が
、
日
本
人

は
「
手
間
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ

ど
美
味
し
い
も
の
が
出
来
る
」
と

思
っ
て
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

で
も
チ
ー
ズ
は
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ

な
く
て
、
で
き
る
だ
け
各
工
程
に

か
け
る
時
間
を
合
理
的
に
と
決
め

て
進
め
て
い
く
方
が
僕
は
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
僕
が
最
初
に

チ
ー
ズ
工
房
に
入
っ
た
こ
ろ
は
、

朝
６
時
か
ら
殺
菌
を
始
め
て
昼
の

12
時
ぐ
ら
い
ま
で
製
造
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
無
駄
な
作
業
を

削
っ
た
こ
と
で
、
今
は
10
時
に
製

造
が
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
短
縮
し

た
2
時
間
で
、
何
か
別
な
こ
と
が

で
き
る
し
、
休
憩
に
も
使
え
る
。

そ
う
い
う
面
を
一
番
考
え
て
い
ま

す
ね
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
憤
っ
た
父
が
、
生

乳
を
使
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
と

考
え
、
チ
ー
ズ
作
り
に
挑
戦
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
96
年

に
会
社
を
設
立
し
、
正
式
に
チ
ー

ズ
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

─
─

現
在
の
事
業
概
要
を
お
教
え

く
だ
さ
い
。

酪
農
と
チ
ー
ズ
の
製
造
・
販
売

で
す
。
酪
農
は
兄
の
佑
介
が
、チ
ー

ズ
作
り
は
私
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

搾
っ
た
生
乳
は
９
割
を
乳
業
メ
ー

カ
ー
に
出
荷
し
て
、
残
り
の
１
割

で
チ
ー
ズ
を
製
造
す
る
形
で
す
。

基
本
的
に
農
場
で
は
春
か
ら
秋
に

か
け
て
放
牧
し
、
牛
舎
で
は
乳
牛

が
で
き
る
だ
け
ス
ト
レ
ス
な
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
つ
な
ぎ
飼
い
で

は
な
く
自
由
に
動
き
回
れ
る
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
バ
ー
ン
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
自
然
で
安

全
な
生
乳
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ズ
作
り
は
、
そ
の
日
の
朝

制
度
や
流
行
に
惑
わ
さ
れ
ず

自
分
た
ち
の
思
い
を
大
事
に

─
─

今
後
の
北
海
道
や
日
本
の
６

次
産
業
化
、
ま
た
チ
ー
ズ
業
界
に

必
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

農
産
物
に
新
た
な
付
加
価
値
を

生
み
出
す
農
業
の
６
次
化
を
国
が

施
策
と
し
て
進
め
て
い
る
の
は
い

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
チ
ー
ズ
作
り
と
い
う
部
分
で

は
、
い
ま
日
本
中
に
チ
ー
ズ
工
房

が
す
ご
く
増
え
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
は
い
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、

自
分
と
し
て
は
、
世
の
中
の
ニ
ー

ズ
や
消
費
者
を
ち
ゃ
ん
と
意
識
し

つ
つ
、
色
々
な
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
商
品
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
補

助
金
が
あ
る
か
ら
流
行
り
の
チ
ー

ズ
を
や
っ
て
み
よ
う
で
は
な
く
、

地
に
足
を
つ
け
て
酪
農
や
チ
ー
ズ

製
造
・
販
売
を
続
け
な
が
ら
収
益

や
生
産
性
も
考
え
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
事

業
の
持
続
性
を
高
め
て
い
く
た
め

に
は
何
が
必
要
か
、
自
分
た
ち
の

チ
ー
ズ
を
世
の
中
に
広
め
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
常

に
考
え
て
い
ま
す
。

─
─

最
後
に
、
行
政
に
期
待
す
る

政
策
や
施
策
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

搾
っ
た
新
鮮
な
生
乳
で
行
い
ま
す
。

１
日
だ
い
た
い
２
０
０
～
３
０
０
ℓ

の
生
乳
を
使
い
、
チ
ー
ズ
を
仕
込

ん
で
い
ま
す
。

「
オ
チ
ャ
ー
ド
」
や
「
チ
モ
シ
ー
」、

「
ル
ー
サ
ン
」
な
ど
父
の
代
か
ら
の

看
板
商
品
を
含
む
10
種
類
ほ
ど
の

チ
ー
ズ
の
ほ
か
、
僕
が
引
き
継
い

で
か
ら
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
製
造

も
始
め
ま
し
た
。

大
人
に
な
って
か
ら
感
じ
る

先
駆
者
で
あ
る
両
親
の
偉
大
さ

─
─

酪
農
と
チ
ー
ズ
作
り
を
両
立

す
る
上
で
、
難
し
い
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？

酪
農
と
チ
ー
ズ
作
り
は
、
生
産

に
お
け
る
管
理
の
視
点
が
全
然
違

い
ま
す
。
酪
農
で
も
衛
生
管
理
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
安
定
し

た
品
質
の
生
乳
を
提
供
し
て
い
く

た
め
、
乳
牛
を
健
康
な
状
態
に
維

持
す
る
事
も
と
て
も
大
事
で
す
。

生
産
調
整
の
苦
難
を
き
っ
か
け
に

北
海
道
の
農
家
チ
ー
ズ
の
先
駆
者
へ

有
限
会
社
半
田
フ
ァ
ー
ム

特
集
3  

地
域
の
農
産
物
加
工
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

有限会社 半田ファーム

半田 康朗

有限会社 半田ファーム
●1996年法人設立
放牧主体でのびのび育てた乳牛の生乳を
使い、ナチュラルチーズを製造・販売。チーズ
のほか、牛乳を乳酸菌だけで固めたヨーグ
ルトや飲むヨーグルトも好評。

熟成庫でじっくり時を重ねて、旨味を蓄えるチーズ。熟成庫に居ついているカビ菌は自然発生のワイルド種で、
半田ファームならではの味を生み出すのに一役買っている。

事例紹介

03

だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
自
分
も
両
親
も
フ

ラ
ン
ス
に
行
っ
て
、
と
て
も
知
見

が
広
が
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
若

い
時
に
行
く
こ
と
で
多
く
の
知
識

を
吸
収
で
き
た
面
が
あ
る
。
農
家

の
後
継
者
や
新
規
就
農
希
望
者
の

中
に
は
、
農
業
に
対
し
て
熱
い
思

い
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
達
に
対
し

て
、
国
な
り
道
な
り
が
も
っ
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
農
業
研
修
の
費
用

や
留
学
の
就
学
金
制
度
な
ど
で
支

援
し
て
、
未
来
あ
る
若
者
が
ど
ん

ど
ん
外
の
世
界
で
経
験
を
積
め
る

仕
組
み
を
充
実
し
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
海
外
で

知
見
を
広
め
た
人
た
ち
が
、
そ
の

経
験
を
地
元
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
。
そ
う
い
う
流
れ
が
で
き
れ

ば
、
酪
農
も
チ
ー
ズ
業
界
も
、
よ

り
よ
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

セミハードタイプの「オチャード」やしっかり熟成さ
せた「ルーサン」など、半田ファームの看板商品。

飼育する乳牛は子牛含めて160頭ほど。牧草主
体で飼育された乳牛の生乳は、夏には青草の爽
やかさ、サイレージを与える冬は濃厚な風味と、季
節ごとに味わいが変化する。
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